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第307 号こ 広 報 め い わ 昭和62年 4 月 1OH (2) 

昨年の 9 月から建設が進められていた、老人福

祉センターが完成、 4 月 9 日にオープンしました。

場所は大字新里地内で保健センターに接した東側

です。お年寄りの安らぎ、くつろぎの場 とし

てどしどしご利用ください。その概要をお知らせ

します。

ゆ
っ
た
り
と

1

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
浴
室

を
は
じ
め
、
健
康
相
談
室
、
機
能
回
復
訓

練
室
、
集
会
室
な
ど
近
代
設
備
の
八
室
か

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

老
人
や
身
体
に
支
障
の
あ
る
人
た
ち
が

一
日
中
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が

で
き
、
利
用
者
の
健
康
増
進
、
教
養
向
上

に
重
点
を
置
い
た
、
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
導
入
し
た
、
正
に
老
人
福
祉

の
拠
点
と
い
え
る
近
代
施
設
で
す
。
更
に

は
広
く
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
送
迎
バ

ス
も
週
五
回
村
内
各
地
を
運
行
し
ま
す
。

（
詳
細
は
別
表
参
照
）

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋

総
床
面
積
六
二
O
·
六
一
平
方
い
い
、
機
械

室
―
一
・
七
五
平
方
]
ぃ
‘
建
設
費
一
億
七

日
中

習
⑨
臼

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

0

六
十
歳
以
上
の
村
内
居
住
者
…
無
料

0

六
十
歳
未
満
の
ヶ
…
二
百
円

0

六
十
歳
以
上
の
村
外
の
者
…
三
百
円

0

六
十
歳
未
満
の
ヶ
…
五
百
円

〇
団
体
使
用
す
る
場
合
は
、
使
用
す
る
日

の
五
日
前
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事

務
局
に
あ
り
ま
す
）

使

用

料

0

村
内
居
住
の
六
十
歳
以
上
の
人
か
原
則

で
す
。
一
般
利
用
は
四
月
十
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

唖
名
称

1
1

明
和
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

蒼
所
在
地
1
1

大
字
新
里
三
―
一
番
地
の
三

圏
敷
地

1
1

二
、
七0
五
平
方
メ
ー
ト
ル

唖
建
物
1
1

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て

圏
建
設
費
1
1

本
体
、
外
構
、
機
械
室
等
一

億
四
、
三
一
五
万
円
▼
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
工
事
費
一
、
九0
0
万
円
マ
設
計
監
理

費
四
0
0
万
七
千
円
▼
備
品
費
四
六
九

万
七
千
円
▼
雑
工
事
一
四
六
万
円

〇
起
工

1
1

昭
和
6
1年
9
月
2
1
日

衝
竣
工

1
1

昭
和
6
2年
3

月

2
0
日

圏
電
話
番
号
1
1
6闘
4
9
2
6

施

設

の
概
要

二
三
一
万
四
千
円
を
か
け
て
建
設
。
ま
た

敷
地
内
に
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
二
面
を

備
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
体
力
づ
く

り
に
も
細
心
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
の
概
要
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。



(3) 第307号 広 報 め い わ

輸送バスコース及び時刻表

休

玄日曜日 〔矢島・入ヶ谷・大佐貫方面〕

入ヶ谷集会所

泉田光一宅前

矢島公民館

大佐貫十字路東

午前 9 時15分

9 時20分

9 時23分

9 時45分

福祉センター発

矢島公民館儀）

泉田光一宅前（着

入ヶ谷集会所（筍

福祉センター発

大佐貰十字路東（筍

午後 3 後15分

3 時22分

3 時25分

3 時30分

3 時50分

4 時00分

玄火曜日 〔斗合田・下江黒・上江黒方面〕

斗合田観音堂

下江黒出荷所

荒川商店前

千江田農協

午前 9 時15分

9 時20分

9 時50分

9 時55分

福祉センター発

下江黒出荷所僧）

斗合田観音堂着）

福祉センター発

千江田農協前僧）

荒川商店前僧）

午後 3 時15分

3 時30分

3 時35分

3 時55分

4 時05分

4 時10分

玄水曜日

千津井花舟出荷所

千津井下集会所

三明精密前

須永理容店裏

天海繁宅裏

江口出荷所

〔干津井・江ロ・田島方面〕

午前 9 時10分

9 時15分

9 時20分

9 時40分

9 時45分

9 時48分

福祉センター発 午後 3 時15分
千津井花升出荷所着） 3 時25分
千津井下集会所着） 3 時30分
三明精密前着） 3 時35分
福祉センター発 3 時50分
須永理容店裏着） 3 時55分
天海繁宅裏（節 4 時00分
江口出荷所着） 4 時03時

►
 

0

毎
週
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
年
末
年

始
（
定
休
日
が
祝
日
と
重
っ
た
場
合
は

翌
日
が
休
み
と
な
り
ま
す
。
）

0

木
曜
日
は
、
お
風
呂
は
休
み
で
す
。

0

週
五
日
、
村
内
各
地
を
運
行
し
ま
す
。

※
運
行
コ
ー
ス
等
は
別
表
と
お
り
。

竣
工
式
風
景

送
迎
バ
ス 館

日

昭和62年 4 月 10 日

〇
午
前
9

時
3
0
分
＼
午
後
4
時
ま
で

開
館
時
間

工式

玄金曜日 〔南大島・梅原・中谷方面〕

小松原春吉宅東

弁天様前

三田商店前

恩田義雄宅東

三島神社前

教学院前

午前 9 時05分

9 時12分

9 時20分

9 時35分

9 時40分

9 時45分

福祉センター発
小松原春吉宅東備
弁天様前僧）
三田商店前
福祉センター発，
恩田義雄宅東僅
三島神社前（着）
教学院前（着

午後 3 時15分
3 時20分
3 時27分
3 時35分
3 時45分
3 時50分
3 時55分
4 時00分

竣
工
式

完
成
を
祝
う

玄土曜日（川俣・須賀・大輪方面〕

午前 9 時10分

9 時15分

9 時45分

9 時50分

川俣郵便局前

須賀公民館

大輪上集会所

大輪下集会所

福祉センター発

川俣郵便局前僧）

須賀公民館着）

福祉センター発

大輪下集会所（粒

大輪上集会所着）

午後 3 時15分

3 時25分

3 時30分

3 時40分

3 時50分

3 時55分

◎老人福祉センター建物平面図

犠能回復
訓練室
27.50m' 

廊下 35.84m'

虹康相該室
27.02m' 

ヘルストロン

コーナー

ロピー
114.36m' 

浴檀
23.9m' 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
が
、
三
月

三
十
一
日
、
県
知
事
、
衆
議
院
議
員
、
県

議
会
議
員
な
ど
来
賓
多
数
を
迎
え
、
ま
た

村
か
ら
は
村
長
ら
三
役
、
村
議
会
議
員
、

区
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
、
土
地
提
供
者
、

施
行
業
者
な
ど
関
係
者
六
十
人
ほ
ど
が
出

席
し
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
奈
良
村
長
が
設
計
・
施
行
業

者
、
建
設
に
際
し
て
土
地
提
供
な
ど
で
ご

尽
力
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
感
謝
状

を
贈
呈
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
福

田
峯
次
さ
ん
が
「
時
代
に
即
し
て
高
齢
者

の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
近
代
設
備
を
誇

浴帽
24.26m' 
日11.75m' 

る
立
派
な
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
毎
日
、
生
き
が
い
の
あ
る
楽
し
い

日
々
が
過
ご
せ
る
よ
う
十
分
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
L
o
感
謝
の
こ
と
ば
を
述

べ
る
な
ど
待
望
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

圏
村
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
者

▼
卸
日
本
技
建
（
設
計
）
▼
大
成
・
荒
井

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
共
同
企
業

体
（
本
体
工
事
）
マ
ニ
洋
関
東
設
備
機
器
閥

ステージ
28m 

7m' 

集会室
156m' 

（床暖房）

（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
工
事
）
▼
関
口
完
一

（
土
地
提
供
）
▼
亀
印
寝
装
閥
1
1

座
ぶ
と
ん

二
百
枚
寄
付
▼
荒
川
好
一11
マ
ッ
サ
ー
ジ

器
一
式
寄
付
〔
敬
称
略
〕

な
お
、
完
成
に
あ
た
っ
て
次
の
方
か
ら

も
備
品
等
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
群
馬
工
場
闊
I
I

か
け
時
計
三
台
＊
田
中
林
蔵
（
時
計
店
）

1
1

か
け
時
計
一
台
＊
閲
川
俣
交
通1
1

十
万

円
〔
敬
称
略
〕
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※明和村社会福祉協議会事務局は老人福祉センター内
に移転しました。



(5) 第307号 広 報 め い わ

スポーツ結果

邑楽郡家庭婦人親善バレーポール大会結果
A ブロック

2 
゜

2
 

i] | l fし 1 1] | 1 | l 以
つキ大ハ坪西 M 城わ明

へつヘャ＾北＾ l ＾欠＾ ^ V ＾部＾か＾和
千み明 大 板モ邑口邑 明 大 千ば明
代ク ックニク宮 A ク代クク
田ラ和ツ泉ラ倉 1 楽ラ楽 和 C 泉ラ田ラ和ラ
ーブー愛ーブーズーブー中 -(R) -ブーブーブ

------------------------------------------------------------------

B ブロック__, 
2 

2
 ゜

サ
ン
デ
ー
ズ

（
千
代
田
）

つ
く
し
（
明
和
）

明
和
で
入
賞
し
た
三
剣
士

1

位

前
原
ク
ラ
ブ

（
邑
楽
）

飯
野
ス
ポ
ー
ツ
C

（
板
倉
）

M
V
A
C
(
 

（
明
和
）

3

位

愛
宕
フ
ラ
ワ
ー
ズ

（
千
代
田
）

ギ
ャ
グ
マ
マ
チ
ー
ム

（
邑
楽
）

恒
例
の
第
十
四
回
明
和
村
剣
道
大
会
は

三
月
二
十
一
日
、
社
会
体
育
館
で
、
近
隣

市
町
村
か
ら
ち
び
っ
子
・
女
性
剣
士
な
ど

三
百
人
近
く
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
五
十
人
近
く
が
参
加
。

小
学
生
低
学
年
、
同
高
学
年
、
中
学
生

男
子
、
同
女
子
の
四
部
門
で
行
わ
れ
、
明

和
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

圏
小
学
生
低
学
年
の
部
（
三
年
生
以
下
）

優
勝
1
1
堀
口
貴
志

(
3年
1
1
新
里
）

圏
同
高
学
年
の
部
（
四
年
生
以
上
）

三
位
1
1

石
井
洋
介

(
5年
1
1

南
大
島
）

〇
中
学
生
女
子
の
部

三
位
1
1
島
田
優
子

(
3年
1
1

中
谷
）

※
学
年
は
い
ず
れ
も
入
賞
時
〔
敬
称
略
〕

右から島田優子さん、石井洋介くん、堀口貴志くん

2

位

北
友
ク
ラ
ブ

（
板
倉
）

第
1
4回
明
和
村

剣
道
大
会
結
果

....機能回復訓練室

ll(Jtll62iJ'-4 J j l O 11 

-“ 

▲教養娯楽室・図書室

ｷ --ｷ -ｷ -------------ｷ --ｷ -ｷ ｷ -ｷ ｷ -ｷ ｷ -ｷ --ｷ ｷ -------------------

i ※老人福祉センター建設資金の一部は i 
i年金積立金からの融資を受けています i 
---------------------------------------------------------

, I 

..、`
‘~ `‘` •‘‘‘ 

ゞミ

生活相談室...... 
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第 1 回村議会定例会は、 3 月 11 日から 18 日まで

の会期で開かれ、 一般会計をはじめ各種の昭和62

年度予算など議案22件（村長提出）が上程され慎重

審議の結果、

した。その主な内容をお知らせします。

農
業
共
済
事
業
に
関
す
る
業
務
が
、
四

す
る
条
例
の
一
部
改
正

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

農
業
共
済
条
例
の
廃
止

いずれも原案どおり承認可決されま

村
公
平
委
員
に

折
原
功
一
さ
ん
再
選

村
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る
、
多
田
則

夫
さ
ん
（
昭
和6
2年
3

月

1
5日
任
期
満
了
）

が
再
度
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

村
公
平
委
員
会
委
員
で
あ
る
、
折
原
功

一
さ
ん
（
昭
和6
2年
4

月

3
0日
任
期
満
了
）

が
再
度
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

四

保
育
料
一
人
月
額
、
三
千
六
百
円
が
四

幼
稚
園
保
育
料

条
例
の
一
部
改
正

月
一
日
か
ら
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組

合
で
一
括
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
条
例

の
一
部
改
正
で
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
農
業
共
済
条
例
の
廃
止
▼
課
設
置
条
例

中
の
農
業
共
済
課
に
関
す
る
条
文
の
削
除

▼
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

中
の
農
業
共
済
事
業
運
営
委
員
及
び
農
業

共
済
損
害
評
価
会
委
員
に
関
す
る
条
文
の

削
除

特
殊
な
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
に
つ
い

て
の
一
週
間
の
勤
務
時
間
及
び
勤
務
を
要

し
な
い
日
の
規
定
を
明
確
に
す
る
た
め
の

条
文
の
整
備
。

保
育
所
入
所
措
置

整
理
合
理
化
法
が
公
布
（
昭
和6
1年
認

月

2
6日
）
さ
れ
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の
入

所
措
置
等
が
機
関
委
任
事
務
か
ら
団
体
事
へ

同
条
例
中
の
農
業
共
済
事
業
の
条
文
が

削
除
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

村
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

村
教
育
委
員
に

多
田
則
夫
さ
ん
再
選

村
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

1

日
施
行
）

第
1
M
村
議
会
定
例
会

新
年
度
f
算
な
ど
を
承
認
可
決

主
な
内
容

（
昭
和6
2年
4

月

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

~
昭
和
六
十
二
年
度
、
各
種
会
計
予
一

頁
（
一
般
会
計
・
老
人
保
健
特
別
会
｛

訂
•
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
•
水
~

這
事
業
会
計
）
に
つ
い
て
は
、
P
Sー~

:
—
の
グ
ラ
フ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
~

。-
P
 

ー
ま
た
、
一
般
質
問
（
一
議
員
）
に
i

ニ
：
い
て
は
近
く
発
行
さ
れ
る
”
議
会
｛

：
だ
よ
リ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
｛

上
程
さ
れ
た
議
案

0

村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

0

村
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

〇
農
業
共
済
条
例
の
廃
止

〇
課
設
置
条
冽
の
一
部
改
正

〇
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

0

村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

〇
幼
稚
園
保
育
料
条
例
の
一
部
改
正

0

村
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
保
育
所
入
所
措
置
条
例
の
制
定

〇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

運
宮
に
関
す
る
条
例
の
制
定

0

群
馬
県
自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
の
変

更
0

群
馬
県
町
村
自
然
災
害
補
償
組
合
規
約

の
変
更

0

村
営
南
大
島
土
地
改
良
事
業
の
施
行

0

村
営
梅
原
土
地
改
良
事
業
の
施
行

0
6
1年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0
6
1年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

0
6
1年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

0
6
2年
度
各
種
会
計
予
算
二
般
会
計
・

老
人
保
健
会
計
•
国
民
健
康
保
険
会
計
·

水
道
会
計
）

〇
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
規
約
の
一
部

改
正

〔
以
上
村
長
提
出
〕

0

国
民
の
食
料
を
守
り
、
農
業
再
建
に
関

す
る
意
見
書
〔
議
員
提
出
〕

（
※
以
上
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
）
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• 務
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

明
和
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
運
営
に

関
す
る
条
例
の
制
定

明
和
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
新
設
（

四
月
一
日
業
務
開
始
）
さ
れ
る
の
に
伴
い
、

同
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関

す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
昭
和

6
2年
4

月
1

日
施
行
）

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
設
置
趣
旨
1
1

老
人
の
福
祉
を
充
実
し
、

老
人
の
た
め
の
各
種
相
談
、
健
康
の
増

進
と
教
養
の
向
上
を
図
る
。

0
名
称
1
1

「
明
和
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

〇
所
在
地
1
1

明
和
村
大
字
新
里
3
1
1
の
3

0
事
業
1
1

▼
老
人
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
‘

又
は
集
会
の
た
め
の
施
設
の
提
供
▼
老

人
の
生
活
相
談
、
健
康
相
談
そ
の
ほ
か

各
種
の
相
談
▼
老
人
の
教
養
向
上
の
た

め
の
事
業
の
開
催
▼
老
人
の
健
康
増
進

に
関
す
る
指
導
▼
そ
の
ほ
か
設
置
目
的

に
ふ
さ
わ
し
い
事
業

〇
使
用
者
の
範
囲
1
1

村
内
に
居
住
す
る
六

十
歳
以
上
の
者
、
又
は
、
村
長
が
管
理

上
支
障
が
な
い
と
認
め
た
者

〇
使
用
の
承
認
等
1
1

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
使

用
す
る
者
（
団
体
）
は
、
村
長
の
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

〇
使
用
料
1
1

ニ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

圏
運
営
委
員
会
1
1
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
審
議
す
る
た

め
同
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
を
置
く

南
大
島
地
区
と
悔
原
・
新
里
地
区
で
村

営
の
土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
う
配
不
足
等
に
よ
り
排
水

能
力
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
用
排
水
路

改
修
工
事
、
農
道
整
備
を
行
い
、
農
業
基

盤
整
備
を
図
る
も
の
で
す
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
南
大
島
地
区
]

＊
基
本
計
画
1
1

▼
道
路
一
、
三
七
二
ぃ
ぃ
用

水
路
二
、
五
0
八
い
い
▼
排
水
路
二
、
四
七

0
]JC 

＊
費
用
の
概
算
1
1

一
億
五
、
六
五
五
万
円

〔
梅
原
・
新
里
地
区
〕

＊
基
本
計
画
1
1

▼
用
水
路
九
五
三
い
い
▼
排

水
路
一
、
九0
五
討

＊
費
用
の
概
算
1
1

六
、
七
六
七
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

民
生
費
な
ど
で
減
額

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
、
二
、
九
―
二
四
万
八
千
円
を
滅
額
し
、

総
額
を
二
三
億
六
、
八
五
五
万
八
千
円
に

し
ま
し
た
。

※
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

〔
歳
入
]

0

村
税
…
…
五
四
0
万
円
増
額
し
て
総
額

を
八
億
二
、
二
七
八
万
四
千
円
に
。

0

地
方
交
付
税
…
四
、
二
三
八
万
二
千
円

南
大
島
・
梅
原
・
新
里
地
区
で

村
営
土
地
改
良
事
業
実
施

増
額
し
て
総
額
を
六
億
0
九
九
四
万
八

千
円
に
。

0

分
担
金
及
び
交
付
金
…
…
六
万
五
千
円

を
増
額
し
て
総
額
を
四
、
一
―
七
万
一

千
円
に
。

0

県
支
出
金
…
…
二
、
五
0
四
万
九
千
円

減
額
し
て
総
額
を
二
億
五
、
0
九
六
万

一
千
円
に
。

〇
財
産
収
入
…
…
二
四
九
万
四
千
円
増
額

し
て
総
額
を
二
、
三
九
四
万
五
千
円
に
。

〇
繰
入
金
…
…
一
、
六
九
四
万
三
千
円
増
額

し
て
総
額
を
一
億
五
―
一
九
四
万
五
千
円
に

〇
繰
越
金
…
…
五
い
六
五
九
万
円
減
額
し

て
総
額
を
一
―
-
、
0
四
一
万
円
に
。

〇
諸
収
入
…
…
二
、
三0
九
万
三
千
円
滅
額

し
て
総
額
を
一
億
五
、
九
七
七
万
円
に
。

0

村
債
…
…
八
一
0
万
円
を
増
額
し
て
総

額
を
九
、
四
七
0
万
円
に
。

霞
出
〕

0

民
生
費
…
…
四
六
九
万
五
千
円
減
額
し

て
総
額
を
五
億
四
、
三
一
八
万
円
に
。

国
民
年
金
印
紙
購
入
費
二
、0
0
0
万
円

の
減
、
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
一

五
0
0
万
円
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
。

〇
農
林
水
産
業
費
…
…
二
、
三
二
七
万
六

千
円
減
額
し
て
総
額
を
一
二
億
八
、0
八

ゃ＇）ヽ

ロ

年
度
内
に
完
成
見
込
み
が
た
た
な
い
た

め
、
土
木
費
九
四
五
万
円
が
翌
年
度
に
繰

越
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
道
路
工
事
関

係
に
よ
る
も
の
で
す
。

繰
越

土
木
費
九
四
六
万
円

明

許

地
方
債
限
度
額

八

1
0
万
円
増
額

一
万
四
千
円
に
。
工
事
請
頁
費
一
、
三

0
0
万
円
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
。

〇
商
工
費
…
…
三
七
三
万
三
千
円
減
額
し

て
総
額
を
一
、
三
六
一
万
四
千
円
に
。

労
働
福
祉
施
設
賓
金
貸
付
金
三
三
三
万

円
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
。

0

教
育
費
…
…
二
三
五
万
六
千
円
増
額
し

て
総
額
を
二
億
六
、
九
五
四
万
八
千
円
に
。

西
小
門
扉
、
フ
ェ
ン
ス
移
築
工
事
費
―
―

0
0
万
円
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
。

地
方
債
限
度
額
を
八
一
0
万
円
増
額
し

て
、
九
、
四
七0
万
円
に
。

こ
れ
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に

関
連
す
る
も
の
で
す
。

\ 議会で説明する奈良村長

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
、
五
0
0
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
三
億
二
八
二
万
七
千
円
に
し
ま
し
た
。

※
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

〔
歳
入
]

〇
繰
入
金
…
…
一
、
五
0
0
万
円
増
額
し

て
総
額
を
二
、
八
六
0
万
―
―
千
円
に
。

〔
歳
出
〕

〇
医
療
諸
費
…
…
一
、
五
0
0
万
円
増
額

し
て
二
億
八
、
四
八
三
万
九
千
円
に
。

医
療
給
付
費
一
、
五
0
0
万
円
の
増
に

よ
る
も
の
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
三
五
0
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
三

億
九
、
三
六
0
万
七
千
円
に
し
ま
し
た
。

※
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

冨
入
]

0

国
庫
支
出
金
…
…
一
、
一
四
七
万
三
千

円
減
額
し
て
総
額
を
一
億
四
、
一
三
七

万
四
千
円
に
。

〇
繰
越
金
…
…
七
九
七
万
三
千
円
を
増
額

し
て
総
額
を
一
、
三
九
七
万
四
千
円
に
。

〔
歳
出
]

〇
老
人
保
健
拠
出
金
…
…
三
五
0
万
円
減

額
し
て
総
額
を
七
、
九
二
0
万
九
千
円

に
。
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
三
五
〇

万
円
の
減
に
よ
る
も
の
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

三
五
0
万
円
減
額
補
正

老
人
保
健
特
別
会
計

一
、
五0
0

万
円
追
加
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予算（一般会計）は

万円で
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9

9

9

9
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~
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
歳
入
・
歳
出
と
~

：
も
二
＿
億
一
、
六00
万
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。
（
前
年
比
｛

~
七
•
四
％
減
）
歳
入
面
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
売
上
税
等
に
つ
い
~

~
て
は
、
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
、
売
上
譲
与
税
、
利
子
割
~

~
交
付
金
合
わ
せ
て
一
、
二0
0
万
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
~

~
国
と
同
様
に
財
政
事
情
は
巌
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
村
一

こ
C

は
生
活
環
境
整
備
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
一
方
、
国
・
一

~
県
の
補
助
事
業
を
可
能
な
限
り
導
入
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
ー

｝
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
各
種
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
i

9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
.

合村税の内わけ
►村民税 3 億5?,000千円
►固定資産税 3 億35.104千円

歳入21 億1,600万円

（前年比7.4％減） 口□!5億円

自動車取得税交付金

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入

利子割交付金

その他

43,000千円
3?,568千円
19,894千円

14,401 千円
2,000千円

501 千円

►村たばこ消費税 36.000千円
村►電 気 税 42,100千円

► 特別土地保有税 812千円
隈 地

税方
— 51 億千万円支 交 ? 

そ 村 繰 地 国 繰 諸 出 付 烹税
方 庫 金 2 

「のづ 入 譲 支 越 収

贔5 ゜贔, 6 
与 出

< -1 億円

[; 
債 金 税 金 金 入

゜2 

゜4 i 5 6 
, 

贔
3 

゜
円

I i -i -
-2 — i ゜ 裔

゜
? ? 

i ? ー万円。ーー万。― ゜
2 

゜ ゜3 盈 万 盈 ? 5 千万円

房 3 

心 孟 i 4 
円

詈5.5 
2.1 2.3 計 3.0 4.4 8.1 9. I 26.0 
% 

5％忍減.5 
% 虐． 0 ％忍減6 

% % % 
塁立

23.3 5.9 温% ％減 % 

昭
和
六
十
二
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
昨
年
策
定
い
た
し
ま
し
た

第
三
次
総
合
計
画
を
柱
と
し
て
、
来
る
べ

く
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
、
新
し
い
時

代
へ
の
確
固
た
る
基
盤
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
ま
し
た
。
併
せ
て
、
健
全
財
政
を
基

調
と
し
て
、
財
源
の

り

重
点
的
配
分
、
経
常

た

経
費
支
出
の
適
正
化
ノ
れヽ

効
率
化
を
図
り
、
節
ま
‘
つ

度
あ
る
財
政
運
営
に
つ
jっ郷

ー
）
、

努
め
、
長
期
展
望
に

i
る

ぁ

立
っ
て
「
健
康
と
豊
吠
研

か
な
自
然
に
つ
つ
ま
白
＂
の

な
、

れ
た
活
力
と
潤
い
の
、
し
カ
ー

あ
る
郷
土
づ
く
り
」
豊
汀と

い
わ
ゆ
る
定
住
構
想
と
カ

に
基
づ
く
、
真
に
郷
庫
f
活

健

土
の
発
展
と
住
民
生

活
の
安
定
を
最
優
先

と
し
た
新
た
な
地
域
づ
く
り
を
基
本
理
念

と
し
て
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
た
。

国
の
一
般
会
計
予
算
は
、
国
債
費
と
地

方
交
付
税
交
付
金
を
除
い
た
、
い
わ
ゆ
る

一
般
歳
出
に
つ
い
て
は
、
五
年
連
続
し
て

前
年
同
額
以
下
に
圧
縮
、
伸
び
率
マ
イ
ナ

ス
予
算
と
し
て
現
在
、
国
会
で
審
議
中
で

あ
り
一
層
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
等
に
か
ん
が
み
、
本
村
も

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
事
情
で
あ
り
ま
す

の
で
、
国
の
編
成
方
針
、
地
方
財
政
計
画

を
指
針
と
し
て
経
済
の
動
向
を
踏
ま
え
、

明
和
村
長

奈
良
丑
松

更
に
は
村
の
実
情
と
将
来
の
展
望
を
考
え

合
わ
せ
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
村

民
福
祉
の
充
実
向
上
の
た
め
必
要
な
財
源

確
保
に
努
め
た
次
第
で
す
。
主
な
施
策
の

内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
新
し

く
建
設
し
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
事
業
を
は
じ
め
、
ゴ
ミ
収
集
車
の
買
替

え
、
保
健
指
導
車
の
購
入
の
ほ
か
、
教
育

文
化
の
充
実
、
交
通
安
全
対
策
事
業
、
健

康
増
進
等
の
促
進
事
業
の
推
進
、
新
農
構

後
期
対
策
、
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の

促
進
整
備
、
又
道
路
の
改
良
舗
装
、
農
業

用
排
水
路
の
改
修
等
に
つ
い
て
は
、
従
来

か
ら
の
ペ
ー
ス
を
継
続
し
、
更
に
充
実
を

図
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
そ
の
他
、
消
防

防
災
、
社
会
教
育
、
体
育
な
ど
の
行
政
全

般
に
わ
た
り
、
一
層
の
整
備
充
実
を
期
す

る
よ
う
細
心
の
配
慮
を
行
い
一
般
会
計
の

予
算
を
二
十
一
億
一
、
六
0
0
万
円
と
定

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
対
比
七
•
四

％
の
減
と
な
り
ま
す
が
、
前
年
度
実
施
し

た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
を
除
き

ま
す
と
O
·
三
二
％
増
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
三
つ
の
特
別
会
計
は
、
老
人
保

健
会
計
二
億
八
、
八
四
八
万
円
（
前
年
度

比
六
・
七
％
増
）
国
民
健
康
保
険
会
計
三

億
七
、
六
一
三
万
八
千
円
（
ニ
・
五
％
減
）

水
道
事
業
会
計
一
億
―
ニ
ニ
万
五
千
円
で

一
般
会
計
と
合
わ
せ
ま
し
て
総
額
二
八
億

八
、
一
八
四
万
三
千
円
の
予
算
の
決
定
を

い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
も
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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諸支出金 予備費
3.260千円• 0.3 
0.2% 6,000 

昭和62 年度

教育費
2億43,3?6千円
11.5% 

民生費
3億5?,8?4千円

16.9% 

億

※項目は主なものです。

【衛 生 費】 【議 会 費】

• 1億04,137千円 ＊ 0.6％減 • 10,100円

► 邑楽館林医療事務組合負担金14,416千円・

同組合出資金 5,896千円 ►各種検診等委託料10

,296千円 ►保健センター費 3,336千円 ►廃棄物

処理委託料11,040千円 ► じんかい収集車購入費

4,530千円 ►館林衛生施設組合負担金12,848千

円

【農林水産業費】

• 3億23,820千円玄1゜． 4％減• 31,400円

►農業委員会費 6,875千円 ►農業近代化資金

利子補給金 4,511千円 ►構造改善センター建設

補助金 7,800千円 ►測量調査委託料20,440千円

►農業基盤整備工事請負費 1 億89,050千円 ► 県

営千江田排水負担金25,500千円 ► 用地買収・物

件補償費22,710千円

【商 工 費】

◎ 24,075千円 * 23. 1 % ...._ 2, 300円

►村商工会助成金 4,300千円 ► 街路灯設置補

助金 400千円 ► 商業設備近代化資金貸付金 8,0

90千円

◎ 49,898千円 * 18.0% ....._ 4,800円

►議員報酬22,044千円 ►議員共済会公費負担

金 2,052千円 ►議会だより発行費 455千円

【総

【民

務

生

費】

• 2億77,807千円 ＊ 3.9％減 A 27,000円

►特別職、一般職員給料59,584千円 ► パソコ

ン、ファクシミリ導入（リース） 720千円 ► 「広

報めいわ」など印刷製本費 3,827千円 ► 交通安

全施設工事費 1,080千円 ►選挙費 5,322千円

（県議会議員選挙・村議会議員選挙）

費】

• 3億57,874千円 ＊ 31. 3％減• 34,700円

► 国民年金保険料印紙購入費 1億48,673千円

► 敬老記念品 1,080千円 ► 老人クラブ育成助成

金 1,524千円 ►敬老年金 2,220千円 ► 心身障害

者扶養共済年金 1,440千円 ►老人福祉センター

費21,456千円（送迎バス運行委託料 4,800千円

など） ►保育園費93,424千円



第307号 広 報 め い わ 昭和62年 4 月 10 日

【公 債 費】 【土 木 費】

• 2億16,966千円

►元金 1 億21,524千円 ►利子95,396千円

【諸

◎ 3,260千円

【予

◎ 6,000千円

支

玄 2.4%

玄 28.0%

► 土地開発基金 3,259千円

備
＊

► 予備費 6,000千円

出

A 21,000円

金】

..._ 300円

費】

ヽ 500円

• 4億22,091千円

►道路台帳異動修正委託料 4,350千円 ►道路

補修・側溝新設整備費30,000千円 ►測量調査委

託料12,500千円 ►道路改良・舗装工事費 2 億66

,300千円 ► 用地買収・物件補償費40,000千円 ►

河川費 440 千円 ►都市計画費 8,391千円 ►住宅

費 5,044千円

【消

◎ 86,696千円

【教

• 2億43,376千円

玄 14.8%

防

* 3.7％滅

育

* 9.6％減

_. 4 1, 000円

費】

A 8,400円

►館林地区消防組合負担金（常備消防費など）

85,259千円 ► 災害対策費 1,437千円

費】

A 23,600円

►小学校費65,208千円 ► 中学校費38,607千円

►幼稚園費36,465千円》社会教育費28,136千円

〔公民館費18,253千円（光熱水費 5,530千円、

警備清掃業務委託料 4,329千円など）〕 ►保健

体育費18,520千円（各種競技大会等賞品 700千

円、村体育協会交付金 1,600千円、光熱水費

3,288千円など）

(10) 

老
人
保
健
会
計

6
.
7

％
の
増

0
歳
入
・
歳
出
総
額
2

億
8
8
4
8

万
円

（
前
年
度
当
初
比
い
[
ぃ
増
）

0
主
な
歳
入

0

支
払
基
金
交
付
金

2

億
0
1
8
9

万
2

千
円

0

国
庫
支
出
金

5
7
4
0

万
円

〇
主
な
歳
出

〇
医
療
諸
費

2

億
8
7
9
9

万
4

千
円

〇
収
益
的
収
入

8
0
6
4

万
円

〇
ヶ
支
出

8
0
2
5

万
円

〇
資
本
的
収
入

1
7
5

万
円

〇
ク
支
出

2
0
9
7

万
5

千
円

資
本
的
収
支
の
不
足
額
1
9
2
2

万
5

千
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

1
6
0
4

万
5

千
円
及
び
減
債
積
立
金
3

1
8

万
円
で
補
て
ん
す
る
。

〇
業
務
の
予
定
量

〇
給
水
戸
数
…
…
•
…
…•
•
2
7
8
9

戸

0
年
間
総
給
水
量

…
…
…

1
4
8

万
2
3
0
0

吋

0

一
日
平
均
給
水
量
…
…
4
0
5
0
3
m

水
道
事
業
会
計

供
給
、
一
屑
の
充
実

3
0
0

万
9

千
円

6
0
9
0

万
5

千
円

0

共
同
事
業
拠
出
金

近年の当初予算推移（

~ 9— -億119- -億169 -;-l 品8 『
2 

2 9 ? 0 

』
i 

万円 万円0 万円0 丸円 嘉 1 

前年対比

0.0% -4.4% 2.8% 9.3% 6.3% -?.4% 

般会計）

0億円

0億円

5
7年

5
8年

〇
主
な
歳
出

〇
保
険
給
付
費2

億
8
5
7
9

万
4

千
円

〇
老
人
保
健
拠
出
金

5
9年

6
0年

6
1年

6
2年

国
民
健
康
保
険
会
計

2
.
5

％
の
減

0
歳
入
・
歳
出
総
額

3

億
7
6
1
3

万
8

千
円
（
前
年
度
当

初
比
臼
ン
い
減
）

蒼
主
な
歳
入

0

国
庫
支
出
金1

億
3
2
3
1

万
5

千
円

0

国
民
健
康
保
険
税

1

億
5
9
3
9

万
9

千
円
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受 賞 ぉ め で と l
つ

下級生の面倒みの良さなど、立派な行いをした少年少女の表彰式が、 3 月 3 日、館林警察署で行われまし

た。これは館林地区学校警察連絡協議会が例年行っているもので、今回小学生10人、中学生l1人が対象とな

りました。明和村では、笠井健雄くん、思田元美さん、高瀬磨くん、落合勝敏くん、長崎賢一くんの 5 人が
受賞。善行内容は、さまざまですが、いずれも温かい・優しい心から発した地道な行動が評価されたといえ

ます。明和村の受賞者の善行内容は次のとおりです。

昨
年
の
三
月
、
某
場
所
に
三
万
三
千
円

が
散
乱
し
て
い
る
の
を
発
見
。

拾
得
金
を

赤
い
羽
根
募
金
に

高瀬磨くん

明中 2 年（表彰時）

清
掃
や
奉
仕
活
動
な
ど
、
人
の
嫌
が
る

こ
と
を
率
先
し
て
や
っ
た
。
通
学
時
の
下

級
生
の
面
倒
み
が
良
く
親
切
。
ま
た
、
危

険
な
場
所
で
遊
ぶ
幼
児
を
安
全
な
場
所
に

移
し
た
り
、
下
級
生
が
交
通
事
故
に
あ
っ

た
時
、
緊
急
連
絡
す
る
な
ど
適
切
な
処
置

を
行
っ
た
。

率
先
し
て

人
の
嫌
が
る
こ
と
を

昨
年
の
五
月
、
足
利
市
で
行
わ
れ
た
庭

球
大
会
場
で
財
布
を
拾
い
、
周
囲
の
人
々

に
問
い
か
け
た
が
落
し
主
が
な
く
大
会
本

部
に
届
け
た
。
そ
の
後
、
期
限
が
切
れ
大

会
長
か
ら
連
絡
が
あ
り
善
行
の
あ
ら
ま
し

が
わ
か
っ
た
。
拾
得
金
は
期
限
切
れ
で
二

人
の
も
の
に
な
っ
た
が
二
人
は
、
村
社
会

福
祉
協
議
会
（
作
仕
銀
行
）
に
全
額
、
一

万
四
千
二
百
六
十
九
円
を
寄
付
し
た
。

笠井健雄＜ん
東小 6 年（表彰時）

恩田元美さん
西小 6 年（表彰時）

拾
得
金
と
し
て
館
林
警
察
署
に
届
け
出
。

期
限
切
れ
で
本
人
の
も
と
に
渡
さ
れ
た
が

匿
名
で
村
を
通
じ
て
「
赤
い
羽
恨
募
金
」

に
寄
付
し
た
。

゜ll111111111111111111111111111111111111111111111111 

奈
良
村
長
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
に

全
国
町
村
会
長
表
彰

落
し
t
を親

身
に
な
っ
て

弟
が
入
院
中
、
母
が
付
き
添
い
で
不
在

の
た
め
代
っ
て
家
事
を
が
ん
ば
っ
た
。
ま

た
、
疎
外
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
障
害
を
持
つ

同
級
生
A

子
さ
ん
と
お
互
い
を
高
め
合
う

友
と
な
り
、
ク
ラ
ス
の
潤
滑
油
と
な
っ
た
。

現
在
A

子
さ
ん
は
級
友
と
明
る
＜
学
級
活

動
に
励
ん
で
い
る
。

議
長
会
長
表
彰

村長

奈良丑松さん
村議会議員

小松原一好さん

^ 
rt 

落合勝敏＜ん

明中 2 年（表彰時）

弟
が
人
院

家
事
に
が
ん
ば
っ
た

群
馬
県
町
村
議
会

` 長崎賢一＜ん

明中 3 年（表彰時）

長
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方

々
が
、
こ
の
ほ
ど
全
国
町
村
会

長
な
ど
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
栄
誉
に
浴
し
た
方
々

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
松
原
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
か

ら
五
十
八
年
八
月
ま
で
、
更
に
、
五
十
九

年
十
一
月
か
ら
現
在
ま
で
の
長
年
に
わ
た

り
村
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

11111111111111111111111111111111111111111111111111 

教育長
三田惣三郎さん

群
馬
県
町
村
会
長
表
彰

◄ ＼ ｻ
 助役

関口浅次さん

群
馬
県
町
村
会
長
表
彰

村
長
に
就
任
以
来
、
現
在
ま
で
の
長
年

に
わ
た
り
村
長
の
重
責
を
全
う
さ
れ
、

地
方
自
治
発
展
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。関

口
助
役
は
、
昭
和
五
十
年
十
二
月

に
助
役
に
就
任
以
来
、
現
在
ま
で
の
長

年
に
わ
た
り
、
そ
の
重
要
な
職
務
を
遂

行
さ
れ
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

三
田
教
育
長
は
、
昭
和
五
十
年
十
二

月
に
教
育
長
に
就
任
以
来
、
現
在
ま
で

の
長
年
に
わ
た
り
、
そ
の
重
要
な
職
務

を
遂
行
さ
れ
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
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屯
田
中
満
さ
ん
（
田
島
）
は
、
三
万
円
を

社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

〇
梅
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
ト
ネ
ー

ズ
（
代
表
、
磯
野
茂
さ
ん
）
」
は
、
六
八

五
八
円
を
児
童
福
祉
に
使
っ
て
く
だ
さ

い
と
村
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議

会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
か
ら
七
、
四
0
0
円
に

国
民
年
金
保
険
料
は

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
か
ら
一
ヵ

月
七
、
四
0
0
円
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
給
付
費
は
、
被
保
険
者
が

納
め
る
保
険
料
と
国
の
負
担
な
ど
に
よ
り

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
受
給
者
の
増

加
、
年
金
額
の
改
定
に
よ
り
給
付
額
は
増

え
続
け
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
を
長
期
・
安
定
的
に
運
営
し

◎標準小作料 (10アール当り）

区分 小作料の標準額 農地区分

田の部A 18,000 円 B地区以外

ヶ B
 

13,000 円 谷田川堤内地

標
準
小
作
料

畑の部A 16,000 円 B地区以外

II B
 

13,000 円 谷田川堤内地

明
和
村
農
業
委
員
会
は
、
標
準
小
作
料

の
三
年
ご
と
の
改
訂
に
伴
い
、
「
明
和
村

標
準
小
作
料
協
議
会
」
の
答
申
を
受
け
て
、

諸
条
件
を
勘
案
検
討
し
て
次
の
と
お
り
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

詳
細
は
明
和
村
農
業
委
員
会
（
役
場
内
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

決
ま
る

妥
ぃ
／
．
＂
で
評
判
の
明
和
村
植
木
生

産
組
合
に
よ
る
即
売
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

2
9日
か
ら
即
売

植
木
激
安

I
.
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竺 ベ 腐賃き旨 今旨

六

一
割

喜 胃
弓 I

各頁

九 ノ／今ー．、ヽヽ

予忌旨 詞

て
い
く
た
め
に
改
定
す
る
も
の
で
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
前
納
割
引
き
制
度
が

あ
り
ま
す
。
四
月
分
か
ら
翌
年
三
月
分
ま

で
を
四
月
三
十
日
ま
で
に
一
括
し
て
納
付

し
ま
す
と
次
の
よ
う
に
保
険
料
が
割
引
き

さ
れ
ま
す
。

場
1
1

明
和
村
商
工
会
館
前
（
新
里
）

間
1
1
4

月
2
9日
1
5

月
5

日
午

前
9
時
1

午
後
5
時

＊
展
示
1
1

花
丼
花
木
、
鉢
物
、
庭
木
な

ど
各
種
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
役
場
農
政
係
へ

館
林
労
働
基
準
監
督
署
（
館
林
市
仲
町
）

が
三
月
三
十
日
で
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
太

田
、
新
田
郡
の
労
働
基
準
監
督
署
が
統
合

し
て
、
太
田
労
働
基
準
監
督
署
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
三
月
三
十
一
日
か

ら
業
務
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
当
分
の
間
、
館
林
事
務
所
は

従
来
ど
お
り
の
各
種
届
出
書
の
受
付
、
相

談
等
の
業
務
は
行
い
ま
す
。

詳
細
は
、
太
田
労
働
基
準
監
督
署6
⑮

9
9
2
0
▼
所
在
地
1
1

太
田
市
飯
塚
町
一

0
四
の
一
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

館
林
労
働
基
準
監
督
署
が

統
合
し
て

太
田
市
内
に
移
転

22 日

0
日で受い乳妊場付

す付ず児婦 II 
゜はれ健健所午時
当も診診 II 前
日保＾ ＾保 9 4 
の健 5 4 健時月
午セ月月セ 30 16 
後ン 14 16 ン分日
1 夕日日夕 I.
時 l （木） （木） l 10 5 

1 で一一 時月
2 行 30 6 
時わ 分日
まれ

受

※危険物取扱者試験・講習会…試験 6 月 14日・太田市関東学園大学。講習会 5 月13日・館林市郷谷公民館。申込み 5 月 9 日までに明和分署へ Cff 84-3131 

24 日

ケ

健

康

相

ニ火畝

お
気
軽
に
と
う
そ

（
無
斗
）
米

＊
会

玄
期

月
例
相
談

4 月

12 日

14 日

15 日

19 日

// 

27 日

28 日

5 月

1 日

6 日

8 日

県議会議員選挙（投票日）

母子保健推進員協議会総会

区長会初会議

利根川総合運動場一斉清掃

県民スポーツ祭オープニング

大会ゲートボール大会予選会

老人クラブ連絡協議会総会

農業委員会

体育指導委員会議

衛生協力会総会

第16回村政功労者表彰式

三歳児健診

離乳食講習会

一歳六か月児健診

※
予
定
で
す
の
で
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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教
職
員
人
事
異
動

4

月

1

日
（
）
は
前
職

◎
転
出
1
1
館
林
一
小
坪
井
ち
え
（
東
小
）

▼
同
岩
上
博
（
東
小
）
▼
館
林
七
小

小
川
美
栄
子
（
東
小
）
▼
館
林
市
教
委

天
野
克
（
明
中
教
頭
）

◎
転
入
1
1
東
小
校
長
川
島
富
男
（
千
代

田
西
小
）
▼
東
小
大
沢
新
一
（
館
林
六

小
）
▼
同
大
工
原
晃
（
太
田
南
小
）
▼

同
鈴
木
美
智
子
（
館
林
七
小
）
▼
西
小

大
戸
知
子
（
館
林
三
小
）
▼
同
瀬
山
み

ど
り
（
太
田
北
中
）
▼
明
中
教
頭
飯
塚

►

恩
師
・
在
校
生
・
父
兄
ら
に
見
送
ら
れ
て

校
門
を
後
に
す
る
卒
業
生

3 か年の学窓を胸に

175人が新たなスター卜

邦
夫
（
館
林
一
小
）

◎
転
補
（
管
内
異
動
）1
1

明
中
校
長
中

西
武
（
東
小
校
長
）
▼
西
小
教
諭
須
藤

守
二
（
東
小
）

◎
新
採
用
1
1
東
小
教
諭
青
木
佳
子
▼
同

新
島
邦
彦
▼
同
講
師
豊
鴫
俊
邦
▼
明
中

教
諭
富
宇
賀
優
▼
同
飯
塚
美
代
子
▼

同
新
井
由
紀
子

◎
退
職
1
1

明
中
校
長
関
根
一
行
▼
同
教

諭
野
口
秀
吉
▼
東
小
教
諭
長
沢
利
子

▼
西
小
教
諭
斉
籐
益
夫
▼
同
石
村
く

に
▼
同
木
崎
正
美
〔
敬
称
略
〕

卒
業
後
の

進
路
状
況

役
場
人
事
異
動

4
月
1

日
（
）
は
前
聴

◎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
圏
島
田
守
1
1
住
民
課
長
▼
管
理

係
長
小
田
木
邦
夫
（
建
設
課
）

◎
建
設
課
立
岡
清
孝
（
住
民
課
）
．

◎
住
民
課
蓮
見
幸
夫
（
保
健
課
）

9
 

◎
経
済
課
多
田
紀
美
江
（
農
業
共
済
誅
）

◎
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣

青
山
清
•
福
島
明
•
福
島
義
雄

（
農
業
共
済
課
）

◎
新
採
用
1
1

保
健
課
宮
田
高
志
▼
保
健

婦
金
子
順
子
▼
教
育
委
員
会
、
立
川

明
浩
・
奈
良
真
司
〔
敬
称
略
〕

三
月
十
六
日
、
県
内
一
斉
に
中
学
校
の

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
明
和
中
学
で
も
こ
の

日
、
一
七
五
人
が
三
か
年
の
学
窓
を
胸
に

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

来
賓
や
父
母
が
見
守
る
中
、
関
根
校
長

が
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手

渡
し
、
「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
際
し
母
校
で

学
ん
だ
事
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
の
べ
ま
し

こ
。t
 式終

了
後
、
最
後
に
恩
師
、
父
母
、
在

校
生
か
校
門
ま
で
両
側
に
人
垣
を
つ
く
り
、

そ
の
間
を
卒
業
生
は
、
証
書
と
P
T
A

か

ら
贈
ら
れ
た
「
す
も
も
」
の
苗
木
を
し
っ

か
り
と
に
ぎ
り
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

明
和
中
学
校
卒
業
生
は
、
百
七
十
五
人

で
す
。
進
学
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
全
員
が

次
の
高
校
等
に
進
学
し
ま
し
た
。

圏
学
校
別
進
学
者
数

館
林
高
校

8

名

館
林
女
子
高
校

1
1名

館
林
商
工
高
校

2
1名
（
男
1
3女
8
)

西
邑
楽
高
校

1
4名
（
男
5

女
9
)

〇
板
倉
高
校

1
6名
（
男
1
0女
6
)

0

大
泉
高
校

1
6名
（
男
2

女
1
4
)

0

太
田
高
校

4

名

0

太
田
女
子
高
校

4

名

0

太
田
西
女
子
高
校
1

名

0

太
田
東
高
校

7

名
（
男
1

女
6
)

0

太
田
工
業
高
校

2

名
（
男
2
)

0

高
崎
商
業
高
校

1

名
（
女
1
)

〇
足
利
女
子
高
校
2

名

0

羽
生
実
業
高
校

1

名
（
女
1
)

0

群
馬
賽
専

1

名
（
男
1
)

0

関
東
学
園
大
附
属
4
9名
（
男
2
7女
2
2
)

〇
足
利
学
園
高
校

7

名
（
男
2

女
5
)

〇
足
工
大
附
属

1

名
（
男
1
)

0

佐
野
弥
生
高
校
2

名
（
女
2
)

〇
葛
生
高
校

1

名
（
男
1
)

〇
職
業
訓
練
校
・
専
門
学
校
6

名

スポーツを通じて
心の和を広げよう

＊スポーツ少年団員募集
昭和62年度の、野球（男）・サッカー（男）．

剣道（男）・ソフトボール（女）・バレーボー

ル（男）（女）の少年団で団員を募集しています。

小学生ならだれでも入れます。申込み・

問合せは社会体育館合(84)4626へ。

今
月
の
納
税

今
月
の
納
め
は
、
軽
自
動
車
税
、

不
動
産
取
得
税
、
水
道
料
、
国
民
年

金
で
す
。

2
4日
…
•
•
明
和
村
役
場

2
7日
…
…
明
和
農
協
第
一

2
8日
…
…
東
部
児
童
館

0

相
談
所
移
転
作
業
の
た
め
都
合
に
よ
り

当
分
の
間
休
み
と
な
り
ま
す
。

0

場
0
日

交
通
事
故
相
談

5

月
7

日
午
前

1
0時
1

午

後
3

時
ま
で

館
林
市
役
所
相
談
室

~
~
~
~
 

所 時 年
金
相
談

0

場
所

0
日
寺
nn[ 

4

月

1
5日
午
前

1
0時
＼
午

後
3

時
ま
で

明
和
村
役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談
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の話題
広報係では、皆様からの

話題を募集しています。

どしどしご連終くださし＜。

3 月 7 • 8 日の二日間、中央公民館をメーン会場に「公民館まつ
り」が行われました。二日目は前日からの降雪で心配されましたが午前
中には回復。まってましたとばかりに家族連れがどっとつめかけ、

わたあめ、金魚すくいなどを楽しみました。会場には公民館事業の
各種学級・教室参加者の成果展示品をはじめ、バザー、芸能発表な
ど盛たくさんのイベントが行われ、訪ずれた人たちを魅了。また、
今年は初めてグランドゴルフ、スマイルボーリングなど軽スポーツ
も行われ、若者や親子連れに人気を博し、多彩なイベントで例年に

ない盛り上がりでした。

▲わたあめコーナーに行列をつくる親子連れ

`

4

 

“·t

1 

►

展
示
・
実
演
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
の
的

►

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
快
汗
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

な
い
盛
り
上
が
り

公
民
館
ま
つ
り
‘
例
年
に

(14) 

＿
―
―
―

-
0が
…
…

今
、
一
番
さ
わ
が
れ
て
い
る
の
は
「
い

じ
め
」
で
す
。
ど
う
し
て
「
い
じ
め
」
と

い
う
こ
と
が
、
お
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

い
じ
め
る
人
、
そ
の
間
に
い
る
人
は
、
ど

う
い
う
気
持
ち
で
生
活
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。
い
じ
め
ら
れ
る
人
の
気
持
ち
を
一

度
で
も
い
い
か
ら
考
え
て
み
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
そ
の
気
持
ち
は
、
な
っ
て
み

な
く
て
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
い

じ
め
ら
れ
る
人
の
気
持
ち
は
、
す
こ
し
だ

け
な
ら
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
い
じ
め

ら
れ
た
か
ら
で
す
。
私
の
は
、
む
し
さ
れ

た
り
、
私
の
持
っ
て
い
る
物
に
、
傷
を
つ

け
ら
れ
た
り
、
う
そ
を
い
わ
れ
た
り
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
私

の
心
は
、
毎
日
、
雨
が
降
っ
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
で
も
、
私
の
は
、
ま
だ

さ
り
げ
な
い

明中 2 年（入選時）
森尻美紀さん

軽
い
方
だ
と
思
い
ま
す
。
「
い
じ
め
」
が

原
因
で
自
殺
を
し
て
し
ま
っ
た
人
が
、
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
だ
れ
に
も
、
自
殺
ま
で

思
い
つ
め
た
こ
と
の
あ
る
そ
の
子
の
気
持

ち
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
絶
対
に
分
か
る
わ

け
な
い
の
で
す
。
口
で
は
、
こ
う
だ
ろ
う

と
い
う
け
れ
ど
も
、
口
で
は
い
え
な
い
ほ

ど
、
苦
し
い
も
の
だ
か
ら
で
す
。
私
が
こ

こ
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
私
に
も

生
き
る
権
利
が
あ
っ
た
し
、
い
じ
め
の
な

い
社
会
に
し
よ
う
と
目
標
が
あ
っ
た
し
、

一
番
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
友
達
が

い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

い
じ
め
ら
れ
る
人
に
は
、
生
き
る
権
利

が
な
い
と
い
じ
め
る
人
は
思
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
生
き
る
権
利

が
な
い
と
…
。
こ
ん
な
に
つ
ら
く
、
悲
し

い
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
言
葉

の
暴
力
だ
と
思
い
ま
す
。
平
気
で
そ
ん
な

こ
と
を
い
え
る
の
か
な
と
、
う
た
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
い
じ
め
る
人
は
、
こ
う
い

う
言
葉
に
も
気
を
付
け
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。
さ
り
げ
な
い
そ
の
一
言
が
相
手
の

心
を
き
ず
つ
け
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
な

ぜ
、
い
じ
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
よ

り
強
そ
う
な
人
を
い
じ
め
る
の
な
ら
と
も

か
く
、
自
分
よ
り
弱
く
て
、
何
も
い
い
か

え
せ
な
い
人
を
い
じ
め
る
な
ん
て
、
も
っ

と
も
最
低
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
い
じ

（
次
ペ
ー
シ
の
四
段
目
に
続
く
←
）

今月は佳作入賞
の森尻美紀さん
の作文を紹介し
ます。

『
い
じ
め
に
つ
い
て
思
う
』

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

群
馬
県
大
会
佳
作
入
選
作
品
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▲熱演する在校生ら

郷士劇で 「卒業生を送る会」 西小

3 月 16 日、明和西小で「卒業生を送る会」が開かれました。在校生、先生、 PTA役員40人はど

が、ふるさと劇「水とみどりの物語」三幕五場 (30分）を上演。出し物は戦国時代末期の邑楽地

方（現在の館林市邑楽郡周辺）に用水堀を完成させ、現代の水と緑の大きな基礎を築いた戦国期

の開拓者、大谷休泊の偉業を劇化したものです。吉永校長が脚本・演出し、衣装、照明、道具な

ど、スタッフを構成した本格的なもので、開幕するたびに観客の児童から歓声と拍手が湧き起こ

っていました。同校では、これまでも明和の歴史、文化を語り絵巻や劇にして毎年この卒業時に

上演しています。今年は十周年にあたることから一段と盛り上がりをみせ大好評でした。関係者

は「郷土愛が深まり、学校生活の思い出(J)-ページになれば一」と話します。

消防車七台連ねてパレード

春の全国火災予防運動期間中の 3 月 8 日、村消防団（団長、石村和

男さん）は、各分団の消防車七台を連ねて村内一円の防火キャンペー

ンパレードを行いました。これは運動期間に合わせて、防火意識高揚

をねらいとして行っている消防団恒冽の年中行事。パレード隊の行く

先々には、日躍日とあって子供たちが手をふるなど一、コミュニケー

ションを図りながら有意義な防火パレードが展開されました。

なお、これら一連の防火・防災活動強化に努め、成績優秀で模範消

防団であるとして、このほど明和消防団が消防庁長官，から表彰を受け

ました。

せいぞろいするスタッフ▲

今月
O三

/ 
/, 

/ 

（
←
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

め
る
理
由
な
ど
な
く
て
、
そ
の
子
の
顔
を

み
て
る
と
む
か
つ
く
と
か
、
先
生
に
お
こ

ら
れ
た
と
か
、
と
ろ
い
か
ら
と
か
で
い
じ

め
る
の
は
、
悪
い
こ
と
で
す
。
も
し
、
そ

の
子
が
自
分
に
対
し
て
何
か
し
た
な
ら
、

話
し
あ
え
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
い
じ
め

る
人
は
、
涙
が
で
る
ほ
ど
つ
ら
い
思
い
を

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
思
っ
た
こ
と

の
な
い
人
の
心
は
、
き
た
な
く
に
ご
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
し
、
す
き
と
お

っ
た
き
れ
い
な
心
に
し
た
い
の
な
ら
、
今

す
ぐ
「
い
じ
め
」
な
ど
や
め
て
、
み
ん
な

と
仲
よ
く
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
仲

よ
く
す
る
こ
と
で
心
の
中
に
、
ひ
そ
ん
で

い
る
あ
く
ま
を
、
外
に
だ
せ
る
の
だ
と
私

は
思
う
の
で
す
。
い
じ
め
ら
れ
る
人
の
心

を
、
大
切
に
思
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し
か

し
、
い
じ
め
ら
れ
る
人
も
私
が
今
ま
で
、

こ
ん
な
苦
し
い
思
い
を
し
た
の
だ
か
ら
、

こ
ん
ど
は
あ
な
た
の
番
、
な
ど
と
思
っ
て

い
て
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
「
い
じ
め
」

は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
明
る
い
生
活
に
し

た
い
の
な
ら
、
こ
ん
な
苦
し
い
思
い
は
、

私
だ
け
で
い
い
、
他
の
人
に
は
、
そ
ん
な

思
い
を
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
と
思
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
広
い
心
を
も

つ
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
や
め
よ
う
」
の
一
言
が

で
も
、
い
じ
め
る
人
、
い
じ
め
ら
れ
る

人
が
、
す
べ
て
悪
い
わ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
い
じ
め
る
人
と
、
い
じ
め
ら
れ

る
人
の
間
に
い
る
人
た
ち
、
が
こ
う
ゆ
う

い
え
な
か
っ
た

よ
う
な
こ
と
を
と
め
れ
ば
、
一
番
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
友

達
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、

自
分
に
は
関
係
な
い
か
ら
と
か
、
自
分
も

い
じ
め
ら
れ
た
く
な
い
か
ら
、
い
じ
め
る

方
へ
つ
こ
う
と
か
思
っ
て
い
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
そ
の
一
人
で
し

た
。
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
て
も

行
動
は
反
対
の
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。

毎
日
、
び
く
び
く
し
て
強
い
人
の
味
方
に

な
っ
て
た
自
分
が
な
さ
け
な
く
思
え
ま
す
。

な
ぜ
あ
の
と
き
一
言
「
や
め
よ
う
」
っ
て

い
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
言
っ
て
い

た
ら
、
み
ん
な
き
ず
つ
か
ず
に
す
ん
だ
の

か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
こ
と
が
頭
に
や
き

つ
い
て
は
な
れ
ま
せ
ん
。
真
ん
中
に
い
る

と
し
ら
な
い
う
ち
に
悪
い
心
が
す
み
つ
い

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、
や
め

よ
う
の
一
言
も
い
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か

そ
の
た
め
に
自
殺
ま
で
し
た
人
が
い
る
と

い
う
の
に
。
自
殺
し
て
か
ら
で
は
、
も
う

お
そ
い
の
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も

生
き
帰
る
わ
け
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
は
、

み
ん
な
友
達
の
は
ず
な
の
に
。

人
間
と
い
う
動
物
は
、
弱
い
も
の
で
す
。

だ
か
ら
み
ん
な
で
、
助
け
あ
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
も
う

絶
対
に
「
い
じ
め
」
の
こ
と
が
原
因
で
、

自
殺
す
る
人
を
な
く
す
た
め
に
「
い
じ
め
」

の
こ
と
で
、
悲
し
む
人
た
ち
を
な
く
す
た

め
に
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て

い
る
大
切
な
権
利
、
そ
の
権
利
を
主
張
す

る
た
め
に
。
だ
れ
も
が
も
っ
て
い
る
大
切

な
権
利
、
あ
な
た
は
そ
の
権
利
を
失
ぉ
ぅ

と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
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·‘’ • ` ·、: 村の人口 : :. -....  : 
! 4 月 1 日現在 : 
"...  " ... 
：泄帯数 2,546 戸：
‘‘’ ：人口総数 10,289 人 : 
員ヽ

：男 5,156 人i
！女 5,133 人：

` ` 
= (3 月中の動き） : 
ヽ員

i出生 6人死亡 6|\ i 
：車云入 36 人 転出 50 人 t 
ヽ自
目｀
、·a'””99量9量'‘'量量量”’’”·

二
館林邑楽地区 館林地区 邑[ ・板倉
産婦人科 耳鼻科

代田

日 内 科外科 明 地区

4 月 19 日
真中医院後藤園医院 津久井医院 館林地区が

曜 合 (72)1630 ff (72) 3975 後藤陳）医院 ff (72)3975 云（72)3316 担当します

4 月 26 日
横田医院小倉医院 多々良診療所合（72)3060 岡田医院 竹越医院

当
ff (72) 0255 ff (72) 0606 大塚医院合(72) 0176 合 (72)3163 合 (84)3137 

5 月 3 日
浜野医院大神医院 記倉病院合(72) 3155 宇沢医院 橋本医院

ff (88) 5678 ff (62) 2200 神尾医院合(75) 1288 合 (74)8761 合 (82)1150 
番

i ; 
5 月 10 日

白沢医院川田国医院 後藤（党医院合 (72) 0134 最上医除 館林地区が

医
合 (72) 1600 合 (72)3314 ゆたか医院合（73)7308 合（74)3763 担当します

落合医院原医院 上野医院合 (72) 3330 館林医院 井上医院
5 月 17 日

合 (72)3160 ff (72) 1936 森下医院合 (73) 7776 合 (74)2112 合 (82)1131

全
日
本
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
総
合
女

子
選
手
権
大
会
で
＞
1
0
を
達
成
、
ま

た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
練
習
方
法
を
開
発
し
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

群
銀
バ
レ
ー
部
招
い
て

こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
る
、
群
馬
銀
行
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
招
い
て
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま

す
。
初
歩
か
ら
本
格
的
な
も
の
ま
で
、
ク

ラ
ス
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
村
教
育
委
員
会

が
主
催
し
ま
す
。

＊
対
象

1
1

一
般
（
個
人
・
団
体
）

＊
期
日

1
1
4

月
1
9
日
⑪
午
後
か
ら

＊
場
所
1
1

社
会
体
育
館

＊
参
加
料
1
1

無
料

＊
申
込
み
1
1
4

月
認
日
ま
で
に
社
会
体
育

館

(
6闘
4
6
2
6
)
へ

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
へ

派
手
に
ま
く
力
士
の
塩
の
散
り
ば
め
る
茶

の
間
の
観
戦
に
裏
話
味
わ
ふ

野
本
み
ね
子

数
知
れ
ぬ
犠
牲
の
果
て
の
閑
も
り
に
ド
ー

ム
を
染
め
て
街
は
暮
れ
行
く
（
広
島
）

原
口
美
津
子

め
お
と

切
株
の
危
き
互
に
気
遣
ひ
て
竹
運
ぶ
夫
婦

に
年
重
ね
見
つ

福
田
初
江

木
木
の
芽
吹
き
遅
き
に
ぬ
き
ん
で
て
れ
ん

げ
う
は
エ
リ
ヤ
の
土
手
に
華
や
ぐ

ビ; 
遠
富
士
支
部

►

表
彰
状
を
手
に
す
る
森
尻
さ
ん

南
大
島
の
森
尻
忠
さ
ん
は
、
三
月
中
旬
、
東
京
で
行
わ
れ

た
第
六
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
一
級
技
能
士
全
国
技
能
競
技
大

会
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
職
種
部
門
で
見
事
第
一
位
、
労
働
大
臣

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
大
会
部
門
別
最
高
の
名
誉
あ

る
賞
で
す
。

全
国
各
地
か
ら
各
県
代
表
、
そ
の
道
ベ
テ
ラ
ン
の
技
能
者

ば
か
り
、
三
百
六
十
八
人
が
参
加
。
建
築
関
係
の
各
職
種
や

製
図
、
洋
・
和
裁
な
ど
の
技
術
向
上
を
狙
い
に
、
中
央
職
業

能
力
開
発
協
会
と
全
国
技
能
士
連
合
会
の
共
催
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
群
馬
県
か
ら
は
十
三
職
種
、
十
六
人
が
参
加
。

森
尻
さ
ん
を
は
じ
め
、
建
具
・
機
械
製
図
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ

一
位
入
賞
な
ど
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

森
尻
さ
ん
は
抱
負
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。
「
一
位
に

な
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
ん
だ
か
夢
の
よ
う
で
す
。

こ
の
道
（
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
業
）
に
入
っ
て
二
十
数
年
に
な
り

ま
す
が
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
名
誉
で
す
。
今
後

も
、
こ
の
名
誉
に
恥
じ
な
い
よ
う
常
に
前
進
あ
る
技
術
向
上

に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
L
o

氏
名

関
根
み
の

佐
々
木
行
年

松
永
万
喜
子

関
口
育
三

小
磯
い
せ

橋
本
と
め

田
中

政
子

1
1

お
め
で
た

1
1

名
保
護
者
続
柄

秀
輝
健
―
二
男

信
行
喜
芳
二
男

文
香
清
隆
二
女

諒
光
彦
長
男

拓
弥
一
郎
長
男

絹
恵
利
秋

1
1

お
く
や
み

1
1

年
齢
世
帯
主
地
区
罪
肛

9
3
芳
夫
矢
島
孤

6
2
千
枝
梅
原
％

6
3
諭
勲
中
谷
％

5
8
ト
シ
子
新
里
％

8
3
宗
市
南
大
烏
ぷ

7
9
武
雄
斗
合
田
％

原
□

文
江

雨
上
り
黒
土
に
く
っ
き
り
線
を
引
く
麦
柔

ら
か
に
芽
ぶ
き
を
知
ら
す

山
岸
澄
枝

真
白
な
る
花
盛
り
咲
け
り
春
か
す
み
蜜
蜂

の
と
ぶ
梨
畠
に
仔
を
り

奈
良
照
子

研
い
で
も
切
れ
な
い
の
と
呟
く
今
朝
の
厨

辺
に
形
良
き
切
り
身
添
へ
有
り泉

田

二
女

地
区
腹
旺

南
大
畠
％

大
佐
貫
鯰

中
谷
極

梅
原
％

江
口
ぷ
8
 

% 

南
大
島

森尻

奥古永堀永
沢屋山江吉氏

` 

3 月の

救急車出動回数
•交通事故 3 件
●急病 4 件

•その他 2 件

•計 9 件

忠さん（南大島）

ブロック建築で 8本一

` 贔
｀
§
‘
f
升

ぉ
め
t
オ

（敬称略）
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選
挙
一
色
に
つ
つ
ま
れ
た
四
月
十
二
日
、
第
十
一

回
統
一
地
方
選
挙
前
半
戦
。
群
馬
県
で
も
県
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
邑
楽
郡
区
で
は
、

定
員
三
人
に
対
し
て
五
人
が
立
候
補
、
近
年
に
な
い

激
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
山
下
勝
氏
、
久
保
田
富
一
郎
氏
、
矢

口
昇
氏
が
当
選
（
詳
細
表I
①
)
県
平
均
の
投
票
率
は

七
四
・
九
三
％
と
前
回
を
一
・
八
一
％
下
回
り
、
戦

後
最
低
を
記
録
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

反
面
、
郡
部
で
は
前
回
よ
り
や
や
上
昇
し
平
均
八

三
・
七
四
％
。
邑
楽
郡
区
は
激
戦
を
反
映
し
て
、
県

平
均
を
―
二
·
O
三
％
、
県
下
郡
部
平
均
を
三
・
ニ

ニ
％
上
回
る
八
六
・
九
六
％
で
し
た
。
本
村
は
、
九

0
·
0
0
％
と
郡
内
二
位
、
県
内
九
位
の
好
成
績
で

し
た
。

4

人
を
表
彰
・

村
政
発
展
に
貢
献
、
活
躍
さ
れ
た
人
を

表
彰
す
る
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
「
村
政

(2) 

地区別投票状況

功
労
者
表
彰
式
」
は
‘
受
賞
対
象
者
四
人
を

は
じ
め
、
館
林
財
務
事
務
所
長
、
村
議
会

2

人
に
慇
謝
状

村
政
発
屎
に
尽
く
す

議
長
の
来
賓
を
迎
え
、
ま
た
村
か
ら
は
村

長
ら
三
役
な
ど
合
せ
て
二
十
人
ほ
ど
が
出

席
し
て
、
四
月
二
十
八
日
、
役
場
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
し
た
の
は
、
石
崎
武
芳
さ
ん
、

江
原
薫
さ
ん
、
堀
口
三
四
さ
ん
、
野
本
伊

勢
松
さ
ん
の
四
人
で
、
い
ず
れ
も
多
年
に

わ
た
り
、
村
議
会
議
員
、
村
民
生
児
童
委

駆別 柑者 投槃者 鱈者1 投稟翠 順位

斗合田 286 274 12 95.80 2 

下江黒 257 242 15 94.16 3 

上江黒 380 343 37 90.26 8 

千津井 430 402 28 93.49 4 

江口 447 406 41 90.83 7 

日島 408 371 37 90.93 6 

南大島 897 803 94 89.52 , 
新里 699 620 79 88.70 12 

中谷 464 400 64 86.21 16 

梅原 652 580 72 88.96 1 1 

川俣 295 260 35 88.14 14 

須賀 354 325 29 91. 81 5 

大輪 652 583 69 89.42 10 

入ケ谷 90 87 3 96.67 1 

矢島 501 441 60 88.02 15 

大佐貫 419 371 48 88.54 13 

計 7,231 6,508 723 90.00 \ 

候補者別得票数（邑楽郡区） 表一①

ご 山勝下 言 矢昇口 雷嬰 虐口 計 投..騨. 

明利村 962 796 2.936 150 1,551 6,395 90.00 

板倉町 387 82 5,887 191 4,258 10,805 93.58 

刊呻I 1,959 2,316 1,020 1,331 506 7,132 89.57 

大泉町 9,549 5,548 573 4,393 508 20,571 83.45 

邑楽町 4,279 4,307 1,659 2,716 942 13,903 85.03 

計 17,136 13,049 12,075 8,781 7,765 58,806 86.96 

/7ヨ

‘‘ 自慢の芸花ざかり 爆笑のうず．／

食
べ
て
、
踊
っ

建
設
要
望
の
高
か
っ
た
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
三
月
完
成
。
独
居
老
人
・
老

人
ク
ラ
ブ
役
員
の
皆
さ
ん
、
百
二
十
人
ほ

ど
が
招
待
さ
れ
、
四
月
九
日
、
同
セ
ン
タ

ー
で
開
館
記
念
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

式
は
主
催
者
で
あ
る
村
長
村
社
会
福
祉

協
議
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
が
行

わ
れ
た
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移
り
、

記
念
落
語
や
参
加
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
、

舞
踊
と
い
っ
た
自
慢
の
芸
が
オ
ー
プ
ン
に

ふ
さ
わ
し
く
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

中
で
も
館
林
厚
生
病
院
の
医
師
、
中
島

畔叶以籍涵ジ芹簡＇如諜累LL.l. l\l\

＼
→
ゾ
ノ

ベ
〗
｝

健
康
落
語
を
熱
演
す
る

中
島
英
雄
さ
ん

て
、
人
浴
し
て

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念
大
会

英
雄
さ
ん
自
作
の
「
健
康
落
語
」
は
、
医

療
技
術
を
ネ
タ
に
し
、
プ
ロ
に
は
な
い
ユ

ニ
ー
ク
さ
で
観
客
に
大
ウ
ケ
、
会
場
は
終

始
爆
笑
の
う
ず
。

加
え
て
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
招
待
者
全
員
に
「
お
で
ん
」
一
皿
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
ま
た
、
村
母
子
会
が

運
営
す
る
売
店
で
、
そ
ば
類
、
酒
な
ど
が

販
売
さ
れ
る
な
ど
し
て
陽
気
さ
も
一
段
と

ァ
ッ
プ
ー
。
食
べ
て
、
踊
っ
て
、
入
浴
し

て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
な

な
お
、
接
客
、
進
行
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
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〇
旧
千
江
田
村
斗
合
田
1

村
君
村
間
渡
船

夫
（
大
正
1
5年
4

月
＼
昭
和
2
9年
3

月
）

0

村
千
津
井
渡
船
夫
（
県
営
利
根
川
千
津

井
渡
船
を
村
へ
委
託
運
航
1
1

昭
和
2
9年

阿部栄作さん

(74歳・斗合田）

ん
）
市

さ佳
生
+

F

 

正
•

沢
歳
マ
了
ー

里
け
\ 

一

/ 

〇
旧
千
江
田
村
千
津
井
1

村
君
村
間
渡
船

夫
（
昭
和
2
4年
2

月

1
2
9年
3

月
）

0

村
千
津
井
渡
船
夫
（
県
営
利
根
川
千
津

井
渡
船
を
村
へ
委
託
運
行
1
1

昭
和
2
9年

4

月

1
6
2年
3

月

志
———-a 雑ノレ＇ノポたつあてし

< 
力▲

►

し
つ
く
い
が
地
面
に
投
げ
す
て
ら
れ
た

【
感
謝
状
贈
呈
者
】

4

月
1
6
1
年1
1月
）

0

村
議
会
議
員
（
昭
和
4
2
年8
月
1
5
0
年

8

月
）

0

川
俣
区
長
（
昭
和
4
0年
4

月
1
4
2
年
3

表
彰
式
風
景

0

村
統
計
調
査
協
力
員
（
昭
和
2
4年
4

月

\
6
2年
3
月
）
。
こ
の
間
、
当
協
力
員

協
議
会
長
を
昭
和
4
5
年4
目
か
ら

6
2年

3

月
ま
で
の
1
7年
間
歴
任
。

石崎武芳さん

(79歳・川俣）

んさ
如
薫
津干

原
歳2
 
7
 

江
（

0

村
民
生
児
童
委
員
（
昭
和
4
6
年
認
月
1

6
1年
1
1月
）

0

千
津
井
区
長
（
昭
和
5
6
年4
月
1
5
8
年

3

月
）

野本伊勢松さん

(65歳・千津井）

【
村
政
功
労
者
】

員
、
村
統
計
調
査
協
力
員
な
ど
行
政
の
重

職
を
歴
任
し
、
各
分
野
で
村
政
発
展
の
た

め
多
大
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
で
す
。

こ
の
表
彰
は
、
村
が
行
う
褒
賞
の
中
で

は
最
も
名
誉
あ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
今
年
の
三
月
三
十
一
日

で
運
航
休
止
と
な
っ
た
利
根
川
渡
船
、

千
津
井
の
渡
し
船
」
の
船
頭
と
し
て
、
村

民
に
親
し
ま
れ
活
躍
さ
れ
た
、
阿
部
栄
作

さ
ん
、
小
野
沢
正
雄
さ
ん
の
両
氏
に
感
謝

状
を
贈
り
、
永
年
の
労
（
永
年
勤
続
）
を
ね

ぎ
ら
い
表
彰
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ヽ
‘
,
l
‘

んさ
賀

須

四三
．

ロ
膚7
 

屈
（i
 

0

村
民
生
児
童
委
員
（
昭
和
4
6
年
認
月1

6
1
年1
1月
）

0

須
賀
区
長
（
昭
和
4
6
年4
月
1
4
8
年3

月
）

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
大
佐
貫
東

光
寺
境
内
に
あ
る
「
大
佐
貫
公
民
館
」
や

自
転
車
置
場
な
ど
区
の
公
共
施
設
が
心
な

い
者
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

屋
根
瓦
お
よ
そ
百
枚
、
百
三
十
平
方
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
屋
根
し
っ
く
い
が
、
全
面

に
わ
た
っ
て
は
が
さ
れ
て
お
り
、
「
い
た

ず
ら
に
し
て
は
度
が
過
ぎ
る
、
先
祖
代
々

の
公
共
物
を
破
損
す
る
な
ん
て
ゆ
る
せ
な

い
」
と
関
係
者
は
憤
慨
し
て
い
ま
す
。

当
地
は
以
前
に
も
こ
の
よ
う
な
事
が
発

生
し
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
れ
以
後
、
境
内

の
雑
木
、
小
枝
を
切
っ
て
見
通
せ
る
よ
う

改
善
す
る
な
ど
周
辺
の
環
境
整
備
に
努
め
、

.. 
ク・＾-!>.，，

月
）

0

村
交
通
対
策
協
議
会
委
員
（
昭
和
4
2
年

4
月
＼
現
在
）

先祖が怒ってるぞ

大佐貰東光寺境内

荒される・・・・・・・• •。

/ 

更
に
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
の
協
力
で

夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
頻
繁
に
実
施
す
る
な

ど
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

結
果
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず

安
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
今
回
の
事
件
…

…
と
、
関
係
者
は
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
の
事
件
は
、
総
合
分
析
し
て
み

る
と
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
一
っ
、
い
ず
れ
も
学
校
休
暇
中
、

夏
・
春
休
み
と
い
っ
た
時
期
に
多
い
こ
と
。

二
つ
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
等
が
隠
し
て
あ
る
こ

と
な
ど
ー
。
以
上
の
事
な
ど
か
ら
関
係

者
は
、
こ
れ
等
に
興
味
を
持
つ
年
代
層
の

者
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
関
係
機
関
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
一
層
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

め
る
な
ど
被
害
防
止
に
努
め
る
一
方
、
地

域
の
人
た
ち
に
も
、
境
内
や
周
辺
で
不
審

な
者
を
見
た
り
し
た
場
合
は
警
察
等
に
連

絡
す
る
よ
う
地
域
ぐ
る
み
で
改
善
し
よ
う

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
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明るい村づく りにお手伝い

函至じ｛亙園厄じ困OO

．
斗
合
田
区
機
村
昭
一
（
再
）

・
下
江
黒
ヶ
柴
崎
春
雄
（
新
）

•
上
江
黒
ヶ
森
田
芳
郎
（
新
）

・
千
津
井
ク
野
本
伊
勢
松
（
新
）

•
江
ロ
ヶ
柿
沼
一
雄
（
新
）

•
田
島
ヶ
新
井
清
（
再
）

•
南
大
島
ク
島
田
繁
正
（
再
）

•
新
里
ク
瀬
下
恒
男
（
再
）

・
中
谷
ヶ
坂
上
源
次
（
再
）

・
梅
原
ク
恩
田
義
雄
（
再
）

・
川
俣
ク
薗
田
延
由
（
新
）

・
須
賀
ク
加
藤
幸
雄
（
再
）

・
大
輪
ク
野
本
茂
雄
（
再
）

・
入
ケ
谷
ク
金
子
茂
男
（
再
）

・
矢
島
ク
田
口
嘉
彰
（
再
）

・
大
佐
貫
ク
篠
木
嘉
一
（
再
）

※
区
長
会
長
1
1

瀬
下
恒
男
、
副
会
長
1
1

金
子
茂
男
・
新
井
清
、
会
計1
1
恩
田
義
雄

〔
敬
称
略
〕

子とも会育成会長 衛生部長

・橋本 智次（斗合田）再

・篠原 政吉（下江黒）新

・多田 実（上江黒）新

・立岡 清孝（千津井）新

•関口与志男（江口）再

•奈良勝実（田島）新

•森尻正興（南大島）新

•谷津好ー（新里）再

・橋本信昭（中谷）再

•吉田利広（梅原）新

•石崎清史（川俣）新

•田口昭策（須賀）新

•吉本 渉（大輪下）新

・大牧 豊治（大輪上）新

•金子嘉昭（入ケ谷）新

•金子栄吉（矢島）新

・折原 一雄（大佐貫）新

※会長＝関口与志男、副会
長＝谷津好ー・金子栄吉

〔敬称略〕

•阿部 良雄（斗合田）再

・篠原保勇喜（下江黒）新

•野木村公一（上江黒）再

•薗部 一（千津井）新

•岡田 清（江口）新

•奈良福ー（田島）再

•岡安武弥（南大島）新

•秋野 猛（新里）新

•坂上八十一（中谷）新

・柴崎久助（梅原）再

•高木政義（川俣）新

・守谷 孝（須賀）新

・大橋祐男（大輪）新

•金子光太郎（入ケ谷）再

•清水幸夫（矢島）再

・薗田 順一（大佐貫）再

※村衛生協力会長＝薗

田順一、副会長＝野木
村公ー・柴崎久助

〔敬称略〕

区

長

します。

地
域
の
ま
と
め
役
、
村
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
、
ご
協
力
い

た
だ
く
各
行
政
区
の
区
長
さ
ん
を
は

じ
め
、
各
種
役
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
で
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
改
選
が
行
わ
れ
た
も
の
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

'--------------------------------------------------一9

統計調査協力員

•砂賀良夫（斗合田）再

・蓮見 功（ク）再

・中村 昭ー（下江黒）再

•川辺平吉（ ク ）新

•森原芳雄（上江黒）再

・篠原喜次（ ク ）再

・多田 好（ク）新

・薗部 忠雄（千津井）再

・薗部正男（ ク ）再

•野本敏夫（ ク）新

•新井一之（江口）再

•関口与志男（ ク ）再

•高田啓一郎（ ク ）再

・柿沼 光（ク）再

•奈良貞男（田島）新

•田端義晴（ ク ）新

•島田晃元（南大島）再

•田島 進（ク）再

•栗原秀男（ ク）再

・帆足計二（ ク ）再

•堀口純一（新里）再

•吉田修一（ ク）再

•坂登清松（中谷）新

•田部井政雄（梅原）再

•佐藤勝味（ ク）再

・柴崎初市郎（ ク ）再

•吉田義昭（川俣）再

•渡辺利夫（須賀）再

•吉田由雄（大輪）再

•吉本 正（ク）再

・斎藤雅万（ ク ）再

•金子竹雄（入ケ谷）再

・中村保光（矢島）再

•秋野正雄（ ク）新

・篠木 信雄（大佐貫）再

・中島幸一（ ク ）再

※村統計調査協議会

長＝砂賀良夫、副会長

＝関口与志男・吉本正

〔敬称略〕

(4) 

一
江

又
来
て
と
足
病
む
人
の
弱
々
し
背
を
追
ふ

声
に
大
き
く
う
な
づ
く

【
か
ほ
や
が
沼
支
部
】

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

山
形
ト
メ

雑
草
に
ま
じ
り
育
ち
し
七
草
を
残
せ
し
畑

も
雪
に
う
づ
も
る

細
田
武
子

こ

お
辞
儀
す
る
向
ふ
の
ホ
ー
ム
の
乙
女
に
届

け
精
一
杯
の
お
辞
儀
を
返
す

立
岡
正
夫

気
管
支
の
か
す
か
鳴
る
音
耐
え
て
き
く
心

許
な
き
夜
半
を
目
覚
め
て

坂
上
千
代
子

柿
沼
ま
つ

マ
イ
コ
ン
に
向
か
ひ
て
返
事
を
せ
ぬ
吾
息

の
宇
宙
人
と
も
見
ゆ
る
た
ま
ゆ
ら

江
森
佳
世
子

赤
髭
も
ま
じ
る
雑
踏
と
き
め
き
の
北
ウ
イ

ン
グ
に
息
ら
を
ひ
た
待
つ

江
森
政
美

わ
れ
の
世
代
で
終
り
と
な
ら
む
庚
申
祭
り

天
心
の
月
帰
り
路
に
冴
ゆ

奈
良
原
き
く
の

硬
貨
―
つ
虫
の
い
い
願
ひ
に
掌
合
は
す

v

．
らr
し

普
通
の
生
活
を
ひ
た
に
思
ひ
つ瀬

下

物
産
展
目
の
保
養
に
と
立
ち
寄
れ
ど
高
価

な
る
故
手
を
触
れ
ざ
り
き

【
明
和
支
部
】

国ロ
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新
団
員
に
2
8人

消
防
団
員
辞
令
交
付
式

四
月
五
日
、
明
和
村
消
防
団
辞
令
交
付

式
が
役
場
会
議
室
で
、
石
村
和
男
団
長
ら

本
部
役
員
、
新
入
団
員

(
2
8
名
）
、
村
長
、

助
役
な
ど
四
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

石
村
団
長
は
「
私
達
の
使
命
は
、
住
民

の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と
で
す
。
災
害
の

な
い
安
心
し
た
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

新
団
員
に
辞
令
を
交
付
。

式
終
了
後
、
さ
っ
そ
く
新
入
団
員
を
対

象
に
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
基
礎
訓
練
を
二
時

間
ほ
ど
実
施
、
団
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

・梁瀬

•青山

・斉藤

・立岡

・玉井

．都築

•森尻

・赤坂

・小平

•山田

•坂上

•桜井

青少年育成補導推進員

忠興（斗合田）再

尚夫（下江黒）新

一雄（上江黒）新

正夫（千津井）再

一次（江口）再

登（田島）再

忠（南大島）新

勲（ク）新

弘（新里）再

森ー（ ク ）再

行男（中谷）新

武（梅原）再

•黒沢幸雄（梅原）再

•石崎弘二（川俣）再

•森田敏雄（須賀）再

•佐藤政治（大輪）再
•田口富夫（ ク ）新

・須藤 順一（入ケ谷）新

・大津孝男（矢島）新

・篠木 芳男（大佐貫）再

※同推進員連絡協議

会長＝玉井一次、副会

長＝桜井武・篠木芳男

〔敬称略〕

蒼
明
和
村
消
防
団
員

圏
本
部
…
団
長
1
1

石
村
和
男
▼
副
団
長

1
1

砂
賀
新
一
•
関
口
章
夫

圏
第
一
分
団
…
分
団
長
1
1

中
村
真
一
▼

副
分
団
長
1
1

奥
沢
一
郎
▼
班
長
1
1

野
口
恵

司
・
野
本
和
雄
▼
団
員
1
1

奈
良
勉
、
槻

村
高
久
、
奥
沢
貞
雄
、
薗
部
正
人
、
二
十

里
久
志
、
瀧
口
晃
‘
新
井
克
介
、
今
成

和
明
、
梁
瀬
雅
弘
、
荒
井
和
彦
、
野
本
敏

夫
、
奈
良
明
夫
、
蓮
見
知
宏
、
奈
良
和
則
、

小
林
一
雄
、
照
内
一
弘
、
石
橋
一
郎
、
木

村
秀
世
、
石
川
好
巳
、
阿
部
博
、
篠
原

新
一
、
新
井
義
久
、
奈
良
高
志
、
峯
崎
政

史
、
野
本
勝
利
、
奈
良
明

蒼
第
二
分
団
…
分
団
長
1
1

島
田
貴
好
▼

副
分
団
長
1
1

野
本
長
司
▼
班
長
1
1

野
村
新

一
・
柴
崎
幸
雄
▼
団
員1
1

栗
原
作
夫
、
栗

原
万
昌
、
坂
上
敏
幸
、
栗
原
正
美
、
北
條

昭
彦
、
森
尻
邦
夫
、
帆
足
寿
夫
、
吉
永
義

社会教育指導

我＼i足．I 力／よ
0秋野

0江森ユキ子

0斎藤 益夫（大輪）

〔敬称略〕

育 指 導 員

信
、
始
沢
一
幸
、
町
田
良
雄
、
吉
永
英
男
、

柴
崎
正
成
、
岡
安
信
男
、
島
田
隆
次
、
小

松
原
康
浩
、
瀬
下
俊
章
、
梅
沢
次
雄
、
小

磯
伸
二
、
本
沢
和
夫
、
島
田
高
志
、
野
本

能
大
、
坂
上
和
哉
、
吉
永
優
一
、
平
井
英

男
、
坂
上
和
之
、
立
川
祐
一

圏
第
三
分
団
…
分
団
長
1
1

石
川
淳
一
▼

副
分
団
長
1
1

早
川
文
之
▼
班
長
1
1

鯉
沼
紀

好
・
川
村
克
巳
▼
団
員
1
1

奈
良
益
良
、
奈

良
義
正
、
泉
田
憲
一
、
石
村
正
、
薗
田
義

則
、
関
根
利
一
郎
、
斎
藤
徳
男
、
原
口
弘
、

大
木
久
史
、
奈
良
原
宏
、
松
本
和
雄
、

薗
田
正
行
、
石
崎
薫
、
金
子
功
、
石
村

吉
久
、
橋
本
隆
、
栗
原
精
一
、
斎
藤
栄
作
、

松
本
貢
一
、
松
本
貴
之
、
原
口
学
、
田

口
美
智
也
、
田
口
和
穂
、
石
川
美
智
信
、

小
暮
雅
信
、
薗
田
登
。
〔
敬
称
略
〕

※教職員人事異動に
伴い、交替がありまし
た。

0新任 新島邦彦

（東小）
館野政国

（西小）
0後任（体育指導員

のまま異動）

須藤守二
（西小）
〔敬称略〕

〇退任

員

公江（矢島）

（梅原）

n 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0 

理！ 従
来
、
大
字
行
政
区
単
位
で
組
織
さ
れ

て
い
た
婦
人
消
防
隊
が
、
四
月
十
九
日
、

会
議
を
開
き
―
つ
の
組
織
に
結
集
、
「
明

和
村
婦
人
消
防
隊
連
絡
協
議
会
」
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
従
来
の
婦
人
消
防
隊
の
上

部
機
関
と
な
る
わ
け
で
、
十
六
地
区
の
隊

長
が
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
す
。

当
協
議
会
は
、
目
的
で
あ
る
一
般
家
庭

婦
人
が
火
災
予
防
の
重
要
性
を
認
識
し
、

防
火
思
想
の
普
及
を
通
じ
て
地
域
社
会
の

福
祉
増
進
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
役
職
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

衡
村
婦
人
消
防
隊
連
絡
協
議
会

〇
隊
長
島
田
幸
子
（
南
大
島
）

〇
副
隊
長
柴
崎
佳
子
（
下
江
黒
）

〇
ク
関
根
ト
シ
子
（
須
賀
）

〇
監
梁
瀬
美
智
子
（
斗
合
田
）

0

瀬
下
節
子
（
新
里
）

渡
辺
み
つ
子
（
上
江
黒
）

薗
部
喜
美
子
（
千
津
井
）

王
井
美
智
子
（
江
口
）

新
井
ふ
み
（
田
島
）

秋
山
絹
江
（
中
谷
）

立
木
と
し
枝
（
梅
原
）

藤
野
か
づ
江
（
川
俣
）

早
川
文
子
（
大
輪
）

提
箸
美
知
子
（
入
ケ
谷
）

石
川
照
子
（
矢
島
）

薗
田
静
江
（
大
佐
貫
）

〔
敬
称
略
〕

ク ヶ ク ク ク ヶ ク ク ク ク ク

事 事

抑
代
隊
長
に
、
島
田
幸
子
さ
ん

婦
人
消
防
隊
連
絡
協
議
会
発
足
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一
江
口
の
柿
沼
治
正
さ
ん
⑬
は
、
年
｝

五
二
度
は
か
な
ら
ず
旅
行
す
る
と
い
i

ー
い
ま
す
。
そ
れ
も
一
人
で
ぶ
ら
り
と
一

｛
。
コ
ー
ス
、
宿
泊
は
旅
行
会
社
一

：
に
は
一
切
依
頼
せ
ず
自
分
で
地
図
、
｛

ー
参
考
文
献
を
み
て
決
め
る
と
か
。
今
一

一
回
も
ふ
と
地
図
を
な
が
め
て
い
て
、
一

｛
「
明
和
町
」
を
発
見
。
本
村
と
同
じ
ー

ー
名
「
よ
し
／
．
行
っ
て
み
よ
う
」
と
思
｛

＿
ぃ
訪
れ
た
そ
う
で
す
。
i

i
そ
こ
で
今
月
は
、
そ
の
柿
沼
さ
ん
｛

：
り
旅
行
記
を
う
か
が
っ
て
み
る
こ
と
i

゜

一
に
し
ま
し
た

こ
ん
に
ち
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
三
重
県
と
い
い
ま
す
と
だ
い
ぶ

遠
い
の
で
す
が
、
ど
ん
な
動
機
（
理
由
）

日
程
、
交
通
機
関
で
い
か
れ
た
の
で
す
か
。

ま
た
、
費
用
は
ど
の
位
か
か
り
ま
し
た
か

（
さ
し
つ
か
え
な
け
れ
ば
）

柿
沼
さ
ん
動
機
は
単
純
で
三
年
ほ
ど
前

地
図
を
み
て
い
て
明
和
町
の
存
在
を
知
っ

た
の
で
す
。
昨
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
十

月
四
日
ま
で
の
七
泊
八
日
、
伊
勢
参
拝
を

兼
ね
て
福
井
、
岐
阜
、
滋
賀
、
長
野
の
五

毯
包

県
の
旅
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
電
車
、
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
を
使
い
、
宿
泊
は
国
民
宿

舎
、
民
宿
な
ど
を
利
用
し
た
の
で
、
八
万

円
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
ね
。

l l 

だ
い
ぶ
楽
し
ま
れ
て
き
た
わ
け
で

す
ね
。
今
日
は
、
そ
の
中
で
も
明
和
町
に

し
ぼ
っ
て
き
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
明
和
町
は
、
三
重
県
の
ど
の
辺

に
あ
る
の
で
す
か
。

柿
沼
さ
ん
伊
勢
湾
に
面
し
た
松
阪
市
と

伊
勢
市
の
中
間
に
位
置
す
る
、
海
・
山
の

自
然
環
境
に
つ
つ
ま
れ
た
農
・
漁
業
の
盛

ん
な
町
で
あ
る
一
方
、
大
都
市
周
辺
の
ベ

ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
調
和
の
図
ら
れ

た
躍
動
豊
か
な
町
と
い
う
感
じ
で
す
。

応
対
に
感
激

町
長
さ
ん
と
面
談

を
訪
ね
て

◎
⑨
固
罰
―

柿沼治正さん
（江口）

ず
ば
り
、
明
和
町
の
印
象
は
い
か

が
で
し
た
か
。

柿
沼
さ
ん
役
場
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
で

主
に
役
場
の
方
と
接
し
た
わ
け
で
す
が
皆

さ
ん
明
る
＜
親
切
で
し
た
。
特
に
、
辻
英

輔
町
長
さ
ん
に
は
丁
重
に
応
対
し
て
い
た

だ
き
感
激
し
ま
し
た
。
（
二
時
間
ほ
ど
）

町
長
さ
ん
は
、
か
つ
て
群
馬
県
桐
生
市

に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、
当
時
の
よ
う

す
を
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
お
ら
れ
た
の

が
印
象
ぶ
か
か
っ
た
で
す
。
町
長
さ
ん
を

は
じ
め
、
職
員
の
お
人
柄
か
ら
町
の
温
か

み
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
を
見
学
な
さ
っ
た

の
で
す
か
。

柿
沼
さ
ん
こ
れ
ま
た
感
激
し
ま
し
て
ね
、

町
長
さ
ん
自
ら
が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
て
、
町
制
3
0周
年
記
念
事
業
の
公
園
建

設
予
定
地

(
1
0外ー
[
)
や
、
天
照
大
神
の
御

杖
代
と
し
て
代
々
天
皇
ご
と
に
伊
勢
に
派

遣
さ
れ
た
「
斎
王
」
の
御
所
、
役
所
跡
と

し
て
国
の
重
要
文
化
財
で
も
あ
る
「
斉
宮

跡
」
を
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

お
み
や
げ
ま
で
項
だ
い
し
大
変
恐
縮
い
た

し
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
、
も
っ
と
う
か
が
い
た
い

の
で
す
が
、
時
間
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の

で
こ
の
位
で
失
礼
い
た
し
ま
す
。
ま
た
楽

し
い
旅
行
記
が
あ
り
ま
し
た
ら
…
…
。
今

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
間
に
は
、
誰
に
も
縛
り
つ
け
ら
れ
ず

自
由
に
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

な
の
に
な
ぜ
、
体
が
不
自
由
な
た
め
に
、

心
の
狭
い
思
い
を
し
て
生
き
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

私
が
前
に
通
っ
て
い
た
学
校
の
友
達
に

体
の
不
自
由
な
生
徒
が
い
ま
し
た
。
そ
の

子
は
、
荒
井
く
ん
と
い
う
同
級
生
の
男
の

子
で
、
足
や
手
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
背
骨
が
曲
っ
て
い
て
、
お
な
か

を
突
き
出
し
た
よ
う
な
姿
勢
に
な
る
の
で

す
。
そ
れ
に
、
話
し
方
が
少
し
た
ど
た
ど

し
い
と
い
う
く
ら
い
な
の
で
す
。

こ
こ
で
私
た
ち
が

手
を
か
し
た
ら

、,------------------------------, 

：今月は、根岸理佐 : 

! さんの作品を紹介 ! 
: します。
------------------------------

根岸理佐さん
（明中 3 年入選時）

根

「
樟
害
者
と
私
達
」

のこにもみたにこ懸せで私て上息と一にあくつで登人にす
こと‘うんかはこ命んも達あるを少段とりんいす校で付゜私
とが本少ならなで階で手もげ彼-----,し上つまをた゜す歩き荒が
でわ当しとでら私段しをそたをハ休るてし途時私るけ添井‘
‘かの←ーすな達をたかうく見アみと毎た中ははのるわく小
階つ優と緒°いが一゜しでなてハ‘少日°ま‘‘にこれん学
段てし‘にまと手段弱てするいアとしと階で友いととては校
をいさ言---,だ‘を一音あがのるーぃ休て段迎達つては通‘三
上たがつが‘みか段をげ‘でと言うみものえ三もも歩つ朝年
汲．りの秘てん小んし上はる彼し‘い繰‘困上に＼よ時けてい生
ぺ終でめいばさなたつか人のた手なりま難り行四り間るいつの

1 えすらるれいがらてずはお゜をが返たな下つ人早がのまも時
ジた°れ言‘私思彼いに誰母しさらし一様りたでくかでしおの
｀時やて葉あでつのる‘もさかし階で段子はこ‘学かすた母こ
くのついのともてたの一いんしの段し上で‘と荒校るが°さと
＝彼とる中‘‘いめに生まま‘べをたる‘彼が井にの‘ーんで

--- - --—_ o _ _ 

岸

理

群
馬
県
大
会
佳
作
入
選
作
品

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

佐
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＊
期
日
1
1
5
月
・
6
月
中
の
日
曜
日
を

利
用
5
回

第305号

日
1
1
5
月
・
6
月
中
の
1
0
日
間
（
夜
）

所
1
1
中
央
公
民
館
（
学
科
）
・
ゴ

ル
フ
練
習
場
（
実
技
）

象
1
1
一
般
（
初
心
者
）

員
1
1
2
0
人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
切
り
ま
す
）

＊
費
用
1
1
6
0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
5
月
1
7
日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ
(
6邸
4
6
2
6
)

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
予
選
会
結
果

＊
対

＊
定

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

県
民
ズ
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場
権
を
か
け
た
予

選
会
が
、
四
月
十
九
日
、
利
根
川
総
合
運

動
場
で
開
か
れ
、
八
チ
ー
ム
が
参
加
。

東
・
西
の
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
、
リ
ン
ク
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
決
勝
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、
南
大
島
チ
ー

広

＊
期

玄
場

報

募
集

（
初
心
者
）

所
1
1
利
根
川
総
合
運
動
場

象
1
1
一
般
男
女

員
1
1
3
0
名
（
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
切
り
ま
す
）

玄
費
用
1
1
有
料

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
5
月
2
0
日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ
(
6闘
4
6
2
6
)

玄
場

＊
対

玄
定

ム
と
矢
島
・
入
ケ
谷
チ
ー
ム
が
対
戦
。

結
果
、
南
大
島
チ
ー
ム
が
1
1
l
8
で
矢

島
・
入
ケ
谷
チ
ー
ム
を
敗
り
優
勝
と
県
民

ス
ポ
ー
ツ
祭
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

圏
東
ブ
ロ
ッ
ク

矢
島
・
入
ケ
谷
1
1
9

矢
島
・
入
ケ
谷
1
1
9

大
佐
貫
1
8
1
5

梅
原
1
3
1
0

圏
西
ブ
ロ
ッ
ク

中
谷
1
2
9

南
大
島
1
0
6

南
大
島
2
5
5

新
里
1
5
7

圏
代
表
決
定
戦
（
決
勝
）

南
大
島
1
1
8

矢
島
・
入
ケ
谷

中大新大

輪 輪 輪輪

谷 A 里 A 

大大梅大

B
 

佐

B 原貫

ゴ
ル
フ
教
室
参
加
者

め い わ 昭和62年 5 月 10 日

本村と明和町との比較

明和村

人口 (61.12月） 10,266人

世帯数 (61.1 2月） 2,537戸

面積 19.14留

予算（61 年） 22億 8,500万円

議員数 12人

職員数 112人

主な産業 農業「米、睾贈園芸（き
ゅうり、とまと）シクラ
メン、梨、プドウj

中学校数
小学校数

保育園数

明和町（三重県）

21,224人

5,269戸

40.47湿

31億 7,000万円

20人

186人

農業「米」 ・漁業
「あさり・のり」

1 1 

2 6 

3 3 

※役場所在地・三重県多喜郡明和町大字
馬之上945

^ 

あ
る
日
の
休
み
時
間
の
こ
と
で
し
た
。

彼
が
急
に
泣
き
な
が
ら
怒
り
だ
し
た
の

で
す
。
私
に
は
、
ど
う
し
て
そ
う
し
て

い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

彼
は
床
に
座
り
こ
ん
で
、
ワ
ー
ワ
ー
わ

め
い
て
物
を
投
げ
る
の
で
す
。
そ
の
時

私
達
は
、
誰
も
彼
を
止
め
よ
う
と
せ
ず
、

た
だ
そ
の
あ
り
さ
ま
を
眺
め
て
い
る
ば

か
り
で
し
た
。
こ
れ
は
、
冷
た
い
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
を
よ
く
知

っ
て
い
る
私
達
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
止
め
よ
う
も

の
な
ら
よ
け
い
わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
ワ

ー
ワ
ー
わ
め
く
し
、
み
ん
な
は
手
を
出

さ
な
い
の
が
一
番
だ
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
も
優
し
く
接
す

る
の
で
は
な
く
、
彼
の
こ
と
を
思
い
真

剣
に
し
か
る
の
で
し
た
。
す
る
と
彼
は

物
を
投
げ
る
の
は
や
め
た
だ
泣
き
わ
め

く
ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
時
私
は
、
「

わ
が
ま
ま
だ
な
」
と
、
思
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
も
彼
の
精
一
杯
の
感
情
表
現

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
達
は
い
つ
も
た
だ
、
彼

を
見
守
っ
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
達
は
、
彼
が
学
校
は
楽

し
い
所
だ
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、

真
剣
に
し
か
る

彼
の
こ
と
を
思
い

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
と
心
が
け
、
実
践
し
て
き
た

の
で
す
。

私
は
、
彼
に
自
信
を
つ
け
て
あ
げ
た

く
て
、
彼
の
長
所
や
得
意
な
こ
と
を
ほ

め
て
あ
げ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
指
が
手

の
甲
に
ベ
タ
ッ
と
つ
く
特
技
は
誰
に
も

き
な
か
っ
た
の
で
、
「
す
ご
い
ね
L
o

と
言
う
と
、
彼
は
う
れ
し
そ
う
に
何
度

も
何
度
も
や
っ
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
あ
の
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
級
友
の
優

し
さ
を
知
り
、
彼
に
逢
っ
て
障
害
者
へ

の
接
し
方
、
本
気
で
つ
き
あ
え
ば
相
手

も
心
を
開
い
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。今

の
人
達
は
、
障
害
者
の
人
に
対
し

て
い
じ
め
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
優
し

さ
と
い
う
も
の
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
障
害
者
の
人
達
が
、

心
の
狭
い
思
い
を
し
な
い
で
生
き
て
い

く
の
は
、
周
り
に
い
る
私
達
の
考
え
方

や
行
動
で
決
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、

o

う
フ
カど

ん
な
人
で
も
平
等
に
持
っ
て
い
る

人
権
と
い
う
も
の
を
、
大
切
に
し
て
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
を
開
い
て
く
れ
る

本
気
で
つ
き
あ
え
ば
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ピッカピッカの 1 年生

広報係では話題

を募集していま

す。どしどしご

連絡を。

合 (84) 3 1 1 1 

疇
·
’

四
月
八
日
、
東
小
、
西
小
、
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ

れ
、
東
小
に
5
9人
、
西
小
に
7
5人
、
中
学
校
に
、
｀
人
の
新

入
生
が
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
入
学
し
ま
し
た
。

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
が
良
く
に
あ
う
。
ヒ
ッ
カ
ピ
ッ
カ

の
小
学
一
年
生
。
な
れ
な
い
式
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
ぎ
み

で
し
た
が
、
担
任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
「
は
い
／
．
」

と
元
気
な
声
は
現
代
っ
子
そ
の
も
の
で
す
。
学
校
生
活
の

第
一
歩
と
も
い
え
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い

に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

切手がずらり

川俣郵便局（局長、鯉沼寛治）のロビーに百種

類ほどの切手が展示され訪ずれた人の目を楽しま

せています。これは川俣に住む塩谷正邦さんがコ

レクションとして収集したもので、 1948年代のも

のから近代までと「見返り美人」など見ごたえの

あるものばかりです。ぜひ、一度ご観賞ください。

利根川運動場クリーン作戦

ゴミ袋やスコップ片手に、村内の利根川総合運

動場利用団体渚）・明中バレ一部男女350人ほどが 4

月 19 日早朝、同運動場とその周辺約24ha のクリ

ーン作戦を展開しました。これは毎年実施され

る河川美化月間運動にあわせて自主的に行ってい

るものです。

2 時間ほどかけて収集したゴミは、なんと 2・ト
ンダンプに 2 台分の山。 「こんなに集まるなんて

信じられない．／」とおどろきの声があがるほどで

した。お互いに運動場はきれいに使いましょう。

看板を立てました。

下江黒地内の東北道東側に、幅 1 m ·高さ 6m

ほどの「アクセルを踏み込む足にブレーキを」こ

んな看板が設置されたのをご存じですか？。これ

は、館林南ライオンズクラブ（会長＝野沢利男さ

ん）が、家庭破壊につながる悲惨な交通事故に遭

わない、起こさないよう注意してもらおうと寄贈

設置したものです。最近事故が増加傾向にあり、

特にお年寄りの事故が多発しています。お互い注

意し合って楽しい日々を過ごしましょう。

ア
ク
セ
ル
を

踏
み
込
む
疋

交通安全
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空カンは捨てないで

日本キャンパック群馬工場（矢島地内）管理部

（部長、立溝光令さん）の皆さんは、数年前から

月平均 3 回、 10人位交替で始業時間前に、同工場

周辺の道路等の空カン拾いに汗を流しています。

当工場は飲料水を製造していることから「当社

の物はありませんが、職業柄捨てられているのを

見ると他人事でありませんね」と職業意識を強調

する関係者。多いときは、ライトバン 2 台分集ま

るとか。空カンは決められた場所に置きたいもの

です。

心新たに交通教室

明和中学校では、新入生を迎えた 4 月 15 日、新

入生全員と各学年の自転車通学の生徒約 250人を

対象に交通教室を開きました。指導には館林警察

署員、村交通指導員があたり、自転車の正しい交

差点の渡り方、右・左折方法など自転車走行のイ

ロハを講習。

特に道路での二列以上複数通行は絶対しないよ

うにと、模範走行を示すなど安全走行についての

徹底指導を行いました。

s -ご.
~ ｷ 

ー・ ’~ -ｷ -ｷ-. 
-- -—• 

--^—-_ ~. 

東小児童、乗船体験（千津井の渡し）

三
月
限
り
で
運
休
と
な
っ
た
「
千
津
井
の
渡
し
船
」
、

乗
船
体
験
し
よ
う
と
、
最
終
日
の
数
日
前
か
ら
乗
船
客
が

多
数
訪
ず
れ
ま
し
た
。
東
小
の
全
生
徒
三
百
十
四
人
も
二

十
七
・
ニ
十
八
日
の
両
日
、
校
外
体
験
学
習
と
し
て
乗
船
。

対
岸
の
羽
生
市
ま
で
、
川
幅
六
百
N

の
往
路
を
「
か
っ

て
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
機
関
で
あ
っ
た

の
で
す
よ
…
…
」
と
船
頭
さ
ん
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
残

り
少
な
い
渡
し
の
風
情
を
楽
し
み
ま
し
た
。

さすがV 10 、

／戸

初裂弓
図邪切住

精さい指導

4 月 19 日、九人制女子バレーボールで日本一V

10 を達成した群銀バレーボールチームによる教室

が開かれました。会場の村社会体育館には、ママ

さん層を中心に150人近くが参加。クラス別に、パ

ス、レシーブといった基礎など、さすがV 10 を思

わせる精さいのある指導が半日展開されました。



第308号 昭和62年 5 月 10 日 (10) 

〇
小
林
政
介
さ
ん
（
下
江
黒
）
は
、
五
万
円
を

圏
竹
内
弘
明
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
十
万
円
を

圏
金
子
拘
五
さ
ん
（
入
ケ
谷
）
は
、
三
万
円
を

圏
篠
木
正
名
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
五
万
円
を

0
橋
本
武
雄
さ
ん
（
斗
合
田
）
は
、
五
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

市
街
化
調
整
区
域
内
の

建
築
等
に
対
す
る
規
制
の
緩
和

市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
は
、
原
則

と
し
て
一
部
の
用
途
の
建
築
物
を
除
い
て

建
築
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
度
規
制
が
緩
和
さ
れ
次
の
地
区

の
な
か
で
広
い
範
囲
に
渡
っ
て
建
物
が
特

に
建
混
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、

次
の
建
築
物
が
都
市
計
画
法
の
許
可
を
受

け
れ
ば
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
地
区

・
千
江
田
地
区
（
上
江
黒
・
千
津
井
•
田

島
）
の
一
部

•
佐
貫
地
区
（
川
俣
・
須
賀
・
大
輪
・
矢

島
・
大
佐
貫
）
の
一
部

二
、
許
可
を
受
け
れ
ば
建
て
ら
れ
る
こ
と
に

に
な
っ
た
建
物

・
当
該
地
区
に
線
引
き
（
市
街
化
調
整
区

域
に
決
め
ら
れ
た
日
」
以
下
同
じ
）
以
前

か
ら
住
ん
で
い
る
人
が
、
現
在
住
ん
で
い

る
家
が
貸
家
等
で
あ
る
場
合
に
自
分
で
住

む
た
め
に
建
て
る
住
宅

・
当
該
地
区
に
線
引
き
以
前
か
ら
庄
ん
で

い
る
人
の
ニ
・
三
男
等
が
、
結
婚
等
に
よ

り
新
た
に
住
宅
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
に

建
て
る
分
家
住
宅

・
当
該
地
区
に
線
引
き
以
前
か
ら
住
ん
で

い
る
人
、
ま
た
は
当
該
地
区
に
線
引
き
以

前
か
ら
住
ん
で
い
る
人
の
ニ
・
三
男
等
が

退
職
等
に
よ
り
新
た
に
事
業
を
始
め
る
た

め
に
必
要
と
な
る
小
規
模
な
工
場
、
事
務

所
、
店
舗
及
び
運
動
レ
ジ
ャ
ー
施
設

（
「
風
俗
営
業
等
の
規
則
及
び
業
務
の

県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
春
の
企
画
展

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
の
適
用
を
受
け

な
い
も
の
に
限
る
）

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役
場
企
画

開
発
課
(
6
8
4
_
3
1
1
1
内
線3
6
)ま

た
は
館
林
土
木
事
務
所
建
築
課
(
6
7
2
l

4
3
5
5
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

郵
政
省
で
は
、
毎
年
身
体
障
害
者
の
皆

さ
ん
に
、
「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
の
無

料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

明
和
村
で
も
、
た
く
さ
ん
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
活
用
で
き
る
方
1
1
身
体
障
害
者
手
帳
（

一
級
ま
た
は
二
級
）
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
満
六
歳
以
上
の
方

＊
受
付
期
間
1
1
5

月
3
0
日
ま
で

＊
枚
数
削
一
人
に
つ
き
2
0
枚

＊
申
し
込
み
1
1

川
俣
郵
便
局
・
江
黒
郵
便

局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

群
馬
の
名
宝
I

仏
教
美
術

県
立
歴
史
博
物
館

身
障
者
に
無
料
配
布

「
青
い
烏

郵
便
は
が
き
」

と
し
て
「
群
馬
の
名
宝
ー
仏
教
美
術
」
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
群
馬
県
域
に
伝
わ
る
す
ぐ
れ

た
仏
教
美
術
品
を
一
堂
に
集
め
、
観
賞
し

て
い
た
だ
き
、
仏
教
文
化
の
発
展
を
探
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

＊
開
催
期
間
1
1
6

月
7

日
⑮
ま
で

午
前
9

時
3
0
分1
午
後
5

時
（
月
曜
休

館
）
た
だ
し
4

日
向
は
開
館
し
、
6
日

困
が
休
館

玄
展
示
構
成
1
1

第
1

部
彫
刻
第

2

部

絵
画
第

3

部
工
芸
第

4

部
典

←
昔

パ
束

＊
観
覧
料
1
1

大
人
加
円
大
・
高
校
生

叫
円
中
・
小
学
生
5
0
円

な
お
、
5

月
1
0
日
⑪
の
午
後
1

時
3
0
分

か
ら
「
中
世
の
仏
教
美
術
」
と
題
し
、
講

演
会
が
、
ま
た
、
5

月

2
3日
田
1
2
4日
⑪

見
学
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
県
立
歴
史

博
物
館
(
6
0
2
7
3
,
4
6
,
5
5
2
2
)

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

<5

10 日

// 

19 日

20 日

// 

22 日
0

日
時
5
月

2
1日
受
付

1
1
午
前
9

時
3
0
分
1
1
0
時
3
0
分
。
6
月
1
0
日
受

付
1
1
午
後
1

時
1
2
時
。

0
場
所

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診
（5
月
1
4
日
困
）
・
(
6月
1
1

日
困
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
1
2
時
ま
で

で
す
。

ク

健
康
相
談

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

月
例
相
談（

無
料
）

31 日

<6

10 日

11 日

月〉

中部地区ソフトボール大会

西部 ク

5 月定例村議会

体育施設利用団体協議会

初心者ゴルフ教室（初日）

献血（保健センター）

農業委員会

第30回村民野球大会

月〉

健康相談

乳児健診

※予定ですので変わることもあります。



(11) 第308号 広 報 め い わ

健康一番検診は

進んで受けよう．／

昔幸福と健康家族は

まず検診ミ

島田大治さんの作品（新里）※健康標語入選作品

精神衛生相談

＊相談日＝毎月第 1 • 3 火曜日

＊時

＊場

※予約制ですので、役場保健課まで申し込ん

でください。

ポリオ生ワクチン投与

＊対

＊期

＊受

＊場

間＝午後 1 時～ 3 時

所＝館林保健所

象＝昭和61年 2 月 1 日～ 62年 1 月 31 日

までに生まれた児

日＝ 5 月 2 9 日 （金）

付＝午後 1 時～ 2 時

所＝保健センター

献血にご協力ください

献血日＝ 5 月 22 日（金）

受付時間＝午前 1 0 時 30~1 2 時 00分

午後 1 時 00分～ 3時 00分

献血会場＝明和村保健センター

自
動
車
税
は
6

月
1
8

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
“

6
月

1

日
ま
で
が
、
自
動
車
税
の
納
期

で
す
。

自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
4

月
1

日
現

在
、
陸
運
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動

車
の
持
主
に
納
め
て
も
ら
う
県
税
で
す
。

ブ
ル
ー
の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
忘

れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
自
動
車
税
事
務
所
(
6
0
2

7
2
闘
4
3
4
3
)ま
た
は
、
館
林
財
務

事
務
所

(
6
⑫
4
4
6
1
)おた
ず
ね
く

だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
を

生
活
安
定
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
こ
の

旬
間
中
、
監
督
指
導
、
集
団
指
導
、
家
内

労
働
相
談
、
座
談
会
な
ど
が
展
開
さ
れ
ま

す
。委

託
者
の
み
な
さ
ん
に
お
い
て
は
、
本

旬
間
の
目
的
達
成
の
た
め
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
点
検
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
家
内
労
働
手
帳
の
交
付
及
び
記
入
の
励

一
丁

ク
1

玄
委
託
状
況
届
の
提
出
及
び
帳
簿
の
備
え

付
け
の
励
行

＊
仕
事
に
よ
る
災
害
防
止
の
た
め
に
必
要

な
措
置
の
実
施

労
働
省
で
は
、
5

月

2
1日
か
ら
5

月

3
1

な
お
、
内
職
を
し
て
い
る
家
内
労
働
者

日
ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に
「
家
内
労
働
の
み
な
さ
ん
も
、
家
内
労
働
に
関
す
る
お

旬
間
」
を
実
施
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら

本
年
は
、
「
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
の
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
群
馬

防
止
と
最
低
工
賃
の
履
行
確
保
」
を
目
標
労
働
基
準
局
賃
金
課
（

6
0
2
7
2
_
3

五
月
は
、
旧
国
民
年
金
制
度
に
よ
り
障
に
、
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上
と

1
_
4
5
1
6
)へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

§
§
,
8
,
8

り
8
9
9
9
9
§

り

§
§
§
§
§
§
9
C
X
2

り
8
9
9
9
9
9
9
§

り
8
9

り
り

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
,
8
9
9
0

貨

§
§
§
§
§
§
§
§
,
8
9
9
9

り
8
9
9

忘
れ
な
い
で
国
民
年
金

官消

消
防
庁
で
は
、
消
防
官
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
採
用
予
定
人
員
1
1

専
門
系
約
1
0名
．
I

類
約
1
0
0

名
•
I
I
類
若
干
名

玄
資
格
な
ど
1
1

資
格
、
受
付
期
間
、
試
験

日
、
学
歴
な
ど
は
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
詳
し
く
は
お
問
合
せ
を

問
合
せ
先
1
1

東
京
消
防
庁
人
事
部
人
事
課

(
6
0
3
1
2
1
2
I
2
1
1
1内
線
4

4
3
5
)
に
お
願
い
し
ま
す
。

家
内
労
働
旬
間
の
実
施

昭和62年 5 月 10 日

l
 東消
京防

防暮

庁集

害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺

児
年
金
、
か
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
時
期
で
す
。

こ
の
「
現
況
届
」
は
、
年
金
を
受
け
て

い
る
あ
な
た
や
家
族
の
状
況
に
変
化
が
な

い
か
を
確
認
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切
な
手
続

き
で
す
。

用
紙
は
役
場
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。
正
し

く
記
載
の
う
え
五
月
末
日
ま
で
に
役
場
住

民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

金固
、 r疋

28 27 26 水資 今
日.:．日:．.日• : . 

道産
月使税: i .. 和明.. 

用・ の
料自
で動 納

児村 す° 税車 税
童役
館ー場 国

塁
※ 5 月 30 日から 6 月 29 日までの l 力月間は「環境月間」です。
りましょう。 ：：：みんなで築く、よりよい環境ミ

0

場

< 
つ境

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談
を

環活生な適央ぎ方7p
 

こ
，
ー

9然未を壊破然自や害公

所

館
林
市
役
所
相
談
室

0
日

時

6

月
4

日
午
前

1
0時
ー

午
後
3

時
ま
で

年

金

相

火
火

＿
＿
―
-
ロ

0

場

所

0
日

時

5

月

1
5日
午
前

1
0時
ー

午
後
3

時
ま
で

明
和
村
役
場
会
議
室
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• ”9-~9-”1 : 
i 村の人口 i 

日! 5 月 1 日現在i
、：

i世帯数 2,542戸 I
t人口総数 10,274人

i男 5,146人i
t女 5,128人！
! (4月中の動き） ! 
i出生 7人死亡 9人i
i転入 18人転出 31 人：
、、

し、～～”～--

二
館林邑楽地区 館林地区 明邑楽和千代・ 板地田倉区

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科

5 月 17 日
落合医院原医院 上野医院合(72) 3330 宇 塁医院 井上医院

曜 云（72)3160 ff (72) 1936 森下医院云（73)7776 合 ) 8761 ff(82) 1131 

5 月 24 日
根岸医院川田医院 清河堂医粽云（72)3073 寺内医院 竹越医院

当 云（72)3262'ft (72) 3724 安良岡医院合（72)0572 合 (72)3031 合 (84)3137 

5 月 31 日
古屋恒）医院後藤陳）医院

i 

礫川堂医院 石山医院

番
合 (63) 6161 合（72)3975 後藤剛医院 ff (72)3975 合 (74)J) 184 合 (82)1150 

6 月 7 日
佐々木医院小倉医院 大島診療所 云（77) 1503 永寿堂医院 橋本医院

医
fi'(62)2623 ff(72)0606 大石医粽云（74)2362 ｷft (72) 4469 合(82)1150 

6 月 14 日
横田医院大神医院 堀越医院合（73) 4151 塑宝医院 館林地区が

云（72)0255 合 (62)2200 増田医院合（72)1387 合 (74)0811 担当します

春の交通安全運動・ 1 1 日～20 日

意識を高めよう交通安全

5

月

1
1日
か
ら

2
0日
ま
で
の

1
0日
間
、
「
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
知
識
を
蒋

及
し
、
そ
の
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
は
か
る
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
安
全
は
、
人
と
車
の
ゆ
ず
り
あ
い
』

で
す
。
ま
た
、
実
施
重
点
事
項
も
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
、
特
に
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

ア
運
転
者
、
特
に
若
年
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
防
止

▼
正
し
い
方
法
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
徹
底

以
上
の
四
項
目
を
運
動
重
点
に
進
め
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
嵩
齢

者
に
対
す
る
事
故
防
止
は
最
重
点
の
一
っ
。
最
近
、
お
年
寄
り
に

関
係
す
る
事
故
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
関
係
機
関
で
は
十
分

注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
、
ま
た
併
せ
て
高
齢
者
に
対
す
る
「
交

通
教
室
」
も
各
地
で
開
催
し
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の

機
に
も
う
一
度
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

渡
部

本
島

小
林

寺
居

金
子
そ
う

栗
原
い
ね

奈
良
宮
太
郎

柿
沼
と
き

松
田
忠
一
郎

は
つ

玉
一

和
江

き
ち

66 55 81 63 76 80 84 77 45 

タ
ミ洵

五
丈
吉

ス
イ

廣
次

キ
ャ

琶月
日

ー
南
大
島
滋

南
大
島
％

下
江
黒
％

川
俣
％

入
ケ
谷
％

斗
合
田
％

田
島
％

江
口
芯

江
口
知

弘
明

政
介

氏
名
年
齢

世
帯
主
地
区

大
洪
水
の
時
、
郷
土
を
救
っ
た
大
恩
人
、
吉
田
市
右
衛
門
翁
の

墓
を
こ
の
ほ
ど
、
須
賀
地
区
の
区
長
、
寺
総
代
ら
三
十
人
が
墓
参
゜

墓
を
掃
き
清
め
、
ダ
ン
ゴ
、
花
を
供
え
香
を
た
き
霊
を
慰
め
ま
し

た
。一

行
は
「
当
時
の
恩
は
、
け
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
子
々

孫
々
に
伝
承
す
べ
き
で
す
」
と
静
か
に
合
掌
。

こ
と
は
今
か
ら
約
百
五
十
年
前
の
文
政
年
間
に
利
根
川
が
決
壊

し
、
大
輪
、
須
賀
、
川
俣
、
大
佐
貫
、
江
口
、
矢
島
、
田
島
、
中

谷
、
梅
原
、
南
大
島
、
入
ケ
谷
、
新
里
、
千
津
井
な
ど
十
四
ヵ
村

が
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
困
窮
し
た
被
害
民
を
見
か
ね
自
分
の
財
を
投
げ
う
っ

て
救
っ
て
く
れ
た
の
が
吉
田
市
右
衛
門
で
あ
っ
た
の
で
す
。
「
当

時
、
武
州
幡
羅
郡
下
奈
良
村
在
住
（
現
、
熊
谷
市
）
」
。

氏
は
、
困
窮
の
極
に
達
し
て
い
た
村
民
に
米
麦
、
お
金
を
支
給

し
励
ま
す
と
共
に
復
旧
費
の
全
額
負
担
、
更
に
は
医
師
ま
で
派
遣

し
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
の
恩
あ
っ
て
村
民
は
立
ち
直
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
し
た
。
現
在
も
須
賀
地
先
の
利
根
川
堤
防
中
腹
に
は

感
謝
の
念
が
こ
め
ら
れ
た
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
1

お
く
や
み

1
1

郷土の大恩人

吉田市右衛門の墓を墓参

野
本
瑞
恵
貴
義
長
女

岩
崎
拓
也
明
二
男

関
口
愛
美
忠
長
女

多
田
沙
織
年
男
二
女

恩
田
晴
世
三
郎
二
女

島
田
昌
史
昌
信
一
二
男

荒
川
美
菜
克
己
―
二
女

氏
名

保
護
者
続
柄

地
区
疇B

千
津
井
砂

南
大
島
％

江
口
％

中
谷
％

中
谷
％

南
大
島
％

上
江
黒
％

1
1

お
め
で
た

1
1

4月の

疇ー― --9』·ソ゜

救急車出動回数
•交通事故 7 件

●急病 3 件

•その他 7 件

●計 17 件

¢
＼
ふ
で

砂
ぢ
‘
：
升
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10 日発行

•• 

明和村役場

総務課広報係

昧イシカワデザイン

プ必、·

坂上行男さん（中谷）の作品・「夏の日」・アクリル絵具・大きさ F6 ……「アザレア会」の 10周年記念美術展出品作
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-------------------------------------------------------------------—, 

• 村議会定例会は、 5 月 19 日（会期 1 日間） ; 

: 開かれ、報告案件を含む村税条例の一部改 : 
i 正など村長提出 4 件、議員提出 3 件、合わ : 

せて 7 議案についでI‘真重審議が行われ、い

: ずれも原案どおり可決承認されました。 : 

i その主な内容をお知らせします。 { 

: --------------------------------------------------------------------と

昭
和
六
十
二
事
業
年
度
の
明
和
村
土
地

開
発
公
社
の
予
算
総
額
は
、
収
人
、
支
出

と
も
三
二
万
九
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

公
有
地
等
の
取
得
事
業
と
し
て
の
売
買

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
算
総
額
、
事
業

内
容
と
も
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

村
税
条
例
の
一
部
改
正

（
専
決
処
分
）

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
村

税
条
例
の
一
部
が
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
電
気
自
動
車
に
係
る
軽
自
動
車
税
の
税

率
軽
減
措
置
の
適
用
期
間
が
二
年
間
延

長
と
な
り
ま
し
た
。

●
村
た
ば
こ
消
費
税
の
税
率
特
例
措
置
が

6
2年
予
算
3
2ガ
9

f
円

明
和
村
±
地
開
発
公
社

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
村

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
が
改
正
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

•
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が
二

万
円
引
上
げ
と
な
り
三
十
九
万
円
に

•
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
対
象
と
な
る

世
帯
の
基
準
に
係
る
基
礎
控
除
相
当
額

は
、
昭
和
六
十
二
年
度
分
の
国
民
健
康

保
険
税
に
限
り
二
十
七
万
円
が
二
十
八

万
円
。
ま
た
、
当
該
世
帯
に
属
す
る
世

帯
主
を
除
く
被
保
険
者
に
乗
ず
る
金
額

を
一
人
に
つ
き
二
十
万
円
が
二
十
万
五

千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例

（
専
決
処
分
）

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

延
長
と
な
り
ま
し
た
。

村
士
地
開
発
公
社
甜
な
ど
可
決

第
2

皿
村
議
会
定
例
会

条
例
・
同
村
議
会
会
議

規
則
の
改
正

①
世
帯
の
所
得
が
二
十
八
万
円
以
下
の
場

合
は
、
世
帯
割
、
均
等
割
が
十
分
の
六
に

軽
減
。
②
二
十
八
万
円
に
世
帯
主
以
外
の

被
保
険
者
数
に
二
十
万
五
千
円
を
乗
じ
て

得
た
金
額
の
合
計
額
以
下
の
所
得
の
場
合

は
十
分
の
四
に
軽
減
。

（
専
決
処
分
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
0
万
円
を
追
加
し
て
総
額
を
二
三

億
六
、
八
六
五
万
八
千
円
に
し
ま
し
た
。

〔
歳
入
〕

•
寄
附
金
…
·
:
1
0万
円
追
加
し
て
一
〇

万
一
千
円
に

〔
歳
出
〕

・
民
生
費
…
…
一
0
万
円
追
加
し
て
総
額

を
五
億
四
、
三
二
八
万
円
に
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
建
設
費
に
伴
う
備
品
購
入
）

明
和
村
議
会
委
員
会

全
国
町
村
議
会
議
長
会
標
準
委
員
会
条

例
及
び
標
準
会
議
規
則
の
改
正
に
伴
い
、

村
議
会
委
員
会
条
例
・
同
会
議
規
則
が
改

正
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
主
に
、
規
定
の
明
確
化
な
ど
条

文
の
整
備
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

▼
動
義
に
必
要
な
賛
成
者
の
数
は
、
提
＼

民
生
費
1
0万
円
追
加

6
1年
度
一
般
会
計
補
正

Q 

ご
存

で
す
か

し

J

A
N

コ
ー
ド

食
品
や
日
用
雑
貨
品
を
買
う
と
、
シ
マ

模
様
の
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
お
気
付
き
で
す
か
。
こ
れ
は

「
ど
の
商
品
が
売
れ
た
か
」
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
た
め
に
付
け
ら
れ
た
コ
ー
ド
で
、
そ

の
仕
組
み
は
国
際
間
で
取
り
決
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

二
種
類
あ
る

J

A
N

コ
ー
ド

日
本
の
商
品
に
付
い
て
い
る
コ
ー
ド
は
、

J

A
N

コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
、
大
き
く
二
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
―
つ
は
メ
ー
カ
ー
や

発
売
元
で
ラ
ベ
ル
や
包
装
材
に
印
刷
さ
れ

る
「
ソ
ー
ス
マ
ー
キ
ン
グ
」
。
も
う
一
っ

は
小
売
店
な
ど
で
ラ
ベ
ル
印
刷
し
て
商
品

に
は
り
つ
け
る
、
「
イ
ン
ス
ト
ア
マ
ー
キ

ン
グ
」
で
す
。

こ
の
J

A
N

コ
ー
ド
は
財
団
法
人
流
通

シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
内
の
流
通
コ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
に
申
請
、
登
録
さ
れ
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

J

A
N

コ
ー
ド
の
普
及
に
よ
っ
て
消
費
者

が
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
次
の
点
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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受章した堀口さん

〔新里 •71 歳〕

/ 

出
者
の
ほ
か
に
一
人
以
上
の
賛
成
者
が
あ

れ
ば
足
り
る
▼
議
会
で
投
票
を
行
う
際
の

方
法
は
議
長
裁
量
に
委
ね
る
▼
開
票
立
会

人
の
指
名
を
議
長
専
権
と
す
る
▼
一
般
質

問
の
順
序
等
の
取
扱
い
規
定
の
明
確
化
▼

法
令
用
語
、
送
り
が
な
等
の
表
現
の
整
備

修
正
な
ど
、
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
、
産
業
振
興
、
教
育
文
化

な
ど
各
分
野
で
長
年
に
わ
た
り
功
績
の

あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
、
昭
和
六
十
二

年
春
の
叙
勲
で
、
明
和
村
議
会
議
長
の

堀
口
正
さ
ん

(
7
1歳•
新
里
）
が
、
勲

五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
八
日
、
群
馬
県
庁
・
正
庁
の
間

で
行
わ
れ
た
伝
達
式
に
、
夫
人
、
や
す

さ
ん
と
同
伴
で
出
席
さ
れ
清
水
知
事
か

ら
勲
章
な
ど
の
伝
達
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
五
月
十
二
日
に
は
、
ご
夫
妻

は
い
え
つ

で
上
京
し
皇
居
内
で
天
皇
陛
下
に
拝
謁

堀
口
正
さ
ん

地
方
自
治
振
興
に
3
6年

暴
力
団
追
放
に

関
す
る
決
議

明
和
村
議
会

「
社
会
の
平
穏
を
脅
や
か
し
健
全
な
村
民

生
活
を
む
し
ば
む
暴
力
団
は
、
我
々
社
会

の
敵
で
あ
り
、
そ
の
根
絶
は
暴
力
の
な
い

な
さ
れ
ま
し
た
。

堀
口
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
、
村
合

併
前
の
梅
島
村
議
会
議
員
に
三
十
五
歳
で

初
当
選
以
来
、
現
在
ま
で
九
期
連
続
当
選

実
に
―
二
十
六
年
も
の
長
期
に
わ
た
り
、
議

会
人
と
し
て
地
方
自
治
一
筋
に
活
躍
。
地

方
自
治
の
発
展
、
産
業
文
化
の
振
興
に
卓

越
し
た
功
績
を
の
こ
さ
れ
ま
し
た
。

双勲

光

旭五

8 

章等

平
和
で
明
る
い
日
常
生
活
を
望
む
一
万
村

民
の
願
い
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
暴
力
団
は
警

察
の
取
締
り
や
関
係
機
関
、
団
体
の
努
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
根
強
く
は
び
こ
り
、
け

ん
銃
等
銃
器
使
用
の
殺
人
事
件
や
村
民
の

社
会
生
活
、
又
は
経
済
取
引
き
に
介
入
し

て
資
金
痩
得
活
動
等
、
一
段
と
凶
悪
化
、

高
邁
な
政
治
信
念
を
も
っ
て
教
育
、
文

化
、
福
祉
の
向
上
に
努
め
今
日
あ
る
明
和

村
発
展
の
基
礎
を
築
き
環
境
整
備
の
充
実

な
ど
、
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
。

こ
の
議
会
人
―
二
十
六
年
の
間
に
は
、
昭

和
五
十
八
年
か
ら
村
議
会
議
長
と
し
て
円

滑
な
議
会
運
営
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
を

は
じ
め
、
村
議
会
副
議
長
、
村
議
会
建
設
・

経
済
・
総
務
な
ど
各
常
任
委
員
長
を
歴
任

す
る
な
ど
議
会
全
般
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
更
に
、
郡
町
村
議
会
議
長
会
長

(
6
2
年
5
月
＼
現
在
）
、
県
町
村
議
会
議
長

会
副
会
長
(
6
2
年
6
月
＼
現
在
）
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
一
連
の
斬
新
な
活
動
が
、
こ
の

た
び
の
栄
誉
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臼
堀
口
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

/ 

/
;
i
9
.
i

.
b
9
,
;
;
a
:
 

〇
梅
島
村
議
会
議
員1
1

昭
和
2
6
年1
3
0年

〇
梅
島
村
消
防
団
長
1
1

昭
和
2
6
年
＼3
0年

0

明
和
村
議
会
議
員
（
昭
和
3
0年
3
月
1

日
、
梅
島
村
、
千
江
田
村
、
佐
貫
村
の

三
村
合
併
に
よ
り
明
和
村
が
新
設
）1
1

昭
和
3
0年
＼
現
在
。
こ
の
間
、
議
長
（

昭
和
5
8年
＼
現
在
）
、
副
議
長
（
昭
和

4
4年
＼
5
8年
）
、
村
議
会
経
済
常
任
委

員
会
委
員
長
（
昭
和
3
4
年
＼36年
）
、

同
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
（
昭
和
3
8

年
＼
4
1
年
）
、
同
総
務
常
任
委
員
会
委

員
長
（
昭
和
4
6
年
＼
4
8
年
）

0

明
和
村
監
査
委
員
（
昭
和
4
2
年
＼
4
4年
）

0

新
里
区
長
（
昭
和
4
6
年
＼
5
1
年
）

0

明
和
村
農
業
委
員
会
委
員
（
昭
和5
0年

和
＼
5
8年
）

0

明
和
村
農
業
協
同
組
合
副
組
合
長
（
昭

4
8
年
＼
5
1
年
）

0

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
監
事
（
昭
和

6
1
年
＼
6
2
年
5
月
）

〇
邑
楽
郡
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長
（
昭

和
6
1
年
＼
6
2
年
5
月
）

知
能
、
巧
妙
化
の
傾
向
を
強
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
本
議
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力

を
否
定
し
、
追
放
す
る
こ
と
が
明
る
い
明

和
村
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し

村
民
と
と
も
に
暴
力
団
を
根
絶
す
る
た
め
、

総
力
を
あ
げ
て
努
力
す
る
こ
と
を
誓
う
も

の
で
あ
る
」

（
決
議
文
）

• 
-----------------------------------------------

〈短縮タイプ〉
印国を区分する番号で｀

日本は49番。

（口）商品の製造業者（発

売元）を示している。

り個々の商品を番号で

示している。

に）機械の読誤りを防止

するための数値。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,
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し
—

て
理
一

部
菅
一

本
で
理
等
一

管
一

の
タ
一
ン
―

ギ
セ
―

ル
ド

ペ
一

|
6
Y

⇒

コ

|
5

ば
'
i
乃
＿

|
4

し

1

3

号
国
。
―

1
1
1
2
]
)
[

□
 

4
9
]
日
由
9

9

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

〈標準タイプ〉

111111 

□： □ 1 
:_ ----------------------------------------------_: 一

口
）

一
ロ

.
ー-
Iー・__ 
1
.
.
,
-
1

―1ー
1
4
5
9い

|

3

,

r

 

2

ロ

• , 
ド

4
 

コ国

し
r

ジ
が
正
確

早
く
な
る

P
O
S

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
店

で
は
、
▼
レ
ジ
の
会
計
が
早
く
、
正
確
で
、

レ
シ
ー
ト
に
は
、
買
上
げ
た
商
品
名
が
打

ち
出
さ
れ
て
分
か
り
や
す
い
こ
と
。
▼
小

売
店
の
段
階
で
は
販
売
情
報
を
正
確
、
迅

速
に
つ
か
む
こ
と
に
よ
っ
て
商
品
の
品
切

れ
が
な
く
な
り
、
新
鮮
な
商
品
を
そ
ろ
え

ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

ま
た
、
標
示
と
し
て
別
表
の
よ
う
な
「

標
準
タ
イ
プ
」
ー
①
と
「
短
縮
タ
イ
プ
」

②
と
が
あ
り
ま
す
。

レ
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i でと 匿 いま向
(4) 

群
馬
県
知
事

0
金
子
竹
雄
さ
ん
（
入
ケ
谷

•
5
1歳
）

※
。
フ
ロ
フ
ィ
ー
ル1
1

県
青
少
年
育
成
補

導
推
進
員
・
昭
和
四
十
三
年
七
月
＼
六

十
二
年
三
月

卍
小
池
清
さ
ん
（
南
大
島

•
4
4歳
）

※
。
フ
ロ
フ
ィ
ー
ル1
1

県
青
少
年
育
成
補

導
推
進
員
・
昭
和
五
十
二
年
七
月
＼
六

十
二
年
三
月

両
氏
と
も
、
長
年
に
わ
た
り
夜
間
パ
ト

感
謝
状

一
: 
I I 
又

荒井

賞 し た

清さん

土
木
、
教
育
文
化
、
地
方
自
治
な
ど
の

各
分
野
で
長
年
に
わ
た
り
、
県
政
発
展
に

功
労
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
、
「
昭
和

±
木
振
興
に
尽
力

荒
井
清
さ
ん

六
十
二
年
度
県
総
合
表
彰
」
は
、
五
月

二
日
、
県
民
会
館
（
前
橋
市
）
で
行
わ
れ

明
和
村
で
は
、
荒
井
清
さ
ん
(
5
0歳）
が
、

土
木
功
労
と
し
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

荒
井
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
父
親
の

経
営
す
る
建
設
会
社
（
荒
井
組
）
に
入

社
。
昭
和
三
十
五
年
に
は
、
荒
井
建
設

株
式
会
社
創
立
と
同
時
に
取
締
役
に
着

任
。
―-
4年
後
の
昭
和
三
十
八
年
に
は
、

若
く
し
て
同
社
の
代
表
取
締
役
に
就
任
、
一

業
績
も
着
実
に
発
展
。

先
見
性
と
行
動
力
で
社
業
に
精
進
す

る
一
方
、
群
馬
県
建
設
業
協
会
館
林
支

部
長
に
推
さ
れ
る
な
ど
、
当
協
会
の
中

核
と
し
て
数
々
の
役
職
に
就
き
、
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
な
活
動
を
続
け
地
域
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
群
馬
県
建
設
業
協
会
副
会
長

と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
県
政
発
展
に
寄

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ル
事
業
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成

活
動
に
熱
心
に
取
組
み
、
青
少
年
の
健
全

育
成
非
行
防
止
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
青
少
年
育
成

推
進
会
議
会
長
感
謝
状

〇
中
村
功
さ
ん
（
下
江
黒

•
5
4歳
）

0
島
田
晋
さ
ん
（
南
大
島

•
4
8歳
）

0
大
野
雄
吉
さ
ん
（
矢
島

•
4
2歳
）

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
1
1
-―
―
氏
と
も
県
青
少

年
育
成
補
導
推
進
員
・
昭
和
五
十
六
年
七

月
1

六
十
二
年
三
月
＼

当時の

塩谷新八郎

塩晶

谷翠

新k

川
俣
村
（
館
林
領
）
・
大
輪
沼
新

田
の
う
ち
川
俣
村
分
（
幕
府
領
）
名

主
、
さ
ら
に
日
光
脇
往
還
沿
道
の
本

陣
（
上
州
川
俣
村
）
を
兼
帯
し
た
塩

谷
家
に
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

に
生
ま
れ
た
。
講
を
正
久
、
新
八
郎

は
通
称
で
あ
る
。
幼
少
よ
り
聡
明
の

聞
え
高
く
、
長
ず
る
に
及
び
進
取
の

気
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
、
ま
た
家
業

の
か
た
わ
ら
漢
学
を
学
び
俳
諧
を
良

く
し
た
。

幕
末
、
尊
王
攘
夷
の
論
議
盛
ん
な

と
き
、
開
港
前
の
横
浜
の
町
づ
く
り

に
参
画
し
て
、
同
地
新
川
堀
割
な
ど

を
請
負
い
完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
安
政

六
年
（
一
八
五
九
）
開
港
一
ヵ
月
前

ば
ち
ろ
う

r
、̀

B

）
月

に
、
横
浜
町
五
丁
目
に
織
物
・
糸
・

茶
·
荒
物
な
ど
を
扱
う
店
舗
を
構
え
、

上
州
商
人
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、

川
俣
村
に
あ
っ
て
は
、
利
根
加
用
水

組
合
や
、
兼
帯
名
主
と
し
て
大
輪
沼

新
田
な
ど
の
治
水
事
業
、
農
業
振
興

に
力
を
注
い
だ
。

ま
た
、
寺
小
屋
を
開
い
て
郷
党
の

子
弟
教
育
、
文
化
面
に
も
貢
献
し
た
。

晩
年
は
俳
諧
に
も
力
を
入
れ
謄
翁
と

号
し
て
、
多
く
と
碑
石
の
揮
奄
に
も

つ
と
め
た
。
明
治
五
年
(
-
八
七
二
）

数
え
年
七
八
歳
を
も
っ
て
病
没
。

（
※
明
和
村
誌
よ
り
）

〔
文
中
敬
称
略
〕
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会長の鈴木好男さん

五
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で
明
和
村

文
化
協
会
総
会
が
開
か
れ
、
会
長
に
鈴
木

好
男
さ
ん
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

副
会
長
に
は
、
鯉
沼
利
三
郎
さ
ん
、
帆

足
治
男
さ
ん
、
清
水
栄
二
さ
ん
の
三
人
。

い
ず
れ
も
再
選
で
す
。

こ
の
ほ
か
の
役
職
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

〇
顧
問
1
1

奈
良
丑
松
（
村
長
）
、
堀
口
正

（
村
議
会
議
長
）
、
三
田
惣
三
郎
（
村
教

村
文
化
協
会
長
に

鈴
木
好
男
さ
ん
再
選

おめ

〇
入
ケ
谷
地
区
（
区
長
、
金
子
茂
男
さ
ん
）

※
投
票
成
績
第
一
位
(
9
6
.
6
7
%
)

0
斗
合
田
地
区
（
区
長
、
機
村
昭
一
さ
ん
）

※
ク
第
二
位

(
9
5
.
8
0
%
)

0
下
江
黒
地
区
（
区
長
、
柴
崎
春
雄
さ
ん
）

※
ク
第
一
二
位

(
9
4
.
1
6
%
)

〇
上
江
黒
、
千
津
井
、
江
口
、
田
島
、
南

大
島
、
新
里
、
中
谷
、
梅
原
、
須
賀
、

矢
島
、
大
佐
貫
地
区

※
上
位
三
区
外
の
努
力
賞
（
投
票
率
等

の
詳
細
は
、
広
報
め
い
わ
5
月
号
を
ご
覧

委
員
長
表
彰
（
群
馬
県

議
選
優
良
投
票
区
）

明
和
村
長
感
謝
状

村
選
挙
管
理
委
員
会

¥
い
ず
れ
も
、
長
年
に
わ
た
り
青
少
年
の

健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

く
だ
さ
い
）

入
賞
し
た
地
区
は
、
い
ず
れ
も
今
年
の

四
月
十
二
日
、
行
わ
れ
た
群
馬
県
議
会
議

員
選
挙
に
お
い
て
、
区
長
を
中
心
に
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
投
票
総
参
加
運
動
の
推

進
に
尽
く
さ
れ
た
優
良
区
で
す
。

0
吉
永
雄
司
さ
ん
（
梅
原
）

0
野
本
芳
子
さ
ん
（
千
津
井
）

圏
島
田
幸
子
さ
ん
（
南
大
島
）

〇
松
本
カ
ッ
子
さ
ん
（
大
輪
）

各
氏
と
も
、
村
交
通
安
全
協
会
の
役
員

と
し
て
、
さ
ら
に
村
交
通
対
策
協
議
会
委

員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の
要
職
を

歴
任
す
る
な
ど
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全

活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

育
長
）

卍
理
事
1
1

宮
崎
敬
次
、
森
尻
正
己
、
吉

田
正
義
、
峨
川
千
秋
、
石
村
八
重
子
、

田
村
美
代
子
、
木
村
嘉
珠
子
、
横
塚
か

つ
子
、
堀
D
キ
ヨ
子
、
宮
本
雅
夫
、
小

原
俊
子
、
新
井
登
志
雄
、
森
尻
茂
、
高

橋
孝
子
、
新
井
貞
子
、
石
川
温
也
、
福

島
明
、
瀬
下
光
子
、
江
森
久
雄
、
江
森

政
美
、
石
川
照
子
、
野
沢
芳
子
、

〇
監
査
1
1

森
尻
重
作
、
田
口
栄
良

0
書
記
1
1

石
村
艶
子
、
松
沢
宏
明

0
会
計
1
1

野
本
千
代
子
、
立
岡
い
ち
子

〔
敬
称
略
〕

こ
の
ほ
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
、
助
言
・
指
導
に
活
躍
し
て

い
る
関
口
与
志
男
さ
ん
（
江
口
）
が
、
邑

楽
郡
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

去
る
四
月
三
十
日
、
開
か
れ
た
同
協
議

子
ど
も
は
国
の
宝

の
び
の
び
と
大
き
く

郡子育連会長に就任

した、関口与志男さん

青
少
年
健
全
育
成
補
導
推
進
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
王
井
一
次
さ
ん
（
江
口
）

は
、
邑
楽
郡
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
連

絡
協
議
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

四
月
二
十
三
日
、
千
代
田
町
で
開
か
れ
た

同
協
議
会
総
会
で
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

家
庭
を
ベ
ー
ス
に
し
た

事
業
推
進
を
…
…

ー

郡冑少推会長に就任

した、玉井一次さん

「
近
年
青
少
年
の
補
導
件
数
そ
の
も
の

は
大
幅
な
変
化
は
な
い
も
の
の
、
質
的
に

は
粗
暴
化
、
広
域
化
し
て
い
る
の
で
対
応

す
る
側
も
、
一
地
区
・
一
地
域
単
位
で
な

く
、
郡
内
、
県
内
、
近
県
と
い
っ
た
広
域

対
応
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
と
同
時
に
見

守
る
親
た
ち
（
大
人
）
も
見
識
を
高
め
、

時
代
に
即
し
た
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
し
か
り

方
と
か
、
ほ
め
方
な
ど
で
す
ね
…
…
。

家
庭
を
ベ
ー
ス
に
し
た
環
境
づ
く
り
事

業
を
重
点
に
進
め
、
少
し
で
も
非
行
防
止

青
少
年
の
健
全
育
成
に
役
立
て
ば
と
考
え

ま
す
」
と
重
み
の
あ
る
抱
負
を
語
り
ま
す
。

0
群
馬
県
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
1
1

昭
和
5
0
年7
月
1

現
在
（
県
青
少
年
育
成

補
導
推
進
会
議
理
事
な
ど
を
在
任
中
）

会
総
会
で
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

関
口
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
江
口

地
区
子
ど
も
会
育
成
会
長
に
な
っ
て
以
来
、

現
在
ま
で
十
八
年
も
の
多
年
に
わ
た
り
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
昭
和
五
十

八
年
か
ら
村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

長
な
ど
を
歴
任
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
人
望
、
信
頼
も
厚

く
良
き
助
言
、
相
談
者
と
し
て
親
し
ま
れ

指
導
力
を
発
揮
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
郡
内
一
円
の
広
域
的

見
地
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
夢
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
事
業
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
次
代

を
担
う
宝
で
す
か
ら
、
の
び
の
び
と
大
き

く
育
つ
よ
う
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
…
…
」
と
話
し
ま
す
。
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管委印ジ図
村の融資制度

いっぱいになり
事業主の皆さんが、規模を拡大したり、経営改善を 勺Qヽ しだい締切りとな図るには資金が必要です。村には、その事業主の皆さ ＼＼＼＼命；；〉＼ ります。
んのために融資制度があります。

その目的に応じて用意してありますのでご活用くだ

さい。

希望される場合は、あらかじめ経済課商工係または、

明和村商工会で相談されてから申請していただくこと

が賢明と思われます。

通常ですと、申請してからーカ月程度で認定となり

ます。

◎村が実施している融資制度

制度名 融資対象 資金使途 融資限度額 融資期間 I 利率 I 申込時期 取扱金融機関

小口資金

中小企業設備

近代化資金

商業設備近代

化資金

中小企業労1勧

福祉施設資金

①小売業・サービス業

資本金 1,000 万円以下、従

業員 50人以下の会社・個人

②卸売業

資本金 3,000 万円以下、従

業員100人以下の会社・個人

③その他の業種

資本金 1 億円以下、従業員

300 人以下の会社・個人

④中小企業団体

①村内で同一業種を 3 年間以

上営む者

②資本金 1 億円（小売業・サ

ービス業 1,000 万円、卸売

業 3,000 万円）以下、従業

員 300 人（小売業・サービ

ス業50人、卸売業 100 人）

以下の会社・個人

運転資金

設備資金
｝にも使える

①店舗の増改築、店内施設の

新設・改善のための資金

②企業の近代化・合理化に必

要な機械設備資金

③公害防止の設備資金

①小売業・サービス業 ①店舗の増改築、駐車場設置

資本金 1,000 万円以下、従 ②店内外施設の改造·増設

500 万円以内

500 万円以内

業員 50人以下の会社・個人 （ウインドウ・ショーケー 2,000 万円以内

②卸売業 ス、飾棚、看板、冷凍機等）

資本金 3,000 万円以下、従

1 業員 100 人以下の会社・個人 1

①小売業・サービス業 ①労働福祉施設（従業員宿舎、

資本金 1,000 万円以下、従 食堂、休憩室、娯楽室、更

業員 50人以下の会社・個人 衣室、幼児ハウス等）の設 ①②は 1,500 万

運転 3 年以内

設備 5 年以内

5 年以内

（内据置 1 年以内）

7 年以内

（内据置 1 年以内）

②卸売業 置、改善 円以内 7 年以内

資本金 3,000 万円以下、従 ②①の設置に直接必要な土地 （内据置 1 年以内）
業員 100人以下の会社・個人 の購入 ③は 500 万円以

③その他の業種 ③①の施設に省エネルギーエ 内

資本金 1 億円以下、従業員 事を行う場合

300 人以下の会社・個人

年 1 年間随時

6.6 
% 枠いっぱいに

以 なり次第メ切
内り

①銀行

②相互銀行

③信用金庫

④信用組合

⑤商工中金

年間随時 I ①銀 行
②相互銀行

年 枠いっぱいに ③信用金庫

% 
5.2 なり次第メ切 ④信用組合
以 り ⑤商工中金

内

年間随時 ①銀 行

年 ②相互銀行

% 
5.2 枠いっぱいに ③信用金庫
以 なり次第 1 切④信用組合

内 り ⑤商工中金

4 月 1 日～ ①銀行

12 月 28 日 ②相互銀行

年 ③信用金庫

% 
5.2 枠いっぱいに ④信用組合
以 なり次第メ切⑤崩工中金

内り
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県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

県
下
七
十
市
町
村
が
＿
堂
に
集
い
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
む
第
四
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
が
五
月
十
七
日
、

県
営
陸
上
競
技
場
を
メ
ー
ン
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

明
和
村
か
ら
も
、
村
体
育
協
会
長

恩
田
義
雄
さ
ん
を
団
長
と
す
る
役
員
、

選
手
合
わ
せ
て
百
人
近
く
が
参
加
。

陸
上
競
技
、
綱
引
き
、
年
代
混
合
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
に
出
場
（
い
ず
れ
も
村

の
部
）
小
雨
の
降
る
中
、
各
競
技
に

健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

図邪 翌

E
 

幸

果
・
胄

士
口
l
_

爺

役
員
・
選
手
団

▼
役
員
…
団
長
1
1

恩
田
義
雄
、
旗
手
1
1

台

浩
之
、
役
員
1
1

野
本
和
市
、
石
川
温
也
、

市
村
正
男
、
蓮
見
行
男
、
谷
津
好
一
、
蓮

見
裕
子
（
敬
称
略
）

l

-m
_ 0

0
レ

2

J

 

1
I
 

/

l

 

▼
選
手
等
1
1

新
井
恒
夫
（
監
督
）
、
神
田

泰
伸
、
島
田
徳
子
、
久
保
口
喜
代
美
、
早

川
幸
男
、
奈
良
原
昌
樹
、
岩
瀬
理
絵
、
大

沢
光
則
、
黒
沢
美
幸
、
瀬
下
嘉
彦
、
今
成

富
恵
、
川
島
睦
男
、
堀
口
正
敏（

敬
称
略
）

町弓網
/

l

 

▼
選
手
等
1
1

始
沢
重
信
（
監
督
）
、
峯
崎

正
春
、
横
塚
寛
、
藤
野
弘
、
野
本
貴
義
、

横
塚
修
一
、
石
井
啓
一
、
森
尻
登
、
栗
原

勝
、
小
松
原
林
持
、
清
水
勝
哉
、
田
口
博

重
、
真
下
秀
男
、
吉
永
欣
司
、
高
沢
道
雄

吉
田
元
紀
、
野
口
登
、
恩
田
晴
巨
、
石
崎

薫
、
秋
野
勝
典
、
本
沢
久
雄
、
早
川
幸
男
、

阿
部
繁
美
、
石
村
正
、
多
田
実
、
始
沢
重

信
、
石
川
温
也
、
奈
良
原
ち
い
子
、
田
村

い 昭和62年 6 月 10 日

I'l  l 

三回戦

進出

予選 1 位

決勝進出

ト
ヨ
子
、
長
谷
川
幸
子
、
藤
野
秀
子
、
深

野
純
子
、
関
根
和
枝
、
坂
本
ス
ミ
子
、
本

沢
文
子
、
森
尻
悦
子
、
森
尻
ト
キ
子
、
樽

見
賀
津
江
、
秋
野
幸
子
、
金
子
敏
子
、
真

下
千
代
子
、
秋
野
公
江
、
黒
沢
千
枝
子
、

石
丸
和
子
、
関
口
芳
美
、
黒
沢
君
江
、
片

岡
タ
カ
、
野
本
か
ず
子
、
奈
良
原
紀
美
恵
、

阿
部
利
江
（
敬
称
略
）

l

-

＿
戦
出

合
ル

混
ポ
t
卜
回

ィ
一
進

年
ゲ
ニ
、

/

l

 

▼
選
手
等
1
1

岡
安
勇
（
監
督
）
、
小
菅

豊
治
、
小
菅
か
つ
、
岡
安
み
や
子
、
森
尻

正
己
、
植
竹
誠
一
、
竹
迫
佐
吉
（
審
判
員
）

（
敬
称
略
）

＊
三
位
入
賞
1
1

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
明
和

東
J
B

」
チ
ー
ム
（
監
督
、
篠
原
幹
雄

さ
ん
）

※
主
催
1
1

県
野
球
連
盟
な
ど
。
出
場
チ

_

4

 

ー
ム
ー

2

＊
一
位
1
1

「
須
賀
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
代
表
、
関
根
金
之
函
さ
ん
）
」

食
一
位
1
1

「
や
ま
う
の
漬
物
昧
ソ
フ
ト
部

（
代
表
、
清
水
勝
さ
ん
）
」

＊
三
位
1
1

「
大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
代
表
、

早
川
幸
男
さ
ん
）
」
・
「
川
俣
ソ
フ
ト

西
部
地
区

ソ
フ
ト
ボ
—
ル
大
会
結
果

/ 邑
楽
支
部
予
選
大
会
結
果

第
ワ
回
全
国
少
年
学
童
野
球
大
会

村
体
育
協
会
長
に
、
恩
田
義
雄
さ
ん

会長になった
恩田さん（梅原）

恩
田
義
雄
さ
ん
再
選

村
体
育
協
会
長
に

＊
一
位
1
1

「
千
津
井
イ
チ
」
チ
ー
ム
（
代

東
部
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

＊
一
位
1
1

「
新
里
ウ
ィ
ン
グ
ス
（
代
表
、

堀
口
純
一
さ
ん
）
」

＊
二
位
1
1

「
中
谷
（
代
表
、
坂
上
重
雄
さ

ん
）
」

＊
三
位
1
1

「
新
里
ラ
ー
ク
ス
（
代
表
、
堀

目
正
敏
さ
ん
）
」

※
主
催
1
1

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
。
出

場
チ
ー
ム
1
1
6
0

部
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

中 ボ
ー
ル
愛
好
会
（
代
表
、
籐
野
泰
博
さ

ん
）
」

※
主
催
I
I

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
。
出

場
チ
ー
ム
1
1
8

（
代
表
、

表
長
谷
川
一
夫
さ
ん
）

き
一
位
1
1

「
江
口A
」
チ
ー
ム

野
中
忠
さ
ん
）

＊
三
位
1
1

「
千
津
井
カ
ツ
」
チ
ー
ム
（
代

表
奈
良
原
勝
治
さ
ん
）
・
「
江
口B
」

チ
ー
ム
（
代
表
、
．
新
井
邦
夫
さ
ん
）

※
主
催
1
1

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
振
興
会
。
出

場
チ
ー
ム
1
1
8

象
1
1

村
内
在
住
の
既
婚
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

0
期
日

1
1
6

月

2
8日
（
日
）

屯
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

圏
参
加
費
1
1
3
0
0
0

円

申
込
み
・
問
合
せ
1
1
6

月

2
0日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ
（
闘4
6
2
6

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
五
月
｛

八
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
理
事
｛

会
（
総
会
を
兼
ね
る
）
で
決
ま
っ
た
も
の
一

で
す
。
副
会
長
に
は
、
野
本
和
市
さ
ん
｛

（
新
）
、
始
沢
重
信
さ
ん
（
再
）
、
石
｛

川
温
也
さ
ん
（
再
）
の
三
人
。
理
事
長
一

に
は
、
市
村
正
男
さ
ん
（
再
）
が
決
ま
ー

り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
常
任
理
事
十
六
人
、
監
｛

事
二
人
、
理
事
二
十
八
人
な
ど
の
選
出
一

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
役
職
員
構
成
は
、
｛

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
一

圏
対 大

会
参
加
チ
ー
ム
募
集

パ
パ
・
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
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おなかいっぱいだ．／ ぼくらの活動が文集に

スポーツ少年団、野球チームとして活躍してい

になれば・・・・・・」

広報係では話題を

募集しています。

どしどしご連絡を。
合 (84) 3 1 1 1 

西
保
育
園
の
園
児
6
0人
ほ
ど
が
、
5

月

2
1日
、
園
近
く

の
農
家
の
い
ち
ご
畑
で
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
い
ち
ご
栽
培
し
て
い
る
大
佐
貫
の
鯉
沼
兵
吉
さ
ん

が
、
幼
少
の
こ
ろ
子
ど
も
心
に
「
い
ち
ご
を
た
ら
ふ
く
食

べ
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
園
児
も
き
っ
と
そ
う
だ
ろ

う
と
招
待
し
た
も
の
で
す
。

園
児
は
、
さ
っ
そ
く
4
0
0
2
m
ほ
ど
の
い
ち
ご
畑
で
は
し
ゃ

ぎ
な
が
ら
口
の
ま
わ
り
を
赤
く
そ
め
て
い
ま
し
た
。

大輪の早川敏夫さん宅の軒下に、

リラックスが上達のコッ

「ぜひ、次回も開講してほしい」との強い要望

から開講のはこびとなったゴルフ教室。村教育委

員会主催。教室は初心者向きで、前回同様に飯塚

正弘先生（江口）が指導にあたっています。

学科を含め、実技（ゴルフ練習場）、のべ10回

基礎技術を重点に展開中です。＿＿＿―-さて、成果は？

る「明和東チーム」の団員、 0 B 70人がこのほど

文集「飛べ、若鷹のように、強く賢く」

B 5 判、 112ページにおよぶもので各種大会等の感

想・エピソードを綴ったものです。今回で 3 集目。

5 ヵ月ほどかけて主幹となって原稿整理・編集

にあたった柿沼綾子さんは「でき上ってほっとし

ています。子どもたちの 10 • 20年後の良い思い出

わあ、

大きな巣をつくり、家人をはじめ、近所の人たち

をビックリさせています。

：：：：ふわあー：：：：とする感じ。やや丸

く、直径60cmほどの大きさです。 「 5 月上旬頃か

らハチがだいぶ飛んでいるようでしたが、まさか

こんな大きな巣がつくられているなんて……」と

「何かの縁なので大切に保存し

手でふれると

主人の敏夫さん。

ます」

と完成の喜びを語ります。

大きなハチの巣

と話します。

を発刊。

スズメバチが
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交通規則は守ります

入学式から 1 ヵ月。学校生活にもようやく慣れ

た新入生。必死で学校生活にとけこもうとがんば

っています。

そんな日々の一日を利用して、 5 月 1 日、西小

学校では、全児童を対象に交通教室を開きました。

指導には、村交通指導員ら 6 人が務め、横断歩道

の渡り方、マナーなど実践を交じえ、時おり笑い

をさそう講話で楽しみながら交通安全の基礎知識

を学びました。

五村町から視察団 福祉センター

今春、オープンしたばかりの「老人福祉センタ

ー」を 5 月 12 日、県下の王村町議会（文教民生常

任委員）と同町長寿会本部役員など20人ほどが視

察に訪れました。村では、村長・担当職員らが応

対し、建設までのプロセス、また、ソーラシス

テムやディサービス事業導入などの特長を説明す

ると、一行は、 さっそくメモをとり、建設費は、

管理運営は一と、かなり具体的に質問され、熟心

な研修が二時間ほど行われました。

ゴミ収集車買かえ

村
で
は
、
こ
の
ほ
ど
ゴ
ミ
収
集
車
の
買
か
え
を
し
ま
し

た
。
従
来
の
は
、
8

年
前
に
購
入
し
た
も
の
で
、
旧
式
で

故
障
も
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
買
か
え
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

1
1
0
馬
力
、
荷
箱
容
積
い
立
方
メ
ー
ト
ル
、
ダ
ン
プ
式

と
性
能
的
に
は
従
来
と
ほ
ぼ
同
じ
。
若
干
荷
箱
容
積
が
大

き
く
な
っ
た
程
度
で
す
。
購
入
価
格
躙
万
円
（
車
体
の
み
）

マ
ナ
ー
の
あ
る
持
出
し
で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
収
集
車
を

活
用
く
だ
さ
い
。

初裂弓
図邪⑨臣

検診・相談はおまかせ…
村では（保健課）、このほど、各種検診、相談

など皆さんの健康維持増進の一層の充実を図るた

め、巡回用軽自動車を購入しました。

高瀬静子・金子順子（新採用）の保健婦コンビで

皆さんの健康アドバイザーとしてがんばります。

お気軽にご相談ください。

左から、金子順子・高瀬静子さん
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〇
日
名
子
雄
三
さ
ん
（
新
里
）
は
、
十
万
円
を

奎
須
永
重
雄
さ
ん
（
大
輪
）
は
、
三
万
円
を

®
奈
良
弘
毅
さ
ん
（
田
島
）
は
、
三
万
円
を

衡
館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
は
、
．
十
万
円
を

屯
小
川
藤
作
さ
ん
（
川
俣
）
は
、
十
万
円
を

〇
澤
浦
修
一
さ
ん
（
新
里
）
は
、
十
万
円
を

〇
匿
名
希
望
で
、
五
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
（

奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
保
険
料
免
除

該
当
者
は
申
請
を

. や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
国
民
年

金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
に
は
「
法
定
免
除
」
「
申

聾
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

0
法
定
免
除
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
、

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
か
ら
障
害

年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
生
活
保
護
法

の
生
活
扶
助
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

〇
申
請
免
除
所
得
が
な
い
人
や
世
帯
員

が
生
活
保
護
法
の
医
療
扶
助
を
受
け
て

い
る
こ
と
な
ど
、
納
め
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
な
人
（
た
だ
し
、
昭
和
6
1
年
4

月
以
降
の
免
除
期
間
の
追
納
に
つ
い
て

は
、
三
年
を
経
過
す
る
と
当
時
の
保
険

料
よ
り
も
割
増
し
と
な
っ
た
額
に
な
り

ま
す
。
）

こ
の
よ
う
な
条
件
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
役
場
住
民
課
に
問
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
現
況
届

児
童
手
当
ま
た
は
、
児
童
手
当
の
特
別

給
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
は
、

今
月
3
0
日
ま
で
で
す
。

現
況
届
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

提
出
し
ま
せ
ん
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ

0
事
件
の
発
生
を
知
っ
た
ら
直
ち
に
一

0
番
通
報
を

―
-
0
番
通
報
が
あ
る
と
、
警
察
官
が

直
ち
に
現
場
に
急
行
す
る
ほ
か
、
事
件
の

内
容
に
よ
っ
て
は
犯
人
逮
捕
の
た
め
の
広

範
囲
な
緊
急
配
備
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
／
．

＊
対
象

玄
期
日

の
1
5回

＊
費
用
無
料

玄
募
集
人
員

1
7人
（
明
和
村
の
定
員
）

＊
内
容
講
話
、
見
学
、
各
種
教
室
な
ど

＊
申
込
み
・
問
合
せ

7

月
1
8
日
ま
で
に

役
場
住
民
課

(
6闘
3
1
1
1
)
へ

県
内
居
住
者

9
月
4
日
か
ら
認
月
1

日
ま
で

み
な
さ
ん
の
目
と
耳
が
あ
り
、
犯
行
そ
の

も
の
や
犯
罪
者
の
姿
を
多
く
の
人
が
と
ら

え
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
み
な

さ
ん
か
ら
の
通
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
捜
査
員
が
聞
込
み
等
で
お
伺
い

し
た
際
に
は
、
ど
う
か
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

I
I県
老
人
大
学
I
Iを
開
校

6
0歳
以
上
を
対
象
に

0

被
害
に
遭
っ
た
時
は
、
必
ず
届
出
を

も
し
、
不
幸
に
し
て
被
害
に
遭
っ
た
ら

被
害
が
少
な
い
か
ら
、
自
分
に
も
落
ち
度

が
あ
っ
た
か
ら
、
恥
ず
か
し
い
か
ら
、
面

倒
だ
か
ら
、
仕
返
し
が
怖
い
か
ら
…
…
な

ど
言
わ
ず
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、

積
極
的
に
通
報
を

犯
罪
者
の
周
囲
に
は
、
多
く
の
県
民
の

ク

6

月

1
8
日
7

月
7

日

午
前
9
時
3
0
分
1
1
0
時

3
0
分

0

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診
(
6月
1
8
日
困
）

乳
児
健
診
(
7
月
7日
因
）

い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
か
ら
2

時
ま
で
で
す
。

〇
受

0
日

付時 健
康
相
談

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

（
無
料
）

月
例
相
談

22 日

《 6 月》
10 日 村食品衛生組合総会

農業委員会

｛夏の県民総ぐるみ交通安全

運動推進連絡会議

衛生協力会会議

寿・婦人合同学級（村長と語る）

村税完納表彰式

社会を明るくする運動実施委

員会

老人クラブゲートボール大会

ク

25 日

26 日

ク

29 日

30 日

// 

7 日 母親学級

な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
、
役
場
か
ら
通
知

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
住
民
課
へ
。

循環器精検

〈 7 月》
3 日 婦人科・乳腺甲状腺検診

※予定ですので変わることもあります。
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：：：声かけ合ってみんなで受けよう

健康診 断ミ

矢島・石崎栄一さんの作品

健 康 教 室

＊一般成人向け (5 回シリーズ）

1. いきいき長生き食生活

2. 喫煙と健康

3. 肝臓病の予防

4. 肥満と健康

5. 身近にある薬草

＊会場・保健センター

希望者は、 6 月 17 日までに保健課へ申し込

んでください。

6 月 23 日

7 月中

8 月中

中

中

9 月

12 月

乳 幼 日
U
_

J

 

健 =;^ 
＝ヽ

゜~

0期

〇受

0場

日
付
所

6 月 2 6 日（金）

午後 1 時～ 2 時

保健センター

子宮がん・乳がん検診

30歳以上の女性

日 7 月 3 • 15 • 16 • 20 • 23 日

所保健センター

〇受付午後12時45分～ 2 時

希望者は、 6 月 25 日までに保健課へ申し込

んでください。

0対象者

0期

o .t易

特
設
人
権
相
談
が
、
次
の
と
お
り
開
か

れ
ま
す
。
▽
隣
り
近
所
の
あ
ら
そ
い
▽
騒

め : 上こ ハ東
の 月毛

贋休時館 定期の＜ 二十音 料館資
とん \ , な蒸七

まり 行を 月= 
すぅー館
゜た 8 

. 

館
林
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
来
年
3

月
新
規
学
校
卒
業
者
を
対
象
に
募
集
し
よ

う
と
す
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
、
次
の
と

お
り
求
人
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

＊
日
時

1
1
6

月

1
7日
因
午
後
1

時
3
0分

＊
場
所
1
1

館
林
文
化
会
館

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
館
林
公
共
職
業
安

定
所

(
6
7
2
ー

4
3
6
5
)
へ

特
設
人
権
行
政
柑
談

農作業標準賃金等一覧

区分 作業種目 単 位 標準額

コ円 苗 1 箱 500円（種子代含む稚苗）

耕 起 1当0 アー）りレ 5,000 
水

（トラクター）

代 か き
（トラクター）

ケ 6,000 

機（苗持ち械) ,, 15,000 
稲 田植え

機（苗別械) ,,, 6,500 

刈 り 取 り ,, 16,000 
作

（コンパイン）

脱 穀 ク 10,000 

セ（刈り取り 脱穀ッ・乾燥・モミすりト) 
,,, 27,000 

業
1(俵60k当g)り乾燥・調整のみ 1,500 

モ ミ す り ケ 700 

耕 起 10当アー）りレ 7,500 
麦

（トラクター）

施（耕肥起 凡門 （ドリル 巳 )) ‘‘ 4,500 種子代は

作 覆土 ク 2,800 
（トラクター）

刈 り 取 り ,, 15,000 
業

（コンパイン）

セ ツ 卜 ,, 25,000 
（刈り取りから乾燥）

平ヵ 農繁期労賃 1 日当り 5,500 

賃 農繁期以外の労賃 ケ 4,500 

求
人
説
明
会
が
開
か
れ
ま
す

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

音
、
悪
臭
な
ど
の
公
害
▽
そ
の
他
、
人
権

に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
日
時

1
1
6

月
1
5
日
午
前
1
0時
＼
午

後
3
時

＊
場
所
1
1

役
場
会
議
室

＊
相
談
者
1
1

法
務
局
の
専
門
担
当
官
及
び

人
権
擁
護
委
員

※
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
民
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

農
休

H

7

月

1
1
.
1
2
.
1
3
8

五
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
た
農
業
委
員
会
で
今
年
の
「
農
作
業
標
準
賃
金
」
と
農
休
日

が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
6
2年
「
農
作
業
賃
金
」
決
ま
る

村
（
県
）
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
利
根
加
用
水
組
合
費
、
国
民
年

金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

2
5日
…
…
…
明
和
村
役
場

2
6日
…
…
…
明
和
農
協
第
一

2
9日
…
…
…
東
部
児
童
館

今
月

の

納
税

0

場
所

0

日
時

年

0

場
所

0

日
時

館後 7 明後 6

岱贔］金 け贔］
役ま日 役ま日

冒で午相 塁で午
談前 議前
至 10 至 10

雙談 B] 

午午

※ワ月 1 日は「国民安全の日」です。一人ひとりが日常生活をふりかえり安全を確かめましょう。

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談
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地区 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代· 板地田倉区
日
月日科別 産婦人科 耳鼻科 内科外科

6 月 14 日
横田医院大神医院 堀越医院ff (73)4151 海宝医院 館林地区が

曜 合 (72)0255 ff (62) 2200 増田医院合(72) 1387 ff (74) 0811 担当します

6 月 21 日
真中医院川田国）医院 阿久津医院合 (72) 3315 津久井医院 小西医院

当
合 (72) 1630 合 (72)3314 田内医院ff(72) 3855 合 (72)3316 合 (86)2261 

6 月 28 日
浜野医院原医院 須田医院合(72) 0862 岡田医院 増田医院

番
合 (88)5678 ff (72) 1936 多々良診療所合（72)3060 合 (72)3163 合 (82)2255 

7 月 5 日
白沢医院川村医院 大塚医院合（72)0176 宇沢医院 竹越医院

医
合 (72) 1600 ff (72) 1337 ゆたか医院合（73)7308 合 (74)8761 合 (84)3137 

7 月 12 日
落合医院川田医院 記念病院ff(73) 3155 最上医院 橋本医院
合 (72)3160 fl (72) 3724 神尾医院合（75)1288 合 (74)3763 ff (82) 1150 

．
重
行
』

江
口
の
長
女
久
江
り

(
2歳
8

カ
月
）

え
み

C

新
井
絵
芙
ち
ゃ
ん

5 月の

` ---99..., 0 
救急車出動回数

•交通事故 9 件

●急病 9 件

•その他 一件

•計 18 件

「おてんばで、わがままなところもありますが、テレビで

覚えたミ鹿のふんミを歌いながら踊って笑わせたりする、ひ

ょうきんものです。保育園の兄が帰ってくると一段とにぎや

かに……。将来はおともだちがたくさんできる子になってほ

しいですね……」とお母さん。

ー
'

9
,
 
9
.
 

t
 

野
村
初
枝

「
電
話
か
と
」
庭
よ
り
か
け
米
に
隣
り
家

立
川
文
子

看
護
婦
の
機
敏
な
看
護
見
守
り
つ
嘗
て
は

ん

父
も
野
戦
病
院
に
つ
く
せ
り

明
和
剣
友
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
わ
れ
と
思
う
人
、
腕
に
お
ぼ
え

の
あ
る
人
、
ち
び
っ
こ
、
女
性
な
ど
な
ど

|
'
ー
ー
、
各
層
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〇
練
習
日
1
1

毎
週
3

回
（
火
・
木
・
土
）

午
後
5

時
か
ら

〇
練
習
場
1
1

村
武
道
館

〇
申
込
み
・
問
合
せ
1
1

小
菅
健
次
方
（
南

大
島
）
6
闘
2
8
5
9

へ

明
和
剣
友

剣
士
募
集

篠
木
よ
し

が
ら
ん
ど
う
の
ま
ま
空
っ
風
に
耐
へ
て
来

始
沢
良
子

友
と
飲
む
葛
湯
の
タ
ベ
父
母
恋
ひ
し
病
む

枕
辺
の
杏
き
想
ひ
に

:-----------------------------------—: 
:, 
: : 
’’ 』

石
村
艶
子

農
耕
馬
共
に
乗
せ
た
る
渡
し
舟
娘
の
家
い

そ
ぐ
祖
父
の
顕
ち
来
つ

]
 

は
る
か
な
る
青
き
男
体
つ
り
あ
げ
て
工
事

場
の
ク
レ
イ
ン
昼
休
み
を
り

田

芝
支
部

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

ど
う
だ
ん

に
し
満
天
星
に
点
る
冬
芽
幾
千砂

賀
久
美
子

求
め
米
し
船
影
も
な
く
利
根
の
土
堤
真
向

ふ
母
の
故
郷
を
恋
ふ

立
川
ツ
ヤ
子

詣
づ
る
は
鐘
乳
石
の
自
然
仏
誘
は
る
る
ま

ま
に
石
段
に
あ
え
ぎ
つ

立
川
ふ
さ

入
水
せ
し
と
ふ
こ
の
日
大
原
小
糠
雨
寂
光

院
の
像
涙
ぐ
む

会

野
口

い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
を
恋
ふ
か
か
た
く
り

の
神
守
る
径
を
ほ
の
淡
く
染
む磁

川

の
風
鈴
か
そ
か
に
風
に
乗
り
く
る

千
秋

タ
カ

蓮
見
タ
カ

生
き
て
恋
ふ
乾
き
う
る
ほ
す
ひ
た
す
ら
に

覆
ふ
雪
原
の
遠
き
炎
は

氏
名

本
澤
恵
莉
香

酒
井
香
里

高
田
美
智
子

清
水
洋
昭

東
香
織

関
D

貴
裕

渋
澤
庫
大

関
根
佐
代
子

松
崎
大
介

松
崎
陽
介

石
村
友
典

山駒須小始片澤
岸込永暮澤島浦氏
啓茂

清三二軍と
作郎郎平み

う平名
め澄

1
1

お
く
や
み
1
1

保
護
者

正
一

成
樹

信土
月一

雄
充恵

一
正
博

謙
吉

浩
三

浩
三

保
典

続
柄
地
区
脳
鱈

長
女
南
大
島
％

長
女
中
谷
％

長
女
新
里
知

長
男
矢
島
知

長
女
南
大
島
％

長
男
川
俣
％

長
男
新
里
％

―
―
女
中
谷
％

二
男
南
大
島
％

三
男
南
大
島
％

長
男
大
佐
貫
沿

年
齢
世
帯
主
地
区
肛
肛

7
3
修
一
新
里
炭

認
日
名
子
雄
三
新
里
％

8
0
利
之
梅
原
％

8
2
壽
司
斗
合
田
饂

7
5
重
男
大
輪
孤

5
3
雅
子
千
津
井
苓

6
2
茂
男
千
津
井
品

1
1

お
め
で
た

1
1

、
＼
＇
ノ

欠
ロ

今
め
t
ズ
信
（

會
）
.. 

炉

、
｀
へ
＜
ぐ
・
升
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7 月 28 日告示…
明
和
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
委
員
長
、

青
山
喜
市
郎
）
は
、
任
期
満
了
（
八
月
八

日
）
に
伴
う
明
和
村
議
会
議
員
選
挙
日
程

を
、
告
示
1
1

七
月
二
十
八
日
、
投
票
日1
1

八
月
二
日
と
決
め
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
は
、
わ
た
く
し
た
ち
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
選
挙
で
す
。
そ
れ
だ
け
に

激
し
い
選
挙
戦
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
四
年
間
の
村
政
を
任
せ
る
人

を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
わ
た
く
し
た
ち
は
冷

静
に
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
た
い
も
の

で
す
。
有
権
者
の
一
票
が
正
し
く
村
政
に

反
映
さ
れ
る
た
め
に
選
挙
は
公
正
に
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

前
回
の
村
議
選
で
は
、
残
念
な
が
ら
新

聞
紙
上
等
を
に
ぎ
わ
す
結
果
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
有
権

者
は
他
人
の
言
動
等
に
左
右
さ
れ
る
こ
と （地区別有権者数

投
. 
開

票

な
く
、
自
分
の
意
志
で
清
き
一
票
を
正
し

く
投
票
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
義
理
人

情
や
買
収
、
供
応
な
ど
は
断
固
と
し
て
排

斥
し
て
自
由
に
明
る
＜
正
し
い
選
挙
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

◇
7
月
1
3
日
向

立
候
補
予
定
者
等
打
合
せ
会

◇
7
月
2
8
日
凶

告
示
・
立
候
補
届
出
(
2
8
日
限
り
）

不
在
者
投
票
開
始

◇
8
月

1
日
田

不
在
者
投
票
最
終
日

◇
8
月
2
日
⑪

投
票
日
（
午
前
7

時
か
ら
午
後
6
時
ま

で
）

◇
投
票
所
1
1

七
ヵ
所
（
別
表
I

①
)

◇
開
票
所
1
1

一
ヵ
所
（
明
和
村
役
場
）

◇
選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録
基

準
日
は
、
七
月
二
十
七
日
。
年
齢
は
選

挙
期
日

◇
投
票
で
き
る
人
1
1

次
の
要
件
を
満
た
す

人
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
▼
年
齢
要
件1
1

昭
和
四
十
二
年

八
月
三
日
以
前
（
三
日
を
含
む
）
に
生

ま
れ
た
人
▼
住
所
要
件1
1

昭
和
六
十
二

年
四
月
二
十
七
日
以
前
か
ら
明
和
村
に

住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

◇
投
票
所
入
場
券
1
1

区
長
さ
ん
を
通
じ
て

各
戸
に
配
布
予
定
（
7
月
2
5
日
ご
ろ
）

で
す
。
も
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
資
格
が
あ
る
の
に
入
場
券
が
届
か

な
い
人
は
、
至
急
明
和
村
選
挙
管
理
委

員
会
（
役
場
内
）
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

ヽ
↓

0

し

昭和62.4.2 日現在）
有 権 者 数

地区名
男 女 計

斗合田 1 4 9 1 4 0 289 

下江黒 1 3 6 1 2 4 260 

上江黒 1 8 9 1 9 6 385 

千津井 222 2 1 5 437 

江 ロ 225 226 4 5 1 

田 島 2 1 2 1 9 8 4 1 0 

新 里 343 359 702 

中 欠口 235 237 472 

梅 原 323 334 657 

南大島 455 449 904 

大 輪 325 336 6 6 1 

JI I 俣 1 4 9 1 5 0 299 

須 カ只ロ 1 7 6 1 8 2 358 

入ケ谷 43 48 9 1 

矢 島 245 259 504 

大佐貫 209 2 1 5 424 

合 計 3,636 3,668 7,304 

有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
、
投
票

を
依
頼
し
た
り
、
ま
た
は
投
票
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行

為
は
「
戸
別
訪
問
」
と
し
て
す
べ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
「
戸
別
」
と
は
、
必
ず

し
も
有
権
者
宅
に
限
ら
ず
会
社
や
工

場
も
含
ま
れ
ま
す
。

〔
飲
食
物
の
提
供
〕

特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関

し
て
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
が
い
か
な
る
名
義
で
あ
っ
て
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
…
…
…

①
候
補
者
が
、
選
挙
運
動
員
の
慰
労

の
た
め
に
酒
や
ビ
ー
ル
を
与
え
る
こ

と②
第
三
者
が
、
い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞

い
と
し
て
候
補
者
に
酒
や
料
理
を
提

〔
戸
別
訪
問
〕こ義理人情捨てて一票よい政治

こ
ん
な
選
挙
運
動
は

違
反
で
す
。



(3) 第310号 広 報 め い

今
年
は
、
第
十
一
回
目
の

統
一
地
方
選
挙
の
年
で
あ
り

ま
す
。
本
村
で
も
四
月
に
執

行
さ
れ
た
群
馬
県
議
会
議
員

選
挙
に
続
き
、
村
議
会
議
員

選
挙
が
八
月
二
日
に
行
わ
れ

ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の

村
政
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
最
も
身
近
な

大
切
な
選
挙
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
有
権
者
は
、
自
分
の
意

志
に
よ
り
何
者
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
清

き
一
票
を
投
じ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

投

ゎ
＊

票所 （別表一①）

昭和62年 7 月 10 日

＇戸, 
• ｷ 
ー，

有権者の

みなさんへ

モ

青山委員長

第 1 投票区..斗合田、下江黒。玄下江黒集荷所

第 2 投票区••上江黒、千津井、江口、田島。

玄東小体育館

第 3投票区…新里中谷、梅原。玄明和村商工会館

第4投票区••南大島。 亥農構改善センター

第 5投票区••大輪。 古転作促進研修施設

第 6 投票区・・・川俣、須賀。 玄西小体育館

第7投票区…入ヶ谷、矢島、玄大佐貫東光寺
大佐貫。

明
和
村
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
青
山

自
分
の
意
志
で

清
き
一
票
を

投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票
所

に
行
っ
て
自
分
で
候
補
者
の
氏
名
等
を
書

い
て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情

に
よ
っ
て
投
票
日
に
自
分
で
投
票
で
き
な

い
人
な
ど
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。

買
収
や
供
応
が
つ
き
ま
と
い
義
理
人
情
に

惑
わ
さ
れ
て
投
票
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
決
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
度
の
村
議
選
で
は
、
き
れ
い

な
選
挙
の
代
名
詞
で
あ
る
「
贈
ら
な
い
」

「
も
ら
わ
な
い
」
「
求
め
な
い
」
の
三
原

則
を
特
に
遵
守
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

前
回
（
昭
和
五
十
八
年
）
の
村
議
選
で
は

残
念
な
こ
と
に
選
挙
の
鉄
則
で
あ
る
こ
れ

ら
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
、
買
収
容
疑
等

で
多
数
の
選
挙
違
反
者
が
検
挙
さ
れ
、
県

下
で
も
例
の
な
い
遺
憾
な
事
態
が
生
じ
て

いろいろな
投票制度

投
票
日
の
当
日
、
投
票
区
の
区
域
外
で

仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、

や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た
め
、
投

票
区
の
区
域
外
に
で
か
け
て
不
在
に
な
る

予
定
、
病
気
や
出
産
な
ど
で
自
分
で
投
票

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
、
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
期
間
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

＊
期
間
1
1
7

月

2
8日
か
ら
8

月
1

日

し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
こ
の
よ
う
な
不
名
誉

な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
候
補
者
等
の
良
識
あ

る
行
動
が
望
ま
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
有
権
者
の
一

人
ひ
と
り
が
主
権
者
と
し
て

の
自
覚
と
認
識
を
深
め
高
い

喜
市
』
]
]
口

郵便による投票ができる人
（表—①)

法によ 傷病戦

傷病戦者る 援者特別護i 者法
症ま 特別

1 
能の 下両

で項症 級 障害肢‘ 
ま

か た [ A 弟ら は
2 

2 級 の
項 機

症でま 特別項症 1 
等器 臓心

級 の
ヽ

ま 機能 んじ
か た

^ 弟ら は の臓
3 害障呼‘ 

3 級
項 吸

＊
時
間
1
1

午
前
8

時
3
0
分
か
ら
午
後5
時

＊
場
所
1
1

明
和
村
役
場
の
特
設
不
在
者
投

票
所

玄
持
ち
も
の
1
1

投
票
所
入
場
券
•
印
鑑

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
身

体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、

又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る

人
で
障
害
の
程
度
が
一
定
基
準
に
あ
て
は

ま
る
人
に
限
り
ま
す
。
（
表
ー
①
）

郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
、
「
郵
便

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、

そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
期
間
も
考
慮
し
て

お
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。:
 

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
、
自

分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

供
す
る
こ
と
。

—
ー
な
ど
の
飲
食
物
の
提
供
は
、
い

っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
選
挙
事
務
所
開
き
に
、

酒
や
ビ
ー
ル
な
ど
を
提
供
す
る
の
は

違
反
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
普
通
の
お
茶
や
、
お
茶
受

け
て
い
ど
の
菓
子
を
出
す
の
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
特
定
の
候
補
者
の
た
め
に
、

投
票
依
頼
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、

0
0
さ
ん
に
投
票
し
な

い
と
い
う
趣
旨
の
署
名
を
集
め
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。

戸
別
訪
問
し
て
署
名
を
集
め
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
署
名
簿
を
回
覧
す
る

場
合
、
街
頭
で
行
う
場
合
そ
の

他
、
方
法
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
選
挙

に
関
す
る
署
名
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

投
票
所
に
行
っ
て
係
員
に
申
し
出
す
れ
ば

代
理
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
署
名
運
動
〕
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飢
え
た
少
女

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
は
、
も
う
目
の
前
。
子
供
た
ち
の

は
し
ゃ
ぎ
声
が
聞
え
て
く
る
よ
う
で
す
。
で
も
、
少
年
非
行

の
多
く
は
、
こ
の
長
い
休
み
の
間
に
芽
生
え
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
少
年
非
行
は
、
昭
和
五
十
八
年
を
ピ
ー
ク
に
や
や

減
少
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
の
傾
向
と
し
て
女
子
の
非
行
が
増
え
て
い
る
の

で
す
。
か
つ
て
は
犯
罪
を
お
か
し
た
少
年
の
う
ち
、
女
子
の

割
合
は
＿
割
程
度
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
で
は
二
割
近
く

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
万
引
き
を
主
と
し
た
窃
盗
、
女
子

同
士
の
リ
ン
チ
事
件
の
ほ
か
、
中
学
生
売
春
な
と
、
目
を
お

お
い
た
く
な
る
よ
う
な
事
件
で
す
。

そ
し
て
、
非
行
に
走
っ
た
少
女
た
ち
の
ほ
と
ん
と
が
家
庭

の
愛
に
飢
え
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
原
因
か
ら
生
活
が
乱

れ
は
じ
め
、
ズ
ル
ズ
ル
と
深
み
に
は
ま
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
が

大
半
な
の
で
す
。
家
族
の
ふ
れ
あ
い
が
も
て
る
夏
休
み
を
控

え
て
、
家
庭
は
と
う
あ
る
べ
き
か
、
親
は
と
う
す
れ
ば
よ
い

か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
愛
に

も
し
、
ふ
だ
ん
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
や
＼

緊
張
を
ほ
ぐ
す
]

〖
家
族
の
ふ
れ
あ
い

家
庭
は
、
家
族
に
と
っ
て
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
で
す
。
家
族
が
和
や
か
に
話
し
合
っ

た
り
、
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
で
学
校
や
会
社
な

ど
で
受
け
た
精
神
的
緊
張
を
い
や
し
、
明

日
へ
の
活
力
を
蓄
え
る
こ
の
よ
う
な

役
割
が
家
庭
に
は
あ
り
ま
す
。

思
春
期
の
少
女
は
、
男
子
に
比
べ
心
身

共
に
不
安
定
で
す
。
自
分
の
体
が

I
I女

I
I

へ
変
身
し
て
い
く
こ
と
を
わ
ず
ら
わ
し
く

思
っ
た
り
、
人
目
が
気
に
な
る
と
い
っ
た

否
定
的
な
印
象
で
受
け
止
め
る
こ
と
が
多

く
、
”
女
f
I
と
し
て
自
分
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
対
し
て
心
が
揺
れ
動
い
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
微
妙
な
心
の
揺
れ
を
静
め
る

た
め
に
も
、
家
庭
の
役
割
は
重
大
な
の
で

す
。

I
m
'
[
A

、
h
,
r
‘
-

i

明
治
二
十
七
年
七
月
五
日
、
佐
貫
村

大
字
川
俣
に
父
央
、
母
ツ
ネ
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
明
治
三
十
四
年
四
月

同
村
尋
常
小
学
校
（
四
年
制
）
に
入
学

明
治
三
十
八
年
三
月
同
校
卒
業
、
そ
の

翌
四
月
父
が
永
楽
村
（
現
千
代
田
町
）

の
尋
常
小
学
校
長
に
転
じ
た
の
で
、
一

家
と
と
も
に
同
村
舞
木
に
移
り
富
永
村

萱
野
（
現
千
代
田
町
）
に
あ
っ
た
富
永

村
外
ニ
ヵ
村
組
合
高
等
小
学
校
に
入
学

さ
ら
に
同
四
十
年
に
は
旧
制
前
橋
中
学

校
に
入
学
、
単
身
前
橋
の
従
兄
宅
に
寄

食
し
て
通
学
、
第
二
学
年
を
修
業
後
旧

制
太
田
中
学
校
邑
楽
分
校
に
転
校
、
父

の
任
地
高
島
村
大
字
秋
妻
の
父
母
の
も

と
か
ら
通
学
し
た
。

分
校
で
三
年
を
修
業
し
て
か
ら
、
本

校
の
太
田
中
学
校
へ
進
み
、
四
年
、
五

年
と
勉
学
し
同
校
を
卒
業
し
た
。
同
校

卒
業
後
約
一
年
間
代
用
教
員
を
経
験
し

た
あ
と
、
大
正
二
年
十
月
に
上
京
し
、

日
本
橋
の
大
塚
公
証
人
役
場
に
筆
生
と

し
て
勤
務
の
か
た
わ
ら
夜
間
の
予
備
校

に
通
学
す
る
な
ど
、
刻
苦
勉
励
、
幾
多

の
辛
酸
を
な
め
大
正
七
年
三
月
東
京
高

元
・

等
商
業
学
校
(
-
橋
大
）
を
卒
業
、
関

西
系
の
大
商
社
だ
っ
た
神
戸
の
貿
易
会

社
鈴
木
商
店
に
入
社
、
海
外
出
張
員
な

ど
を
務
め
た
後
、
大
正
十
四
年
化
学
繊

維
の
将
来
に
着
目
し
た
同
社
の
重
鎮
金

子
直
吉
の
勧
め
で
帝
国
人
絹
岩
国
工
場

建
設
所
長
と
な
っ
た
。
同
工
場
が
完
成

し
稼
動
を
始
め
た
昭
和
二
年
、
鈴
木
商

店
が
倒
産
、
大
屋
は
三
原
工
場
建
設
の

た
め
つ
く
ら
れ
た
「
第
二
帝
国
人
造
絹

糸
」
の
取
締
役
と
な
っ
た
。

同
社
は
同
十
七
年
に
帝
人
に
吸
収
さ

れ
、
常
務
か
ら
同
二
十
年
十
一
月
社
長

に
就
任
し
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
政
治
に

関
心
強
く
、
戦
後
初
の
同
二
十
二
年
四

月
参
院
選
に
出
馬
し
当
選
（
自
由
党
）

翌
二
十
三
年
社
長
を
辞
任
し
た
。
さ
ら

に
翌
二
十
四
年
政
子
と
結
婚
し
た
。

第
二
次
吉
田
内
閣
の
商
工
相
を
は
じ

め
昭
和
二
十
五
年
ま
で
蔵
相
臨
時
代
理
、

蔵
相
（
兼
任
）
、
運
輸
相
を
歴
任
し
、

蔵
相
臨
時
代
理
時
代
、
円
の
為
替
レ
ー

ト
を
一
ド
ル
三
百
六
十
円
に
決
定
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
間
、
帝
人
は
ア
メ
リ
カ

の
デ
ュ
ポ
ン
社
か
ら
ナ
イ
ロ
ン
の
技
術

\ 

「
帝
人
社
長
」

尤
谷

し
ん浬

一ぞ
二ぅ

麟
．
の
»
＾
総
爛
譴
諏
公
四

身
人

明
五
縁
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社会を明るくする運動

『防ごう非行

助けよう立ち直り』

C？月 1 日から31 日まて）

\ お
互
い
を
思
い
や
る
心
の
交
流
が
十
分
で
一

な
い
と
、
少
女
で
あ
る
が
ゆ
え
の
不
安
定

な
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
学
校
や
友
達

関
係
の
緊
張
を
和
ら
げ
る

I
I場
所
I
Iを
失

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

豆
い
い
”
な
い
〕

非
行
で
補
導
さ
れ
た
少
女
の
家
庭
観
を

み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
家
庭
に
よ
い
印
象

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
▼
家
族
が
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ

で
一
体
感
が
な
い
▼
両
親
が
厳
し
い
▼
両

親
が
か
ま
っ
て
く
れ
な
い
▼
父
親
が
細
か

い
点
ま
で
口
を
出
す
▼
兄
弟
と
比
較
し
て

差
別
す
る
こ
と
が
多
い
。
な
ど
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
愛
に
飢
え
て
い
る
少
女
た
ち

は
、
盛
り
場
な
ど
で
出
会
う
、
み
せ
か
け

の
優
し
さ
や
愛
に
気
を
許
し
て
し
ま
う
、

危
な
い
面
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

〔
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
]

理
解
さ
せ
ま
し
ょ
う

喫
煙
、
飲
酒
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
な
ど
は
、

青
少
年
の
健
康
な
心
身
を
確
実
に
む
し
ば

み
ま
す
。
子
供
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康

の
大
切
さ
を
話
し
て
聞
か
せ
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
に
興
味
を
持
た
せ
た
い
も
の
で
す
。

更
に
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
や
自
動
車

や
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
な
ど
交
通
事
故

に
結
び
付
く
行
為
か
増
え
る
の
も
こ
の
季

節
で
す
。
事
故
に
遭
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

こ
と
を
子
供
に
よ
く
話
し
て
き
か
せ
ま
し

ょ
う
。

〔
：
い
い
い
〕

子
供
に
は
、
イ
ヤ
な
こ
と
一
ゃ
悪
い
こ
と

l

に
ハ
ッ
キ
リ
”
ノ
ー
“
と
言
え
る
強
さ
を

持
た
せ
た
い
も
の
。
悪
い
こ
と
を
許
し
合

っ
た
り
、
い
つ
で
も
行
動
を
共
に
す
る
こ

と
が
本
当
の
友
達
づ
き
あ
い
で
な
い
こ
と

を
子
供
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
り
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

次
代
を
担
う
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、

非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
助
け

る
た
め
、
地
域
に
理
解
と
協
力
の
輪
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

重
点

目
標

五
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,
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I
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ち
に
＇
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＇
“

9

9

9

9

9
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ま
た
、
夏
休
み
の
解
放
感
は
、
や
や
も

す
る
と
子
供
を
夜
遊
び
、
盛
り
場
、
不
良

交
友
、
外
泊
な
ど
へ
と
駆
り
立
て
ま
す
。

親
は
頭
ご
な
し
に
怒
鳴
る
前
に
、
そ
れ
が

ど
う
し
て
悪
い
の
か
、
子
供
と
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
考
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

厄三云咀亘三］
”人不いらわた一―‘
更た幸うんが年地
生ちにち非家の域
へへしに行で非・活
愛のてつ防楽行・動
理罪み止し防・の

嘉解をと °い止・推
解と犯ろ非食と・進
を温しう行事更に
かて゜の゜生・よ

協いし 芽家の・る
カ心ま は庭援・‘
を゜っ 新の助．少

た し談—--J

人

9,500 

9,000 

◇性非行で補導した女子の数の推移（警察市周べ）
9,676 

9,813 

9,402 

9,016 

ーーぷ·-

一．i: •閾奮に歪一よ、で
子供はのびのびと明る＜育てよう．／

当時の

大谷

• 
を
導
入
し
た
ラ
イ
バ
ル
東
洋
レ
ー
ヨ
ン

に
大
き
く
引
き
離
さ
れ
た
の
で
、
政
界

を
引
退
、
同
三
十
一
年
社
長
に
復
帰
、

直
ち
に
英
国
の
I
C
I

社
か
ら
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
を
導
入
、
レ
ー
ヨ
ン
中
心
の
生

産
か
ら
合
繊
へ
の
転
換
を
果
た
し
再
建

に
成
功
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
代
に
入
る
と
繊
維
だ

け
で
な
く
、
石
油
化
学
へ
、
さ
ら
に
石

油
資
源
開
発
へ
と
飛
躍
、
昭
和
四
十
五

年
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
・
イ
ラ
ン
の
試
掘
、
探
鉱
に
投
資
。

パ
ピ
リ
オ
の
買
収
に
よ
る
化
粧
品
分
野

晋 氏

へ
の
進
出
、
ヤ
ナ
セ
自
動
車
か
ら
の
権
利

譲
渡
に
よ
る
ポ
ル
ボ
自
動
車
の
販
売
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
牧
畜
経
営
な
ど
多
角
化

を
す
す
め
、
政
界
で
の
活
躍
を
除
い
て

通
算
二
十
六
年
社
長
を
つ
と
め
た
。

昭
和
五
十
五
年
三
月
、
東
京
都
世
田

谷
区
等
々
力
の
自
邸
で
病
没
。
年
八
十

五
歳
。
没
後
生
前
の
功
に
よ
り
正
三
位

に
叙
せ
ら
れ
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
を
授

与
さ
れ
た
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
・
西
ド
イ

ツ
・
イ
ラ
ン
か
ら
も
勲
章
を
贈
ら
れ
た
。

（
文
中
敬
称
略
）



昭和62年 7 月 10 日 広 報 め い わ 第310号 (6) 

夏の県民交通安全運動… 7 月 1 日～15日
「安全は、目から耳から心から」をスローガン

に、 7 月 1 日から 15 日までの 15 日間、夏の県民総

ぐるみ交通安全運動が展開されています。夏の暑

さからくる疲労、気のゆるみ、レジャー交通の増

加など、夏特有の交通事故の多発する時期です。

これを機に交通安全を徹底し、正しい交通マナー、

交通ルールを守って事故防止に努めましょう。

村
で
は
、
七
月
一
日
付
（
任
期
二
年
）

で
次
の
人
を
明
和
村
結
婚
相
談
員
に
委
嘱

し
ま
し
た
。

相
談
員
は
独
身
者
の
み
な
さ
ん
の
期
待

に
添
う
よ
う
親
身
に
な
っ
て
、
結
婚
全
般

に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

こ
と
で
す
の
で
、
慎
重
に
、
そ
し
て
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。

氏
名
選
出
区
分

〇
砂
賀
光
男
（
斗
合
田
）

0

二
十
里
功
（
下
江
黒
）

〇
丸
山
紋
一
（
上
江
黒
）

0

立
岡
ぢ
ゃ
う
（
千
津
井
）

0

今
成
嘉
一
郎
（
江
口
）

〇
奈
良
長
松
（
田
島
）

0

岡
安
栄
（
南
大
島
）

〇
帆
足
治
男
（
南
大
島
）

新
再新再新新再新再・

再

結
婚
柑
談
員
に
2
3人
を
委
嘱

独
身
者
に
良
縁
を

0
関
ロ
キ
ヨ

0

大
津
秀
雄

0

吉
永
五
三
次

0

藤
野
清
吉

0

荒
川
春
子

0

松
本
松
男

0

金
子
操
治

0

大
野
茂
次

〇
鯉
沼
利
三
郎

（
新
里
）
再

（
中
谷
）
再

（
梅
原
）
新

（
川
俣
）
新

（
須
賀
）
新

（
大
輪
）
新

（
入
ケ
谷
）
新

（
矢
島
）
再

（
大
佐
貫
）
再

〔
以
上
区
推
せ
ん
〕

（
助
役
）
再

食
生
活
改
善
に
貢
献

江
森
政
美
さ
ん
ら
が
受
賞

食
生
活
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
グ

ル
ー
プ
「
群
馬
県
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
明
和
分
会
」
会
長
、
薗
田
そ
も

さ
ん
、
会
員
2
6人
）
」
は
、
優
良
分
会
と

し
て
、
ま
た
、
同
会
員
の
江
森
政
美
さ
ん

（
功
労
賞
と
努
力
賞
）
、
奈
良
原
キ
ク
ノ

さ
ん
（
地
区
功
労
賞
）
、
内
山
利
子
さ
ん

（
努
力
賞
）
の
三
人
は
、
優
良
会
員
と
し

て
、
こ
の
た
び
群
馬
県
同
協
議
会
長
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
積
極
的
に
滅
塩
食
研
究
な
ど

食
生
活
の
改
善
に
努
め
、
そ
の
実
践
活
動

に
創
意
工
夫
を
も
っ
て
他
の
模
範
と
な
る

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

〇
地
区
功
労
賞
1
1

十
年
以
上
、
地
区
住
民

の
食
生
活
改
善
に
努
め
、
会
の
設
立
、
運

営
に
献
身
的
に
活
躍
し
た
者
に
贈
ら
れ
る

所
長

0

関
口
浅
次

所
長
代
理

0

新
井
初
太
郎
（
千
江
田
農
協
長
）
再

，ニ

、;-•.,._ 

• 

0

坂
上

0

江
原

0

瀬
下

0

小
林

貞
雄
（
明
和
村
農
協
長
）
再

薫
（
社
会
福
祉
協
議
会
長
）
再

恒
男
（
同
副
会
長
）
再

政
介
（
同
）
再

〔
以
上
知
識
経
験
者
〕

（
敬
称
略
）

結
婚
相
談
所
に
つ
い
て
の
詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
経
済
課
（

f
f
闘31
1
1

内
線
5
2
)にお

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

圏
功
労
賞
1
1

県
協
議
会
理
事
と
し
て
二
期

以
上
、
地
区
組
織
の
育
成
と
貢
献
し
た
者

に
贈
ら
れ
る
。

圏
努
力
賞
1
1

会
主
催
に
よ
る
各
種
コ
ン
ク

ー
ル
五
回
以
上
応
募
し
て
い
る
者
に
贈
ら

れ
る
。

9

9

9

9

,

'

 

前
列
右
か
ら
、
薗
田
そ
も
、
森
栄
養
士
（
館
｛

林
保
健
所
）
、
江
森
政
美
、
後
列
右
か
ら
、
奈
~

良
原
キ
ク
ノ
、
内
山
利
子
〔
敬
称
略
〕
｛

政
子

向
こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

短
遠
富
士
支
部

う
ら
ら
陽
の
春
め
く
四
温
種
ぉ
ろ
す
去
年

の
日
気
に
し
つ
日
記
め
く
れ
り野

本
み
ね
子

啄
む
を
忙
し
き
野
鳩
の
降
り
飛
び
て
明
日

を
予
告
か
初
雪
の
積
る
原
口
文
江

吾
子
の
た
め
生
命
燃
や
し
つ
つ
生
き
て
来

ぬ
肩
の
軽
さ
が
う
ら
淋
し
か
り奈良

照
子

懐
し
き
も
の
に
逢
ひ
た
る
思
ひ
も
て
た
だ

一
輪
の
紅
梅
に
見
入
れ
り
原
口
美
津
子

ま
ど
ろ
み
に
ゆ
り
か
ご
揺
ら
す
願
ひ
逢
め

．
つ
る

無
き
女
は
美
は
し
く
唄
ふ
福
田
初
江

背
丈
伸
ぶ
母
子
ら
し
き
か
バ
ス
停
に
や
さ

く
る
ま

し
く
う
な
が
し
陽
光
園
車
待
ち
い
る

泉
田

誓
｀
い
て
／

生
し
て
い
ま
す
。
特
に
交
差
点
で
の
事
故

が
目
立
ち
ま
す
。
そ
れ
も
見
通
し
の
良
い

場
所
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

あ
な
た
は
「
見
通
し
が
い
い
か
ら
止
ま

ら
な
く
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ
う
」
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
甘

え
が
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
甘

え
は
禁
物
。
交
通
ル
ー
ル
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
い
つ
で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
忘
れ
ず
に
。



(7) 

＊
対
象
1
1

一
般
男
女
(
3
0
歳
か
ら
6
0歳

ぐ
ら
い
ま
で
）

＊
期
日
1
1

毎
月
一
回
、
日
曜
日

(
8月

\
3

月
の
間
）

＊
場
所

1
1

社
会
体
育
館
ほ
か

＊
参
加
費
1
1

六
0
0
円

＊
内
容
1
1

「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
、
「

チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
」
、
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
」
、
「
歩
け
歩
け
」
、
「
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
」
、
「
体
カ
テ
ス
ト
」
、
「
ジ

ョ
ギ
ン
グ
」
等

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
7

月

3
0日
ま
で
に

社
会
体
育
館
(
6闘
4
6
2
6
)
へ

象
1
1

村
内
事
業
所
単
独
で
編
成
し

た
チ
ー
ム

＊
期
日
1
1
8

月

3
0日
⑪

＊
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
参
加
費
1
1

三
、0
0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
8

月

2
0日
ま
で
に

社
会
体
育
館
(
6闘
4
6
2
6
)
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

-

l

 

第310号

全
国
｛
登
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

県
大
会
結
果
（
東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
）

F
 

B

I
J
ー
グ
過

（
経ズ
中一途戊単

ヵ
グ

)_ ' 
●
ー
ノ

田
奪
争
J

合
旗
グ

斗
会
一

・
協
リ

B

ル

C
B

ロ
ボ
工
ト
ぅ
フ
ヽ

、
ー
ノ
ノ

ヽ

A

リ
ー
グ
回

/\ 

3
 

ぅ
第
まゃまヽ、’しだた

がトップ．I
〔A リーグ〕

＊
対 事

業
所
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

広 報

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集

め い

象
1
1

明
和
村
在
住
・
在
勤
者
。

（
ダ
ブ
ル
ス
）

＊
期
日

1
1
8
月
2

日
⑪

＊
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
参
加
費
1
1

一
組
一
、
0
0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
7

月

2
6日
ま
で
に

社
会
体
育
館
(
6闘
4
6
2
6
)
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
対

村
民
野
球
大
会
結
果

わ

参
加
者
募
集

昭和62年 7 年10 日

図邪

村
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

l l 翌

情報
結果

l

ｭ

情
＜
連

、
せ
こ

果
寄
で

結
お
ま

の
し
係
。

等
ど
報

会
し
広

大
ど
。

種
を
い

各
等
さ
を
報
だ
絡

-

l

 

大
泉
町
少
年
野
球
交
流
大
会
結
果

＼
ー
）群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

軟
式
野
球
交
流
大
会

邑
楽
郡
予
選
大
会
結
果

含
一
位
1
1

「
明
和
東
JB
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
」
チ
ー
ム
。

※
主
催
1
1

千
代
田
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

期
日
1
1
5

月

3
0
.
3
1
日
。
出
場
チ
ー
ム1
1
5

。

＊
準
優
勝
1
1

「
明
和
東
JB
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
」
チ
ー
ム
。

※
主
催
1
1
大
泉
町
少
年
野
球
連
盟
。
期
日

1
1
6

月
7

日
・

1
4日
。
出
場
チ
ー
ム1
1
1
6
0

玄
優
勝
1
1

「
新
里
（
監
督
、
吉
田
保
男

さ
ん
）
」
チ
ー
ム
。
※
昨
年
優
勝
の
明
和

ス
ワ
ロ
ー
ズ
を

2
2
1
7と
敗
り
、
初
優

勝
を
飾
る
。

六
準
優
勝
1
1

「
明
和
ス
ワ
ロ
ー
ズ
（
監
督

原
口
晃
さ
ん
）
」
チ
ー
ム

含
二
位
1
1

「
ク
ラ
シ
ャ
ー
ズ
（
監
督
、

佐
藤
佳
延
さ
ん
）
」
チ
ー
ム

玄
三
位
1
1

「
フ
ァ
ニ
ー
ズ
（
監
督
、
島

田
高
志
さ
ん
）
」
チ
ー
ム

玄
主
催
1
1

村
体
育
協
会
。
期
日1
1
5

月

3
1

日
・

6

月
7

日
。
出
場
チ
ー
ム
1
1
1
0
0

＊
代
表
決
定
戦

赤
羽
ク
ラ
ブ
麒2
1
1

明
和
ク
ラ
ブ

9

し

※
「
明
和
ク
ラ
ブ
（
代
表
、
塚
原
あ
き

チーム名 勝敗 敗数
引分

勝点 順位
け

やまう漬物 4 

゜
8 1 

田 島 3 1 6 2 

新 里 2 2 1 5 3 

日東製器 2 2 1 5 3 

須賀ソフト 2 1 4 5 

千津井イチ 2 2 4 5 

大ライオン輪ズ 2 2 4 5 

川俣愛好会

゜
3 

゜
8 

上江黒

゜
4 

゜
8 

※いずれも 6 月 16 日現在

チーム名 勝数 敗数
引分

勝点 順位
け

江口 B 4 1 8 1 

斗合田 4 

゜
8 1 

リカーズ 4 1 8 1 

中 父ロ 3 1 6 4 

スナガ R 2 2 4 5 

江口 A 1 3 2 6 

千津井カッ

゜
3 

゜
7 

矢 島

゜
3 

゜
7 

江東プラ

゜
4 

゜
7 

よ
さ
ん
）
」
。

＊
二
回
戦
、
剥
柚

東
友
ク
ラ
フ

2

ー

0

つ
く
し
月

伏
け

※
「
つ
く
し
（
代
表
、
折
原
政
子
さ
ん
）
」

オ
ー
ル
板
倉
2
|
O
M
V
A
C

柑日n"" 

•
し

※
M
V
A
C

（
代
表
、
阿
部
利
江
さ

ん
）
」

ヽ

赤
羽
ク
ラ
ブ
“
2
|
0キ
ャ
ノ
ッ
愛
鱈

※
「
キ
ャ
ッ
ツ
愛
（
代
表
高
根
沢
あ

き
子
さ
ん
）
」

＊
主
催
1
1

県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
ほ
か
。

期
日
1
1
6

月

1
4日
。
出
場
チ
ー
ム
1
1
1
4
0

東
毛
（
館
林
・
邑
楽
）
大
会
結
果

0
A
ブ
ロ
ッ
ク

＊
一
位
1
1

「
明
和F
C

（
監
督
、
落
合

康
秀
さ
ん
）
」
チ
ー
ム
。

圏
C

ブ
ロ
ッ
ク

*
―
回
載
館
林
少
年
1
1
|
0明
和
西

「
明
和
西
（
監
督
、
恩
田
久
さ
ん
）
」

チ
ー
ム
。

※
主
催
1
1

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
。
期
日

1
1
6

月

7
.
1
4日
。
出
場
チ
ー
ム
1
1
1
6
0

/ 

群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー

\ 
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深めた親子のふれあい

広報係では話題を

募集しています。

どしどしご連絡を。
合 (84) 3 1 1 1 

来 年 が

中
央
幼
稚
園
で
は
、
六
月
十
四
日
⑪
、
園
児
と
保
護
者

が
一
緒
に
な
っ
て
小
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
主
に
父
親

が
参
加
。
こ
れ
は
一
層
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う
と

例
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
今
年
で
五
回
目
。

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
や
デ
カ
パ
ン
競
技
な
ど
1
0種
目
の

ユ
ニ
ー
ク
な
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
、
種
目
種
目
に
親
子
の

和
や
か
な
笑
い
声
が
園
庭
い
っ
ぱ
い
に
響
き
、
ど
の
子
供

た
ち
の
顔
も
楽
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

楽 し み
さ

このほど大佐貫の福田藤一さんは趣味で挿し木

した約 lm のつばきの苗木百本近くを西小学校に

寄贈しました。さっそく同校では、教職員と PT

A 役員（会長、細田正佳さん） 30人が、裏校舎の

整備されたばかりの校庭東側に植樹。 「来年が楽

しみです」と 3 時間ほど汗を流しました。

老人 ・婦人が村長と語る

中央公民館事業の一環として開講している「寿

学級」、 「婦人学級」の学級生70人は、 6 月 26 日

奈良丑松村長を招いて村の情勢について語り合い

ました。 「信号機を設置してほしい」、「教育問題」

、「下水溝の整備」などの意見要望に対して村長が

解答。するどい質問に村長も本議会さながらです。

かと思うと昔のエピソードもとび出すなど会場は

爆笑のうず 。終始和やかに進められ有意義な

3 時間を過ごしました。

水確保 に ひ と 苦労

全国的にカラカラ天気が続いています。ここ10

年間にはない現象だとのこと。田植えを迎えた農

家では、水田への取水にひと苦労です。地域によ

っては排水路をセキ止め、その水をポンプアップ

したり、遠い水路から長々とホースで水確保に懸

命です。 「ほぼ用水路は整備されているので平年

ですと自然と入るのですが、何んせ水、そのもの

が少ないのではケンカになりませんね。雨のめぐ

みを祈るしかないですね」と苦笑する農家。
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梅原、 納税 31 年連続完納

6 月 26 日、中央公民館会議室で昭和61年度村税

完納表彰式が、 16納税組合長、館林税務署長、館

林財務事務所長、村議会議長ら 20人ほどが出席し

て行われました。

式では、村長式辞、来賓祝辞等が行われ、それ

ぞれ「納税完納に努力され、 61年度もりっぱな成

績を収められました。これも列席のみなさまをは

じめ、村民各位の税に対するご理解ご協力のたま

ものです。おめでとうございました。」との趣旨

のあいさつ。村長から感謝の意をこめて一組合を

除く全納税組合長に表彰状と金一封が贈られまし

た。

受賞組合を代表して31年連続完納果たした恩田

義雄梅原組合長が謝辞を行い式を終了。連続完納

記録は、梅原31年、入ヶ谷28年、田島27年、斗合

田 24年、下江黒23年と続きます。 （以下表参照）

昭和61年度組合別納税額及び完納回数

よ
収入済 額 連 続

組合員 税 額 完納回数

斗合田 85人 22,964,370 円 24 回

下江黒 82 22,512,620 23 

上江黒 132 25,643,470 15 

千津井 138 29,684,840 

゜江 口 147 31,776,620 17 

田 島 139 28,104,210 27 

南大島 305 56,051,360 10 

新里 276 46,975,270 5 

中 公ロ 191 30,980,830 1 1 

梅原 222 36,653,690 31 

川俣 113 18,297,750 20 

須賀 115 23,324,560 15 

大輪 215 34,523,690 1 

入ヶ谷 32 6,643,810 28 

矢島 162 31,576,040 20 

大佐貫 155 25,647,990 , 
計 2,509 471,361,120 

0対象とした税｛ ●村（県）民税●軽自動車税
•国民健康保険税●固定資産税

ボールは、 しっかりにぎる…

村
教
育
委
員
会
主
催
の
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が
六

月
七
日
を
皮
切
り
に
の
べ
十
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
て
い

ま
す
。
希
望
で
募
っ
た
小
学
中
・
古
向
年
生
二
0
人
ほ
ど
が

参
加
。
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
審
判
部
の
み
な
さ
ん
が
交

替
で
、
ボ
ー
ル
の
受
け
方
、
投
げ
方
な
ど
の
基
本
を
指
導
。

併
せ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
マ
ナ
ー
も
大
事
と
心
の
向
上
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
少
女
た
ち
の
必
死
に
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
る
姿
は
と
て
も
美
し
く
み
え
ま
す
。

「新里」 チーム、

初裂匂
図邪⑰仔

籾優勝

第30回村民野球大会は、新里チーム（監督、吉

田保男さん）が初優勝を飾りました。 10チームが

出場。決勝は昨年優勝の「明和スワローズ」チー

ム。接戦かと思いきや22対 7 と以外な大差。 「実

力とチームワークの勝利です」と喜こびを語る新

里ナイン。 （％．％日。利根川総合運動場）
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唖
篠
原
幹
男
さ
ん
（
下
江
黒
）
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
事
業
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
三

万
円
を
村
同
団
本
部
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

圏
増
尾
匡
史
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
十
万
円

を
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

H

本
国
籍
の
取
得

国
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
6
0年
1

月

1

日
か
ら
改
正
法
施
行
前
に
外
国
人
父
と

日
本
人
母
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
の
国
籍

取
得
の
届
出
に
必
要
な
条
件
な
ど
は
次
の

4
つ
で
す
。

①
4
0
年1
月
1

日
か
ら
5
9
年
1
2
月
末
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
こ
と

届
出
に
よ
る

ご
存
じ
で
す
か

児
童
手
当
制
度
は
、
昭
和
6
1
年
に
大
幅

改
正
さ
れ
、
児
童
手
当
の
対
象
範
囲
を
三

番
目
の
子
か
ら
、
二
番
目
の
子
ま
で
に
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
三
年
間
で
対

象
年
齢
が
段
階
的
に
変
わ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
そ
の
二
年
目
に
当

た
り
、
次
の
子
ど
も
が
児
童
手
当
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
番
目
の
子
1
1
5
8
年
4

月
2

日
以
降
に
生

ま
れ
た
子

三
番
目
の
子
1
1
5
3
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子

も
し
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
が
児
童
手

当
の
対
象
で
、
届
け
出
が
ま
だ
だ
っ
た
り

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役

場
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
‘
一
一
番
目

の
子
ど
も
も
対
象
に

”
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
“

発
売
さ
れ
ま
す

＊
予
約
期
間

7

月
1
5
日1
7

月
2
4
日

＊
賞
金

1

等
5
0
0
0

万
円

1

等

前
後
賞
8
0
0
0

万
円
特
別
賞
に
デ

ラ
ッ
ク
ス
カ
ー

(
8
0
0万
円
）
フ
ァ
ミ

リ
ー
カ
ー

(
3
0
0万
円
）
が
当
る
”
~

＊
申
込
方
法
1
1
7
月
1
5
日
の
新
聞
に
発
表

に
な
り
ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
豊
か
な
住
み
よ
い

街
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す

宝
く
じ
」

が

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

②
日
本
国
民
で
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と

③
出
生
の
時
に
母
が
日
本
国
民
で
あ
っ
た

こ
と④

母
が
現
に
（
ま
た
は
母
の
死
亡
の
時
に
）

日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

＊
届
出
期
間
1
2
月
3
1
日
ま
で
に
限
る

＊
届
出
先
日
本
に
住
所
を
有
す
る
と
き

は
、
そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
法
務
局

ま
た
は
地
方
法
務
局
。

外
国
に
住
所
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の

国
に
あ
る
在
外
公
館

玄
届
出
人
1
5
歳
以
上
の
と
き
は
、
本
人

1
5
歳
未
満
の
と
き
は
、
親
権
者
、
後
見

人
な
ど
の
法
定
代
理
人

な
お
、
添
付
書
類
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

最
寄
り
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
ま
た
は

在
外
公
館
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家
で
は
、
恒
例

の
「
や
ぐ
ら
組
み
に
挑
戦
し
よ
う
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

＊
期
日
8
月
2
2
日
山
＼
2
3
日
⑪
ー

泊
2
日
(
2
2
日
の
受
付
は
午
前
9

時
か

ら
、
2
3
日
の
終
了
は
午
後
3
時
）

＊
対
象
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
と
そ

の
保
護
者
一
五
0
名

＊
経
費

1

人
当
た
り
2
0
0
0

円

＊
携
行
品
上
履
き
用
運
動
靴
、
運
動
靴

運
動
着
、
帽
子
、
軍
手
、
水
筒
、
雨
具

着
替
え
用
下
着
、
洗
面
用
具
、
筆
記
用

具
、
か
い
中
電
灯

＊
申
し
込
み
方
法
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話

で
8
月
1
7
日
⑪
ま
で
に
県
立
東
毛
少
年

自
然
の
家
〒
3
7
_
2
3
新
田
郡
薮
塚

本
町
大
字
薮
塚
3
6
5
7
(
6
0
2
7

7
1
7
8
1
5
6
6
6
)へ

村 の —S • き

「
や
ぐ
ら
組
み
に

挑
戦
し
ょ
う
」

19 日

水建係混農経福住第税

道 業政祉一
設委済民務
係員｛系係係

長課長会長課長諜長課

須薗江堀木
永田森口村

）
は
前
職

ｷ ----------~ -- -—— 
ヘヘ—-~ -

役
場
人
事
異
動

〔7
月
1

日
付
〕
（

利
男
（
疇
業
委
員
騎
）

正
敏
（
醗
注
叫
）

勝
也
（
這
』

a
x係
紅
）

征
邦
（
呻
心
国
虹
）

覧
一
（
畔
賢
贔
）

〔
敬
称
略
〕

-----------------------------------------

7 月

12 日

13 日

17 日

19 日

19 日

21 日

ろ
っ

危険物収集（金属）

村議選立候補予定者等打合会

青少年健全育成連絡会義

危険物収集（ガラス・セトモ

ノ・乾電池）

第32回ママさんバレーボール

大会

郡夏季ソフトボール大会

体育施設利用団体協議会

24·25 日少年野球、少女ソフトボール

大会

村議会議員選挙告示28 日

8 月

2 日 村議選投票日

※予定ですので変わることもあります。
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採
用
試
験

特
別
展
「
甦
る
幕
末
·
写
真

特
別
展

合
座
「

消
防
官
募
集

東
京
消
防
庁

東
京
都
の
消
防
業
務
に
従
事
す
る
東
京

消
防
庁
消
防
官
の
募
集
で
す
。

＊
受
験
資
格
昭
和

3
5年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
4
5年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子
（
大
学
卒
業
者
及
び
大
学
卒
業
見

込
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

＊
申
込
期
間
9

月
1
日
か
ら
8
日
ま
で

＊
申
込
先
〒
1
0
0
東
京
都
千
代
田
区
大

手
町
一
丁
目
3
番
5
号
東
京
消
防
庁

人
事
部
人
事
課
採
用
係
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験

消
防
設
備
士
試
験
が
、
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

＊
日
時
8
月

3
0日
午
前

9

時
開
始

＊
場
所
前
橋
市
立
工
業
短
期
大
学

＊
受
付
期
間
7
月
2
1
日
＼
7
月
3
0日

＊
願
書
申
込
先
館
林
消
防
本
部

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

消
防
本
部
(
6
7
2
|
3
1
7
1
)
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
家
公
務
員

昭
和
6
2年
度
国
家
公
務
員
採
用
I
I
I種
（

税
務
）
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

＊
受
験
資
格
昭
和
4
2
年
4
月
2

日
か
ら

昭
和
4
5年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
＊
受
付
期
間
7
月
1
5
日
ま
で

＊
試
験
日
第
1
次
試
験

1
0月
4

日
⑪

第
2
次
試
験
1
1月
中
旬
1
1
1月
下
旬
の

う
ち
指
定
す
る
日

玄
試
験
地
前
橋
市
・
熊
谷
市
ほ
か

＊
合
格
発
表
第
1
次

1
1月
4
日
困

▼
最
終
発
表
1
2月
1
6日
因

玄
採
用
日
昭
和

6
3年
4

月
1
日

※
そ
の
他
、
詳
細
は
館
林
税
務
署
(
6⑫

4
3
7
3
)
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
甦
る
幕
末
（
写
真
展
）
」

＊
名
称

展
」

＊
期
日
7
月

2
5日
山
＼
8

月

3
0日
⑪

月
曜
日
休
館

＊
会
場
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

＊
開
館
時
間
午
前
9
時

3
0分
＼
午
後
5

◇企画展◇

「群馬の昆虫」ご案内

7 月 12 日（日）～ 8 月 30 日（日）

月曜日は休館

〇午前 9 時30分～午後 5‘峙

（入館は午後 4 時30分まで）

0凛立自然科学資料館

ft O 2 7 4 -62 -2 0 4 2 

国
有
林
の
分
収
育
林

前
橋
営
林
署
で
は
、
「
緑
の
オ
ー
ナ
ー

（
分
収
育
林
）
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
植
林
後
2
0
1
3
0
年
経
過
し
た
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
を
対
象

＊
一
口
5
0万
円
で
何
口
で
も
可

＊
伐
採
し
た
際
の
収
益
を
出
資
に
応
じ
て

配
分
す
る
。

＊
対
象
地
北
群
馬
郡
小
野
上
村
大
字
小

野
子
「
子
持
山
国
有
林
」

※
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
橋
営

林
署
(
6
0
2
7
2
ー

3
2
_
0
0
8
8
)

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

オ
ー
ナ
ー
に

あ
な
た
も

I
I緑
“
の

建
設
業
を
営
む
方
、
お
よ
び
建
設
現
場

で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
作
っ
た
「
建
設
業

退
職
金
共
済
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
3
9年
に
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
よ
り
作
ら
れ
た
制
度
で

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
一
般
の
退
職
金
の

よ
う
に
労
働
者
が
事
業
所
を
や
め
た
時
支

払
わ
れ
る
退
職
金
で
な
く
、
建
設
業
と
い

ぅ
―
つ
の
業
種
の
中
で
働
く
限
り
、
事
業

所
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
全
部
を
通
算
し
て

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
建
設
業
界
ぐ

る
み
の
退
職
金
制
度
で
す
。

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
か
ら
、
確

実
、
安
全
で
あ
り
、
極
め
て
有
利
な
利
回

り
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
1
2
万
の
事
業
主
、1
6
5
万

人
の
労
働
者
が
こ
の
制
度
に
加
入
し
、
退

職
金
の
積
立
て
が
行
わ
れ
、
す
で
に
4
0万

人
の
労
働
者
が
退
職
金
を
受
け
取
り
、
そ

の
額
は
7
8
2
億
円
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
〒
3
7
1
前
橋
市
元
総
社
町
2

—

5

ー

3
群
馬
県
建
設
会
館
内
建
退
共
群
馬

支
部
(
6
0
2
7
2
1
5
2
_
1
6
6
9
)

へ

建
設
業
関
係
の
皆
さ
ん
／
．

ご
存
じ
で
す
か

時
（
入
場
は
4
時
3
0分
ま
で
）

＊
内
容
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
大
学

で
発
見
さ
れ
た
幕
末
を
撮
影
し
た
写
真

2
5
0
枚
を
展
示
し
、
激
動
期
の
日
本
を
鮮

か
に
甦
ら
せ
る
。

固
定
資
産
税
、
国
民
年
金
、
水
道

使
用
料
で
す
。

2
8日
明
和
村
役
場

2
9日
明
和
農
協
第
一

3
0日
東
部
児
童
館

0

会
0

期
〇
受

0

会

今 場

0

日
時

人
権
・
行
政
・
心
配
i
J
と
相
談

場付

月
の
納
税

7

月

1
5日

後
3
時

役
場
会
議
室

日

8

月
認
日
困

午
後
1

時
か
ら
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児

健
診

0

会

場

0

日
時 健

康
一
番
検
診
は

7
月
1
6
日
午
前
9

時
3
0分

1
1
0時
3
0分

8
月
4
日
午
後
1

時
1
2

時

保
健
セ
ン
タ
ー

※ワ月は「愛の血液助け合い運動」です。 血献の愛
l
つ救をちのしヽ

ヽ
ヽ

午
前
1
0時
1

午

健
康
相
談

検
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
大
き
な
安
心
ー

梅
原
・
太
田
杉
野
さ
ん
の
作
品

進
ん
で
受
け
よ
う
／
．
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村の人口

7 月 1 日現在

世帯数 2,555戸

人口総数 10,288人

男 5,153人

女 5,135人

(6 月中の動き）

出生13人 死亡 9人

転入20人 転出20人

二： 館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田

日 明和地区

7 月 19 日
根岸医院後藤謝医院 館林医院 館林地区が

曜
合 (72) 3262 合 (72)3975 後藤（康）医院合（72)3975 云 (74)2112 担当します

7 月 26 日
古屋（伺医院小倉医院 後藤圏医院合 (72) 0134 寺内医院 小西医院

当
合 (63)6161 ff (72) 0606 上野医院合（72)3330 合 (72)3031 合 (86)2261 

8 月 2 日
佐々木医院大神医院 森下医院ff(73) 7776 礫川堂医院 増田医院

番
合 (62)2623 ff (62) 2200 清河堂医院合（72)3070 合 (74)0184 ff(82)2255 

8 月 9 日
真中医院川田（旬医院 安楽岡医院合 (72) 0572 永寿堂医院 竹越医院

医
合 (72) 1630 合 (72)3314 大島診療所 ff (77) 1503 合 (72)4469 云 (84)3137 

8 月 16 日
横田医院川村医院 海宝医院 橋本医院
合 (72) 0255 合（72)1337 大石医院合（74)2362 合 (74)0811 合 (82)1150 

芦
⑲ 

川た
田
島
・

□豆
戸
]
の
長
女

（
二
歳
八
ヵ
月

端旦

芙み

戸か
: 

「長女なのでわがままなところがあります。好

奇心おう盛でいたずらっ子。鏡台からクリームを

取り出し顔につけたり、とてもおしゃまなんです

ょ。健康ですくすく成長してほしいです」

さん。

と

母
の
手
で
…

I
I

全
国
的
に
カ
ラ
カ
ラ
天
気
が
続
い
て
い

ま
す
。
矢
木
沢
ダ
ム
を
は
じ
め
、
利
根
川

水
系
六
つ
の
ダ
ム
で
は
、
軒
並
み
平
年
同

時
期
最
底
の
貯
水
率
を
記
録
。
平
均
貯
水

率
は
二
0
％
台
と
平
年
時
の
三
分
の
一
以

下
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
群
馬
県
渇
水
対
策
本
部
で
は
、

現
在
三
0
％
の
取
水
制
限
を
実
施
。
農
業

用
水
は
合
理
的
な
水
利
用
の
推
進
、
都
市

用
水
（
飲
料
水
用
等
）
は
節
水
を
呼
び
か

け
る
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

雨
が
な
く
、
こ
の
ま
ま
の
状
熊
が
続
き

ま
す
と
、
水
使
用
量
が
ピ
ー
ク
と
な
る
夏

期
を
迎
え
、
一
層
水
不
足
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
徹
底
し
て
、
水
の
有
効
利
用
、

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

水
不
足
深
刻
／
．

節
水

四

I
I幼
い
命
を
守
ろ
う

邪は、

` 

6 月の

救急車出動回数
•交通事故 3 件

●急病 6 件

•その他 2 件

●言t 11 件

こわいそ、 9

夏
に
な
る
と
、
海
や
川
に
行
く
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
水
難
事

故
に
は
十
分
気
を
つ
け
た
い
も
の
。
特
に
夏
休
み
の
時
期
は
毎
年

子
供
の
水
の
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。

全
国
で
昨
年
一
年
間
の
＂
水
の
犠
牲
“
に
な
っ
た
中
学
生
以
下

の
子
供
は
四
百
六
十
九
人
。
こ
の
う
ち
、
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の

三
ヵ
月
間
に
、
全
体
の
六
割
近
い
二
百
六
十
七
人
が
生
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。

群
馬
県
下
で
は
、
▽
発
生
十
五
件
。
う
ち
、
死
者
十
三
人
、
行

方
不
明
一
人
、
救
助
三
人
と
い
う
状
況
で
す
。
館
林
警
察
署
管
内

で
は
一
件
発
生
、
一
池
に
落
ち
て
幼
い
生
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

◎
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見
か
け
た
ら
、
進
ん
で
、

「
危
な
い
か
ら
や
め
な
さ
い
」
の
ひ
と
声
を
か
け
て
注
意
す
る

”
一
声
運
動I
Iを
進
め
ま
し
ょ
う
。

◎
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び
に
行
か
な
い
よ
う
に
、
ふ
だ

ん
か
ら
子
供
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず
大
人
が
同
行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

A

つ

氏
名

柏
木
瑠
美

野
本
順
子

永
野
良

瀧
口
薫

吉
田
公
道

内
山
綾

中
村
由
樹
子

神
谷
元
気

坂
上
奈
緒
美

松
本
智
也

新
井
裕
美
子

阿
部
恵
美

吉
永
真
奈
美

氏
名

牛
久
保
耕
作

吉
永
き
み
子

小
磯
茂

小
松
原
と
く

北
條
昭
彦

野
中
政
市

増
尾
ふ
さ

坂
登
威
夫

籐
野
―
二

1
1

お
く
や
み

l
I

保
護
者

清
隆

敏
夫

晃
好

清
次

保
男

恵
司晋明

人
祐
次

敏
幸

和
明

定
造巧

続
柄

二
女

二
女

三
男

二
男

長
男

長
女

二
女

長
男

二
女

長
男

―
―
女

三
女

長
女

年
齢
世
帯
主

6
2
源
吾

3
6
六
郎

7
0
勝
男

7
3
静
夫

2
8
圭
介

5
7
一
雄

9
0
匡
史

4

橋
爪

6

金
―
―
-

6
2
静
枝

梅大江大中須下大新田梅千梅地
江津

原輪口鯰谷賀黒輪里島原井原区

妬％昂％ % % % % ％脇脇妬％閥

地
区
睛
此

上
江
黒
％

梅
原
％

南
大
島
％

南
大
島
％

新
里
％

江
口
％

南
大
島
％

矢
島
％

千
津
井
知

1
1

お
め
で
た

1
1

あ
め
し
よ
□

ゞ
J
.
.
.
.
.
 

‘
`
t
v
れ
升
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”
さ
さ
ら
復
活
ク

区
民
一
丸
と
な
っ
て

江
口
地
区
…
…
…

七
月
二
十
六
日
、
江
口
地
区
で
夏
祭

り
に
合
わ
せ
、
お
よ
そ
三
十
年
ぶ
り
に

郷
土
に
伝
わ
る

I
I

さ
さ
ら
舞
い
I
Iを
復

活
さ
せ
例
年
に
な
い
盛
上
り
を
見
せ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
区
民
総
出
で
味
わ

い
ま
し
た
。

か
つ
て
”
さ
さ
ら
舞
い
I
I
は
、
天
下

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

泰
平
、
五
穀
豊
穣
を
願
い
各
地
区
で
行

わ
れ
地
域
の
ふ
れ
合
い
の
場
で
あ
っ
た

の
で
す
。
今
で
は
ニ
二
ニ
の
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
だ
け
。

復
活
は
地
域
の
盛
上
り
し
だ
い
と
、

地
区
長
老
、
熟
年
者
た
ち
に
よ
る
昨
年

か
ら
の
ム
ー
ド
づ
く
り
で
今
年
復
活
の

運
び
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

復
活
の
一
役
と
な
っ
た
長
老
の
一
人

は
「
一
口
に
復
活
と
い
っ
て
も
大
仕
事

で
す
。
区
民
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ

ば
実
現
し
ま
せ
ん
。
”
さ
さ
ら
“
に
限

ら
ず
地
域
の
伝
統
を
守
り
、
子
々
孫
々

に
伝
え
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
う
の
で
す
。
区
民
が
一
同
に
会
し

か
つ
て
の
祭
り
気
分
を
満
喫
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
本
望
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

3
0年
ぶ
り



第 311 号 広 報 め い わ 昭和62年 8 月 10 日 (2) 

＊投票所別投票状況

投栗所 男女計 有権者 投票者 棄権者 投票率

男 280 260 20 92.86 

第 l 女 261 248 13 95. 02 

計 541 508 33 93 90 

男 836 768 68 91.  87 

第 2 女 840 775 651 92.26 

計 1,676 1,543 133 92. 06 

男 902 823 79 91.  24 

第 3 女 925 858 67 92. 76 

計 1,827 1, 681 14 6 92.01 

男 451 414 37 91.80 

第 4 女 444 423 21 95.27 

計 895 837 58 93 52 

男 318 301 17 94.65 

第 5 女 333 322 11 96.70 

計 651 623 28 95 70 

男 322 294 28 91.30 

第 6 女 334 320 14 95. 81 

計 656 614 42 93.60 

男 498 458 40 91.97 

第 7 女 517 499 18 96.52 

計 1,015 957 58 94.29 

男 3,607 3,318 289 91.99 

計 女 3,654 3,445 209 94.28 

計 7,261 6,763 498 93.14 

任
期
満
了
に
伴
う
、
明
和
村
議
会
議
員
選
挙
は
、
七
月
二
十
八

日
告
示
、
八
月
二
日
、
村
内
七
投
票
所
（
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
）
で
一
斉
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
数
十
二
人
に
対
し
二
人
オ
ー
バ
ー
の
現
職
九
人
、
新
人
五
人
、

合
わ
せ
て
十
四
人
が
立
候
補
。
う
ち
保
守
系
無
所
属
十
二
人
、

社
会
党
一
人
、
共
産
党
一
人
と
党
派
を
明
確
に
し
た
選
挙
で
あ
っ

た
こ
と
も
今
回
の
特
徴
の
―
つ
で
し
た
。
最
も
身
近
な
選
挙
と
あ

っ
て
、
有
権
者
の
関
心
も
一
段
と
高
く
、
投
票
率
も
九
三
・
一
四

％
と
好
成
績
で
し
た
が
、
前
回
（
九
六
・
七
五
％
）
を
下
回
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
開
票
終
了
後
、
直
ち
に
選
挙
管
理
委
員
会
が
開

か
れ
、
そ
の
後
、
明
和
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
当
選
者

全
員
に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

村

議
選
結
果

1
2人
の
新
議
員
決
ま
る

開
票
結
果
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

屯
開
票
結
果

玄
投
票
者
総
数
六
、
七
六
三

玄
有
効
投
票
数
六
、
六
八
0
・
九
九
九

玄
無
効
投
票
数
八
〇

玄
不
受
理
二

玄
投
票
率
九
三
・
一
四
％

〇
候
補
者
別
得
票
数
（
）
は
党
派

※
小
数
点
以
下
は
省
略
し
ま
す
。

⑮
斎
藤
憲
（
無
）

9
0
8

票

⑮
泉
田
和
作
（
無
）

6
7
0

票

⑱
石
村
嘉
男
（
無
）

6
5
5

票

J
 

開
票
結
果

次
飯
島
正
昭
（
無

薗
部
久
二
（
無

2
8
7

票

7
8

票

〔
敬
称
略
〕

4
0
8

票

3
8
4

票

3
2
2

票

4
7
8

票

4
3
1

票

4
2
6

票

⑮
関
根
慎
市
（
社
）

⑯
小
平
喜
章
（
無
）

⑮
泉
田
公
一
郎
（
無
）

®
石
崎
栄
一
（
無
）

⑮
栗
原
利
夫
（
無
）

®
海
老
原
金
平
（
共
）

⑱
始
沢
三
郎
（
無
）

⑯
小
松
原
一
好
（
無
）

⑱
島
田
誠
司
（
無
）

6
0
1

票

5
5
1

票

4
8
1

票 開票所のようす…..。

汗
ま
み
れ
で
健
闘〉

大
会
結
果

少
年
野
球

／
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

村
子
供
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る

少
年
野
球
・
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は

七
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
二
日
間
、

（
←
次
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く
）

少女ソフトポール東ブロック優勝「千津井チーム」 少年野球東ブロック優勝「千津井チーム」



(3) 第 311 号 広 報 め め

台風シ一ズンに

備えて

〇
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
、

ど
ん
な
災
害
（
土
砂
崩
れ
、
河
川
の
は
ん

濫
な
ど
）
が
起
こ
り
や
す
い
か
を
調
べ
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
安
全
な

避
難
場
所
と
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

圏
停
電
し
た
ら
真
っ
暗
や
み
ー
ー
こ
れ
で

は
、
お
手
上
げ
の
状
態
で
す
、
懐
中
電
燈
、

ロ
ウ
ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
な

ど
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

圏
避
難
す
る
と
き
の
携
行
品
を
非
常
袋
に

入
れ
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
と
こ
ろ
に
置
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

圏
お
年
寄
り
、
子
洪
、
病
人
な
ど
の
た
め

に
、
ふ
だ
ん
か
ら
安
全
な
場
所
を
確
保
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に

い 昭和62年 8 月 10 日

圏
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
台
風
情
報
を
よ
く

聞
い
て
対
策
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

圏
家
屋
、
塀
な
ど
を
補
強
し
、
溝
や
下
水

の
流
れ
を
よ
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
の
強
弱

水
が
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
流
れ
る
よ

う
に
、
地
球
上
の
大
気
も
気
圧
の
高
い
ほ

う
か
ら
低
い
ほ
う
に
向
か
っ
て
流
れ
込
む

台
風
が
近
づ
い
た
ら

••• 

防ｫ< 火 週 間

圏
ま
ず
、
お
年
寄
り
、
子
供
、
病
人
を
早

め
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
。

〇
災
害
状
況
を
軽
く
み
な
い
こ
と
。
デ
マ

に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
消
防
、
警
察
な
ど
の

防
災
機
関
の
広
報
に
注
意
す
る
こ
と
。

圏
服
装
は
行
動
し
や
す
い
も
の
が
最
適
゜

頭
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
靴
は
底
の
丈
夫
な

ズ
ッ
ク
、
手
袋
も
忘
れ
ず
に
…
…
…
。

台風の大きさ、強さの表現

避
難
す
る
と
き
に
は

性
質
が
あ
り
ま
す
。

台
風
は
低
気
圧
の
一
種
で
す
か
ら
、
周

り
の
空
気
は
、
気
圧
が
非
常
に
低
く
な
っ

て
い
る
台
風
の
中
心
に
向
か
っ
て
、
猛
烈

な
勢
い
で
吹
き
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
台
風
の
中
心
気
圧
が
、
周
り

の
気
圧
よ
り
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
風
が
強

く
吹
き
込
む
の
で

I
I強
い
台
風
“
逆
に
周

り
の
気
圧
に
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
”
弱
い

台
風
＂
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

8/30 日～9/5 日

9 月 1 日は「防災の日」

台風の被害を最小限に食い止めるには、 わ

たしたち自身の日ごろの心構えが最も大切で

す。そこで、台風シーズンを前にわたしたち

が災害から生命、財産を守るために次の点に

注意して台風シーズンに備える必要がありま

す。

大きさの分類 強さの分類

程度 10 翫贔ノゞー）レ 階級 中心気圧
の の半経

ごく小さし） 1 0 0km未満 弱し） 990 ミリバール以上

小型（小さい） 100~200未満 なみ 960~989 

中型（なみ） 200~300未満 強い 930~959 

大型（大きい） 300~600未滴 非常に強い 900~929 

超（非常に大大きい型) 6 0 0 以上 猛烈な 90昧満

（
←
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

小
・
中
学
校
校
庭
を
会
場
に
開
か
れ
、
ニ

十
四
チ
ー
ム
の
少
年
・
少
女
が
、
夏
の
日

ざ
し
の
下
、
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
健
闘
。

ニ
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
練

習
成
果
を
十
分
に
発
揮
、
観
客
か
ら
各
選

手
の
健
闘
に
お
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
優
勝
は
写
真
の
と
お
り
で
す
。

少女ソフトポール西ブロック優勝 r大輯チーム」 少年野球西プロック優勝「大佐貫チーム」



第311号 広 報 め い わ 昭和62年 8 月 10 日 (4) 

学級長早川四郎さん 村 長

,“ 
‘~、

奈良丑松

! 「今、村ではどんなことが課題になっているのか」 i 

i など、寿・婦人学級生がこのほど合同で行政の : 
; 責任者である、奈良丑松村長を招いて村の情勢につ ; 

: いて語り合いました。毎年、公民館事業（学級活動） i 

の一環で行われているもので好評を博し今回が 7 回 : 

目です。

老人・婦人の70人が日ごろ感じている意見、要望 : 

をざっくばらんに、ひざを交えて懇談、有意義な半 i 

日を過ごしました゜

: -----~- -~ ~~--~-- ~ --~-- -~ --~-------------------------------------------------------i 

質
問
・
要
望
1
1

ゴ
ミ
処
理
・
教
育
・
生
活

環
境
等
の
問
題
を
考
え
た
と
き
、
よ
り
早

い
合
併
推
進
を
望
む
。
〔
婦
人
学
級
生
〕

質
問
・
要
望
1
1

館
林
市
と
の
合
併
問
題
は

い
ま
ど
ん
な
状
態
か
、
今
後
の
推
進
方
法

は
ー
ー
。
〔
寿
学
級
生
〕

将
来
を
展
望
し
た
と
き

合
併
は
必
要

村
長
ま
ず
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
、
可
燃

性
ゴ
ミ
の
委
託
処
理
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
現
在
ま
で
館
林
市
長
さ
ん

の
湿
か
い
ご
配
慮
に
よ
り
ま
し
て
市
に
委

託
処
理
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
市
は
施
設

生
活
環
境
等
を
考
え
る

と
き
早
い
合
併
を

の
老
朽
化
等
に
よ
り
ま
し
て
、
昨
年
焼
却

施
設
に
つ
い
て
は
十
六
億
円
を
投
入
し
て

最
新
鋭
の
施
設
を
建
設
し
、
ま
た
、
粗
大

ゴ
ミ
の
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
五
億
四
千

万
円
の
事
業
費
で
六
十
三
年
三
月
完
成
を

目
指
し
て
建
設
中
で
あ
り
ま
す
。

契
約
の
内
容
は
「
明
和
村
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
減
量
対
策
を
実
施
し
て
ゴ
ミ
の
減
量

に
協
力
す
る
こ
と
」
を
条
件
に
し
て
一
カ

年
毎
の
契
約
で
あ
り
毎
年
更
新
し
て
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
焼
却
能
力
に
は
限
界
が
あ
り

ま
た
市
の
人
口
も
年
々
一
0
0
0
人
以
上

増
加
し
て
お
り
ま
し
て
、
委
託
処
理
に
つ

い
て
は
大
変
不
安
定
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

教
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
学
校

が
一
校
、
小
学
校
が
二
校
と
い
う
こ
と
で

特
に
教
職
員
の
人
事
の
刷
新
が
大
変
困
難

で
あ
り
、
教
育
現
場
の
活
力
低
下
が
心
配

で
あ
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備
、
特
に
下
水
道
の
汚

水
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
館
林
市
が
昭

和
四
十
四
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
に
組
み
込
ん
で
項
か
な
い

と
到
底
単
独
で
は
出
来
な
い
事
業
で
あ
り

ま
す
。

い
い□
]
i
]
村
／
村
長
と
懇
談

そ
｛

合
併
す
る
の
か
気
が
か
り
だ

質
問
・
要
望
1
1

明
和
村
は
住
み
よ
い
村
で

す
。
町
に
な
る
の
か
、
館
林
と
合
併
し
て

市
に
な
る
の
か
、
気
が
か
り
だ
。

〔
寿
学
級
生
〕

町
に
な
る
の
か
、
館
林
市
と

笑顔で語り合う学級生

こ
の
ほ
か
、
国
の
行
革
審
地
方
分
科
会

に
お
い
て
も
こ
れ
か
ら
小
規
模
の
町
村
で

は
「
過
疎
化
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴
っ
て

行
財
政
能
力
の
低
下
と
い
う
深
刻
な
事
態

が
生
じ
る
。
こ
の
た
め
国
は
、
二
十
一
世

紀
を
展
望
し
て
更
に
市
町
村
の
合
併
を
促

進
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
」

ほ
か
に
も
種
々
事
由
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

永
年
の
懸
案
で
も
あ
る
し
ま
た
若
い
人
達

の
た
め
に
も
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
合
併
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
推
進
方
法
と
し
て
は
、
各
地
区

ご
と
に
検
討
会
を
開
催
し
、
最
終
的
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
賛
否
の
結
論
を

出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



(5) 第311号 広 報 め い わ

荒井マサさん（大佐貫） 落合新次郎さん（須賀） 面田参次郎さん（大佐貫） 高田民治さん（江口）

昭和62年 8 月 10 日

奈良晴雄さん（田島）

通
学
道
の
交
差
点
に

村
長
結
論
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
町
に

な
っ
、
、
て
も
内
容
的
に
は
そ
う
変
化
は
な
い

と
思
う
の
で
す
。
多
少
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

は
し
ま
す
が
1
_
o

町
に
な
る
条
件
を
参
考
ま
で
に
申
し
上

げ
ま
す
と
ー
ー
。
▼
人
ロ
一
万
人
以
上
を

有
す
る
こ
と
▼
中
心
の
連
た
ん
区
域
に
在

る
戸
数
が
全
戸
数
の
五
割
以
上
で
あ
る
こ

と
▼
商
工
業
そ
の
他
の
非
農
村
的
業
態
に

従
事
す
る
者
及
び
そ
の
者
と
同
一
世
帯
に

属
す
る
者
の
数
が
全
人
口
の
五
割
以
上
で

あ
る
こ
と
▼
商
工
業
そ
の
他
の
非
農
村
的

業
態
に
従
事
す
る
者
及
び
そ
の
者
と
同
一

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
最
近
五
カ
年
間

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
▼
教
育
、
保
健
、
交

通
そ
の
他
の
文
化
的
施
設
が
あ
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
条
件
を
ク
リ
ア
ー
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
現
時
点
で
即

町
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
の

で
す
。
合
併
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
程
申

し
上
げ
た
と
お
り
で
す
。

信
号
機
の
設
置
を

質
問
・
要
望
1
1

昭
和
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
北
側

（
大
佐
貫
地
内
）
の
、
大
輪
・
矢
島
工
業

団
地
内
に
通
じ
る
道
路
の
改
良
工
事
が
進

め
ら
れ
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
す
。
完
成

後
に
は
、
相
当
交
通
量
が
増
え
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

そ
の
道
路
は
、
西
小
の
通
学
道
路
と
交

内
容
的
に
は
変
わ
ら
な
い

関
係
機
関
と

協
議
し
ま
す

村
長
そ
の
道
路
は
、
国
の
補
助
金
を
受

け
て
整
備
し
て
い
る
道
路
で
す
。
今
年
度

で
は
改
良
が
終
了
す
る
程
度
で
舗
装
ま
で

は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
国
の
予
算

次
第
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
六

十
三
年
度
に
は
完
成
予
定
で
す
。

参
考
ま
で
に
申
し
上
げ
ま
す
と
信
号
機

設
置
は
、
約
六
百
万
円
か
か
る
の
で
す
。

従
来
は
、
県
に
対
し
そ
の
内
、
二
分
の
一

国
の
補
助
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
県
と
し
て
も
財

政
的
に
大
変
厳
し
い
状
態
で
す
が
、
子
供

た
ち
の
通
学
路
で
も
あ
り
、
村
と
し
て
も

今
後
、
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

取
り
付
け
を

質
問
・
要
望
1
1

千
津
井
排
水
路
（
上
江
黒

地
内
村
営
住
宅
東
付
近
）
の
危
険
と
思
わ

れ
る
場
所
に
フ
ェ
ン
ス
の
取
付
け
を
。

〔
寿
学
級
生
〕

村
長
質
問
の
排
水
路
は
、
県
営
で
実
施

し
て
い
る
、
千
津
井
排
水
路
（
上
江
黒
地

内
村
営
住
宅
東
側
付
近
）
と
思
い
ま
す
の

で
、
事
業
主
体
で
あ
る
関
係
機
関
（
館
林

排
水
路
に
フ
ェ
ン
ス
の

ご
要
望
に
努
力
し
ま
す

差
し
ま
す
の
で
、
歩
道
橋
あ
る
い
は
信
号

機
の
設
置
を
。
〔
寿
学
級
生
〕

村
長
地
域
開
発
は
道
路
整
備
が
基
本
で

紅
メ
ー
ト
ル
が
基
本

土
木
事
務
所
）
と
協
議
し
て
、
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
フ
ェ
ン
ス
等
を
設
置
す
る
よ

う
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問
・
要
望
1
1国
道

1
2
2

号
線
の
ガ
ー
ド
を

く
ぐ
っ
て
須
賀
西
部
か
ら
川
俣
東
部
地
区

へ
通
じ
る
道
路
の
件
で
す
が
、
一
部
砂
利

道
な
の
で
長
雨
が
続
く
と
大
変
悪
路
に
な

っ
て
し
ま
う
た
め
、
整
備
を
1
|

。
以
前

何
回
と
な
く
拡
幅
整
備
の
計
画
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
実
現
し
ま
せ
ん
。
諸
事
情
が

あ
る
よ
う
で
す
が
。
早
急
な
改
善
策

を
。
〔
寿
学
級
生
〕

道
路
舗
装
は
、
幅
員

一
部
砂
利
道
を
舗
装
に

あ
る
と
い
う
考
え
方
で
昭
和
四
十
四
年
頃

か
ら
本
格
的
に
道
路
整
備
の
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
舗
装
す
る

場
合
は
幅
員
四
・
五
討
以
上
を
基
本
方
針

と
し
て
進
め
て
い
る
わ
け
で
す
。

ご
指
摘
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
正
直
申

し
上
げ
ま
し
て
ち
ょ
っ
と
事
情
が
ご
ざ
い

ま
し
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
な
っ

ー

て
い
る
わ
け
で
す
が
当
時
区
長
さ
ん
を
は

じ
め
、
関
係
者
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
協

議
検
討
重
ね
て
何
と
か
実
現
す
べ
く
努
力

し
た
わ
け
で
す
が
、
な
か
な
か
解
決
策
が

み
つ
か
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

か
と
い
っ
て
現
道
舗
装
も
現
在
の
取
り

決
め
で
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
更
に
、
関

係
者
と
良
く
協
議
検
討
し
て
ご
要
望
に
そ

え
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。



質問・要望をする婦人学級生

し
、

〔
婦
人
学
級
生
〕

生
コ
ミ
収
集
を

毎
日
…
…
•

質
問
・
要
望
1
1

東
保
育
園
の
南
方
の
用
水

路
に
U

字
溝
の
設
演
を
1
|

、
水
が
あ
ふ

れ
て
し
ま
い
耕
作
に
支
障
が
あ
る
の
で
。

（
地
図
を
拝
見
す
る
）
区
長
さ
ん

に
申
請
し
て
あ
る
わ
け
で
す
か
。
（
は
い
）

わ
か
り
ま
し
た
。
充
分
検
討
い
た
し
ま
す
。

整
備
を
…
…
…

質
問
・
要
望
1
1

須
賀
西
部
（
大
輪
地
区
と

の
界
）
の
県
道
際
の
排
水
溝
(
2
0
1
3
0
m
)

の
整
備
を
。
（
U

字
溝
を
）〔

婦
人
学
級
生
〕

要
望
し
ま
す

村
長
要
望
の
箇
所
は
恐
ら
く
県
道
の
側

溝
だ
と
思
い
ま
す
が
、
調
査
の
う
え
県
道

の
側
溝
の
場
合
に
は
、
関
係
機
関
で
あ
る

上
木
事
務
所
へ
要
望
し
て
お
き
ま
す
。

質
問
・
要
望
1
1

生
ゴ
ミ
の
収
集
を
、
夏
季

だ
け
で
も
毎
日
収
集
し
て
ほ
し
い
と
思
う

の
で
す
が
…
。

関
係
機
関
に

村
長

設
置
を

現
地
を
み
て

検
討
し
ま
す

排
水
溝
の

用
水
路
に
U

字
溝
の

（
地
形
図
を
苫
い
て
き
て
見
せ
る
）

〔
寿
学
級
生
〕

昭和62年 8 月 10 日

森田芳松さん（上江黒）

奈良原正男さん（千津井）

(6) 

大野茂次さん（矢 島）

村
長
結
論
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
そ

れ
は
で
き
か
ね
ま
す
。
と
い
い
ま
す
の
は

本
村
の
生
ゴ
ミ
は
、
負
担
金
を
払
っ
て
誼

林
市
に
処
理
を
お
願
い
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
の
受
け
入
れ
先
で
あ
る
舘
林
市
で

さ
え
、
旧
市
街
地
を
除
い
て
週
二
回
（
明

和
村
と
同
じ
）
し
か
収
集
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
前
橋
市
、
高
崎
市
で
も
、
週

二
回
が
限
度
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
現
状
か
ら
、
明
和
で
今
以
上

収
集
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
も
ち
ょ
っ
と

無
哩
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
水
切
り

を
完
全
に
す
る
と
か
、
袋
を
二
重
に
す
る

な
ど
上
夫
を
凝
ら
し
て
衛
生
管
埋
に
努
め

て
い
た
だ
く
こ
と
、
又
は
、
家
庭
用
生
ゴ

結
論
か
ら
い
い
ま
す
と

現
状
以
上
は
無
理

質疑応答は続きます。

総
事
業
費
約
1
1億
円

ミ
処
哩
槽
を
使
用
し
て
上
壌
還
元
を
は
か

る
と
か
し
て
、
ゴ
ミ
の
減
鼠
作
戦
を
進
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
良
策
と
考
え
ま
す
。

処
埋
槽
購
入
に
は
、
村
か
ら
の
二
分
の

一
の
助
成
金
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
等

の
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
現

在
の
と
こ
ろ
ベ
ス
ト
か
と
思
い
ま
す
。

質
問
・
要
望
1
1
新
農
構
後
期
対
策
事
業
と

は
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
事
業
な
の
か
。

ま
た
、
関
連
し
て
農
協
合
併
の
こ
と
を
耳

に
す
る
の
で
す
が
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
等
導
入
計
画
な
ど
に

つ
い
て
）
〔
寿
学
級
生
〕

8

年
間
の
継
続
事
業

村
長
正
式
名
称
は
「
新
農
業
構
造
改
善

事
業
後
期
対
策
」
と
い
い
ま
し
て
、
国
の

農
業
振
興
の
重
要
な
補
助
事
業
で
あ
り
ま

す
。
八
年
間
の
継
続
事
業
で
昨
年
が
初
年

度
、
一
年
間
約
一
億
の
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
昨
年
は
環
境
整
備
面
で
南
大
島
と
入

ケ
谷
地
区
に
農
構
改
善
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
、
今
年
は
大
佐
貫
地
区
が
建
設
予
定
で

す
。そ

の
ほ
か
、
か
ん
が
い
排
水
、
野
菜
出

荷
所
、
穀
類
乾
燥
調
製
施
設
、
育
苗
セ
ン

タ
ー
等
の
計
画
が
あ
り
、
単
独
事
業
で
約

八
億
、
融
資
事
業
を
含
め
る
と
総
事
業
費¥
 

新
農
構
事
業
と
は

と
ん
な
事
業
か
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両
農
協
の
合
併
推
進
ヶ

ご
質
問
は
、
そ
の
中
の
穀
類
乾
燥
調
製

施
設
の
件
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
当
初
ラ

ィ
ス
セ
ン
タ
ー
を
計
画
し
た
わ
け
で
す
、

し
か
し
、
そ
れ
で
す
と
、
バ
ラ
出
荷
が
で

き
な
い
こ
と
、
ち
ょ
っ
と
小
さ
い
こ
と
等

で
将
来
を
展
望
し
た
場
合
、
カ
ン
ト
リ
ー

が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。

し
か
し
一
面
、
カ
ン
ト
リ
ー
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
大
型
化
し
ま
す
の
で
採
択
基

準
が
厳
し
く
な
り
ま
し
て
、
一
っ
に
は
麦

の
作
付
面
積
が
三
百
h
a
以
上
、
収
量
で
二

千
ト
ン
以
上
必
要
と
な
り
、
現
在
、
明
和

農
協
、
千
江
田
農
協
管
内
を
合
わ
せ
て
も

麦
が
百
七
十
一
h
a
し
か
な
く
基
準
の
半
分

強
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
二
の
ほ
か
、
現
在

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
小
規
模
土
地
改
良

事
業
を
実
施
し
て
い
る
三
地
区
分
を
入
れ

る
と
、
約
二
三
o
h
a
（
麦
）
前
後
に
な
る

の
で
、
お
お
む
ね
基
準
近
く
に
な
る
訳
で

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
数
字
は
明
和
村
全
体
の

数
字
で
あ
り
、
カ
ン
ト
リ
ー
建
設
の
場
合

事
業
主
体
で
あ
る
両
農
協
が
、
こ
の
際
合

併
を
し
て
明
和
全
域
の
農
業
振
興
を
図
る

こ
と
が
、
よ
り
ベ
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
カ
ン
ト
リ
ー
の
建
設
と
同
時
に
合

併
推
進
の
問
題
が
出
て
き
た
訳
で
あ
り
ま

す
。

農
協
合
併
…
…
ク

「
農
協
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
金
融

の
自
由
化
等
に
よ
っ
て
全
国
農
協
中
央
会

が
、
昨
年
一
月
、
六
十
一
年
度
か
ら
三
ヶ

年
の
合
併
推
進
方
策
案
を
発
表
し
た
。

内
容
的
に
は
、
組
合
員
数
三
0
0
0
人
以

上
貯
金
残
高
三
0
0
億
円
以
上
を
目
標
に

全
国
で
約
四
0
0
0
組
合
を
対
象
に
合
併

の
推
進
を
図
る
と
い
う
方
策
案
を
打
ち
出

し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
群
馬
県
農
協
中

央
会
は
、
現
在
九
十
五
の
組
合
を
三
段
階

に
分
け
て
合
併
を
推
進
す
る
。
」

第
一
段
階
と
し
て
一
市
町
村
一
農
協
の

推
進
、
第
三
段
階
（
最
終
段
階
）
で
は
、

広
域
圏
ご
と
に
一
農
協
、
既
ち
、
現
在
の

九
十
五
を
十
一
の
農
協
に
統
合
す
る
と
い

う
方
策
案
を
発
表
し
、
目
下
推
進
を
図
っ

て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
共
同
建
設
に
あ

た
っ
て
先
程
申
し
上
げ
た
よ
う
に
こ
の
際

両
農
協
の
合
併
も
…
…
同
時
推
進
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

ク

と
う
考
え
る
か

質
問
・
要
望
1
1

農
村
の
嫁
不
足
の
折
か
ら

…
…
、
国
際
結
婚
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。
〔
寿
学
級
生
〕

ま
す
、
農
村
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

村
長
全
国
的
に
二
十
歳
か
ら
三
十
五
歳

ぐ
ら
い
ま
で
の
男
女
の
数
を
み
て
み
ま
す

と
、
男
性
が
七
百
五
十
万
人
、
女
性
が
四

百
九
十
万
人
で
す
。
し
た
が
っ
て
数
字
を

み
る
限
り
で
は
嫁
不
足
は
農
村
に
限
ら
ず

全
国
的
な
傾
向
と
い
え
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
に
現
代
女
性
は
、
ド
ラ
イ
に
な
っ

て
お
り
、
十
年
ぐ
ら
い
は
一
人
で
い
て
、

い
ざ
と
な
っ
た
ら
結
婚
を
1

ー
と
い
う
考

え
方
の
人
が
増
え
、
む
か
し
と
比
べ
て
結

婚
感
が
変
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
ね
。

そ
こ
で
農
村
の
問
題
で
す
が
、
や
は
り

国
際
結
婚
に
つ
い
て

昭和62年 8 月 10 日

ク
カ
ン
ト
リ
ー
建
設
に
は

/ 

約
十
一
億
を
か
け
て
た
施
す
る
れ
裳
で
あ

り
ま
す
。

ヽ

説明にも熱が入ります。

一
般
的
に
は
、
農
村
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま

り
良
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
と
思
う
の
で
す
。
―
つ
に
は
こ
う
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
農
家
の
人

は
働
く
こ
と
ば
か
り
で
遊
ぶ
こ
と
を
知
ら

な
い
、
朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て
い
る
。
こ

う
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
ん
で
す
ね
。
で

す
か
ら
こ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
農
村
の
生
活
様
式
を
近
代
的

に
、
都
会
的
に
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
よ
う
に
週
一
回
は
か

な
ら
ず
休
日
を
と
る
。
も
っ
と
具
体
的
に

は
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
海
、
山
へ

行
っ
た
り
、
デ
ィ
ス
コ
や
ス
ナ
ッ
ク
ヘ
行

く
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
家
か
ら

出
て
社
交
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
女
性
か
ら

の
イ
メ
ー
ジ
も
良
く
な
り
、
女
性
と
の
交

際
の
機
会
も
多
く
な
り
結
婚
の
チ
ャ
ン
ス

に
恵
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

東
北
地
方
で
は
、
行
政
が
仲
介
し
て
国

際
結
婚
を
推
進
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

私
は
あ
ま
り
感
心
し
な
い
の
で
す
。
と
い

い
ま
す
の
は
、
国
際
結
婚
と
な
る
と
、
こ

と
ば
、
子
ど
も
、
家
庭
的
な
こ
と
、
親
せ

き
と
の
関
係
、
生
活
様
式
、
習
慣
な
ど
の

ち
が
い
か
ら
、
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
ケ

ー
ス
が
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

国
際
結
婚
は
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
結

構
だ
と
考
え
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
、

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
農
村
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
先
決
だ
と
思

う
の
で
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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七
・
八
月
は
夏
祭
リ
の
季
節
で
す
。
村
内
各
地
か
ら
”
ピ
ッ

ご
こ
く
ほ
う

ヒ
ラ
、
ピ
ッ
ヒ
ラ
＂
と
お
は
や
し
が
聞
え
て
き
ま
す
。
五
穀
豊

じ
ょ
う穣

を
願
い
、
天
下
泰
平
、
家
内
安
全
を
祈
っ
た
夏
祭
リ
も
、
今

で
は
、
地
域
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
1
|
0

ま
た
、
お
盆
に
あ
た
る
た
め
、
ど
の
家
で
も
帰
省
客
な
ど
の

お
客
様
を
迎
え
一
層
活
気
づ
く
の
も
こ
の
峙
期
で
す
。
ゆ
か
た

姿
、
子
供
み
こ
し
、
獅
子
舞
、
ハ
ッ
ピ
姿
、
夜
店
な
ど
な
ど
ー

夏
祭
リ
に
は
、
ど
れ
―
つ
と
し
て
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
み
な
イ
キ

ィ
キ
と
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ふ
れ
合
い
の
場
、
各
地
区
の

夏
祭
リ
の
ひ
と
と
き
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

.
1—
夏
祭

/ 
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新
里
行
ば
ん
様

『
祭
り
は

心
の
ふ
る
さ
と
』

「
新
里
行
ば
ん
様
」
は
、
新
里
区
、
及

び
役
員
、
子
供
会
、
地
蔵
寺
世
話
人
、
祭

り
当
番
、
や
ろ
う
会
で
協
議
の
上
、
ど
ん

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
か
を
決
め
ま
す
。
こ

れ
等
に
つ
い
て
は
、
他
の
地
区
と
ち
が
い

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

―
つ
だ
け
異
な
る
点

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
新
里
地

区
に
住
む
二
十
歳
か

ら
四
十
歳
の
青
年
た

ち
で
構
成
す
る
、
親

ぼ
く
奉
仕
団
体
「
や

ろ
う
会
」
が
中
心
と

な
っ
て
準
備
実
行
す

やろう会会長

新 井 順 さん

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昼
間
の
子
供
み

こ
し
、
夜
は
打
上
げ
花
火
、
境
内
の
特
設

舞
台
か
ら
、
大
が
か
り
な
手
品
や
、
カ
ラ

オ
ケ
愛
好
者
に
よ
る
自
慢
の
声
が
夜
空
い

っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

参
拝
者
に
は
、
厄
除
け
ダ
ン
ゴ
を
無
料
配

布
。
子
供
た
ち
に
は
、
手
作
り
の
ガ
ス
入

り
風
船
、
花
火
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
更
に
は
、

豪
華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
を
開
き
、
親

子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
等
の
費
用
は
、
区
民
等
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
寄
付
の
一
部
を
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

祭
り
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
私
た
ち

の
心
の
中
に
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残
る

も
の
で
す
。
遠
く
故
郷
を
離
れ
、
ふ
る
さ

と
を
思
う
時
、
心
に
浮
か
ぶ
も
の
ー
ー
。

こ
の
行
ば
ん
様
が
、
子
供
た
ち
の
心
の
中

に
楽
し
い
夢
と
し
て
残
り
ま
た
、
区
民
の

ふ
れ
合
い
の
場
と
な
り
、
ふ
る
さ
と
の
良

さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
祭
り
が
住
み
良

い
郷
土
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
区
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
芳

志
を
は
じ
め
、
協
賛
い
た
だ
い
た
会
社
、

商
店
、
役
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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ありがとう、

むかしの良さを伝えよう一ーと、

43人は、

おじいちゃんたち

明和西幼稚園児40人に、七夕にちなんでマコモ

を使ったマコモ馬づくりの技術を伝えました。

は七夕になるとどこの家でも飾ったのですよ」と当時の

児たちと一緒i

50体をつくり上げ楽しい半日を過ごしました。

-‘9 /‘ \•ヽー、 、う一
、、一

ようすを語り聞かせながら、厘

7 月 3 日、寿学級生

「かつて

(10) 

画圃とにらめっこ、パソコン教室

時代の先取り 昨年好評だったパソコン教室（公

民館事業の一環） が、今年も 7 • 8 月の夜間、週 3 回館

ゲ林商工高校のコンピューター実習教室を会場に開かれ、

校の大河原先生らに指導いただいています。

使え初心者向きでわかりやすく教えてもらえるので楽．し

いです」 と熱心に画面を見入る受講生たち。

ほんとにきのこかな？

またまた出現、 おばけきのこ！昨年話題になったこの

きのこ、今年も大輪の野本茂雄さん宅のキュウイフルー

ツ畑に発生。昨年より多い 10個ほどの数。

大きいのは、バレーボールほどで柔らかく、手で触れる

とぽことへこみます。 「種類も名称もわからないので不

気味ですね……。」と苦笑する野本さん。

同

「一人一台

当時の本島氏

明
治
三
十
七
年
八
月
二
十
二
日
、
旧

梅
島
村
大
字
南
大
島
に
父
常
三
郎
、
母

も
と
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
大
正

六
年
四
月
県
立
旧
制
館
林
農
業
学
校
に

入
学
し
た
が
、
同
八
年
三
月
同
校
を
中

退
し
上
京
し
て
勉
学
し
た
い
と
の
願
望

を
い
だ
き
家
出
を
試
み
た
が
両
親
に
許

さ
れ
ず
、
約
ニ
ヵ
年
家
業
の
農
業
に
従

事
。
や
が
て
両
親
を
説
得
し
許
し
を
得

て
上
京
。

当
時
内
務
省
の
土
木
技
帥
を
し
て
い

た
伯
父
宅
に
寄
寓
し
、
昼
は
亀
戸
町
役

場
庶
務
課
に
勤
め
、
夜
間
は
私
立
専
修

学
校
予
備
校
、
さ
ら
に
中
央
大
学
に
通

い
、
昭
和
二
年
三
月
同
大
学
商
学
科
を

卒
業
、
同
四
年
五
月
東
京
市
教
育
局
学

務
課
勤
務
を
皮
切
り
に
、
都
事
務
官
教

も
と
じ
ま

本
島

教
育
行
政
家

元
・
東
京
都
教
育
長

育
局
学
事
係
長
、
都
淀
橋
区
長
（
官
選
）

都
教
育
局
体
育
課
長
、
都
教
育
庁
社
会

教
育
部
長
、
都
中
央
（
築
地
）
御
売
市

場
長
、
都
教
育
委
員
会
教
育
長
、
全
国

教
育
長
協
議
会
幹
事
長
な
ど
を
歴
任
し

才
腕
を
ふ
る
っ
た
。

ま
た
、
中
大
、
日
体
大
常
任
理
事
、

日
本
私
立
大
学
連
盟
常
務
理
事
、
都
ス

ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
長
、
全
国
体
育
指

導
委
員
連
合
会
長
等
の
要
職
を
兼
ね
、

各
方
面
で
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
し

て
活
躍
し
た
。

群
馬
県
出
身
の
教
育
者
で
組
織
し
た

「
鶴
州
会
」
の
会
長
も
務
め
た
。
「
教

育
は
人
に
あ
り
」
の
信
念
と
優
れ
た
見

ら
い
ら
く

識
は
豪
放
蒜
落
な
面
と
綿
密
な
几
脹
面

さ
を
併
せ
持
つ
人
柄
と
、
面
倒
見
の
良

一
，
さ
に
よ
り
各
分
野
で

活
躍
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
十

二
月
二
日
病
没
。

年
七
十
九
歳
。
本
村

大
字
南
大
島
の
宗
龍

寺
（
曹
洞
寺
）
に
埋

葬
さ
れ
て
い
る
。

寛［

明和出身
ゆかリ ・
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村
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
を

愛
好
す
る
青
少
年
を
一
堂
に
会
し
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

＊
期
日
1
1
9

月

1
5日
（
祝
日
）

＊
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象
1
1

村
内
在
住
の
中
学
三
年
生
以

上
（
男
女
）

＊
参
加
費
1
1
5
0
0

円

＊
内
容

1
1

招
待
チ
ー
ム
に
よ
る
模
範
試

合
・
一
般
参
加
者
に
よ
る
紅
白
試
合
ほ
か

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
8

月
2
5
日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

加
募
集

参

者

＊
期

＊
会

日
1
1
9

月

1
3日
⑪

場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

庭
球
大
会
（
軟
式
）

参
加
者
募
集

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

＊
期
日

1
1
9

月
2
6
日
出
・
2
7
日
⑪

＊
会
場
1
1

渋
川
市
板
東
橋
緑
地
公
園

＊
対
象
1
1

昭
和
6
2
年
4
月1
日
現
在
、

4
5
歳
以
上
の
者

＊
参
加
費
1
1
7
0
0
0

円
（
宿
泊
費
含
む
）

＊
主
催
1
1

群
馬
県

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
8

月
2
0
日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

玄
期
日
1
1
9

月
6

日
⑪

＊
会
場
1
1

社
会
体
育
館

＊
対
象

1
1

一
般
村
民

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
8

月
2
0
日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
結
果 ／つっ

fタ

いい汗かいてスポー

ヽ〗の輪を広げよう。

優勝した「大輪A 」チーム

村
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
結
果

哀 「1

疇
’
か
髯永ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

女
対
象
1
1

中
学
生
・
一
般

＊
申
込
み
・
問
合
せ1
1
8

月
3
0
日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

＊
期
日
1
1
9

月
6

日
⑪
・
認
日
⑪

＊
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象
1
1

村
民
ま
た
は
村
内
の
事
業
所

で
編
成
し
た
チ
ー
ム

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
8

月
2
0
日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

奎
A
ブ
ロ
ッ
ク
1
1

▼
優
勝
「
大
佐
貫
ソ
フ

ト
ク
ラ
ブ
（
代
表
篠
木
武
勇
）
」

▼
準
優
勝
「
新
里
ラ
ー
ク
ス
（
代
表
、

堀
口
正
敏
）
」
マ
ニ
位
「
中
谷
ソ
フ
ト

ク
ラ
ブ
（
代
表
、
坂
上
重
夫
）
マ
ニ

位
「
千
津
井
イ
チ
（
代
表
、
酒
井
俊
雄
）

圏
B

ブ
ロ
ッ
ク
1
1

▼
優
勝
「
田
島
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
愛
好
会
（
代
表
、
渋
谷
和
雄
）
」

▼
準
優
勝
「
大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
代
表
、

早
川
幸
男
）
」
マ
ニ
位
「
斗
合
田
ソ
フ

ト
ク
ラ
ブ
（
代
表
、
橋
本
利
生
）
」
▼

マ
復
勝
「
大
輪
A
チ
ー
ム
（
監
督
、
駒

宮
栄
次
）
」
▼
準
優
勝
「
南
大
島
A
チ
ー

ム
（
監
督
、
小
菅
豊
治
）
」
マ
ニ
位
「
須

A ブロック優勝の「大佐貫‘ノフトクラブ」

賀
B

チ
ー
ム
（
監
督
、
尾
崎
富
造
）
」
▼

四
位
「
新
里
B

チ
ー
ム
（
監
督
、
竹
迫
佐
スレJ
 

吉
）
」
。
プ

ダ

※
主
催
1
1

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
。
も

と

出
場
チ
ー
ム
1
1
3
3
゜
期
日
1
1
6

月
3
0
日
ー
女

7
月
6
日
（
実
5
日
間
）
。
会
場1
1老
人
男

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
民

村般

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
―

大
会
結
果
日

゜

2
 

卍
A
ブ
ロ
ッ
ク
1
1優
勝
「
明
和
ク
ラ
ブ

9

（
代
表
、
塚
原
あ
き
よ
）
」
▼
準
優
勝
―
―

会

「
江
口
新
生
ク
ラ
ブ
（
代
表
、
石
川
静
大

ン

代
）
。
ト

ン

唖
B

ブ
ロ
ッ
ク
1
1

▼
優
勝
「
キ
ャ
ッ
ツ
愛
ミド

（
代
表
、
島
田
和
栄
）
」
▼
準
優
勝
「
バ

チ
ェ
リ
ー
ズ
（
代
表
阿
部
利
江
）
」
。
・

※
主
催
1
1村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
。
出
場
＂

チ
ー
ム
1
1
8

。
期
日
1
1
7

月

1
9日
。

-

9

,

1

 ｷ

`

 

t>->.
i
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ｷ
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紗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

言

マ
‘-.. - •--” 

? 

` 9,..'f" iill"".1. ~ ¥ 1 ~ ~.--J.:. _.', 

B ブロック優勝の「田島‘ノフトボール愛好会」

三
位
「
新
里
ウ
イ
ン
グ
ス
（
代
表
、
堀

口
純
一
）
」
。

※
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
ほ
か
。
出
場
チ

ー
ム

1
1
1
0
゜
期
日
1
1
6

月
2
8
日

ゲートポール大会一 9 月 13日・一般村民・・詳細は社会体育館へ
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圏
小
松
原
静
夫
さ
ん
（
南
大
島
）
は
三
万
円
を

〇
館
林
市
の
関
東
中
部
競
翔
連
合
会
は
、

五
千
円
を

圏
北
条
圭
介
さ
ん
（
新
里
）
は
、
三
万
円
を
、

0
福
田
進
さ
ん
（
大
輪
）
は
、
五
万
円
を

0
森
尻
仁
一
さ
ん
（
中
谷
）
は
、
三
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

警
察
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
の
一
か
月
間
「
行
方
不
明
の
人

を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方

で
、

〇
病
気
な
ど
を
苦
に
し
て
家
出
し
て
い
る

人
〇
働
き
に
出
た
ま
ま
消
息
が
わ
か
ら
な
い

人
0

旅
行
に
出
た
ま
ま
帰
ら
な
い
人

な
ど
の
こ
と
で
、
ご
心
配
、
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
開
設
期
間
1
1

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
の
一
か
月
間

＊
時
間

1
1

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
十
五
分
ま
で

＊
会
場

1
1

群
馬
県
警
察
本
部
鑑
識
課

な
お
、
お
い
で
の
際
は
参
考
と
な
る
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

玄
期
日
1
1

九
月
二
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま

で
の
七
回
（
％1
%
は
、
一
泊
二
日
）

玄
募
集
人
員
1
1

五
十
名
（
先
着
順
）

＊
対
象
者
1
1

県
内
に
在
住
の
青
少
年
及
び

成
人

＊
受
講
料
1
1

無
料
（
材
料
費
・
宿
泊
時
の

食
事
代
等
は
自
己
負
担
）

「
行
方
不
明
の
人
を

捜
す
柑
談
所
」
開
設

＊
期
日
1
1

九
月
二
十
三
日
（
秋
分
の
日

成
人
式
に
ご
出
席
を

＊
申
込
方
法
1
1〒

3
7
3
太
田
市
熊
野
町
三

十
九
I

三
十
四
県
立
金
山
青
年
の
家
へ

ハ
ガ
キ
で
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
八
月
二
十
二

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
電

話
で
も
可
）

※
詳
し
く
は
、
県
立
金
山
青
年
の
家

(
6

二
ニ
ー
七
九
五
六
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

、
4
0

し

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

”
ル
企
胃
ニ

-— 

ぶ
窪9

-
,
'
,
'
ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
•
9
9
9
9
,

ー
昭
和
十
二
年
結
婚
者
|
|
~

村
で
は
、
こ
と
し
十
月
に
社
会
福
祉
大

会
を
行
う
予
定
で
す
が
、
そ
の
席
で
金
婚

者
顕
彰
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
、

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
と
し
該
当
す
る
人
は
、
昭
和
十
二
年

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
の
間
に

結
婚
し
た
方
で
す
。

該
当
す
る
方
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
役
場
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

金
婚
者
の
該
当
は
届
出
を

＊
会
場
1
1

中
央
公
民
館

＊
該
当
者
1
1

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
1

四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

在
住
で
な
い
者
も
出
席
可
能
（
村
出
身
）

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
(
6八
四
I

四
四
九
一
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
会

＊
日
時
1
1

九
月
四
日
②

午
後
四
時

＊
会
場
1
1

館
林
市
文
化
会
館

＊
講
習
対
象
者
1
1

危
険
物
取
扱
者
免
状
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

＊
受
講
手
数
料
1
1

四
、0
0
0
円

＊
受
付
期
間
1
1

八
月
二
十
日
か
ら
九
月
三

日
ま
で
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
消
防
本
部
(
6七
二

ー
三
一
七
一
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

村 の ＿
つ
ご き

8
 

月

午
前
十
時
か
ら

11 日

12 日

18 日

ク

在宅重度障害者訪問

村議会改選後初議会

ふるさと見学会

［少年の主張東毛地区大会（中

i央公民館）
0

期
〇
受

0

会

場付 日

8

月

2
0日
困

午
前
9

時
3
0分
1
1
0時
3
0分

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

＊
乳
児
健
診
8
月
1
2
日
因

＊
妊
婦
健
診
8
月

2
0日
困

い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
か
ら
2
時
ま
で

で
す
。

南
大
島
・
岡
安
今
朝
雄
さ
ん
の
作
品

1
1検
診
に
揃
っ
て
参
加

健
康
家
族

I
I

18 • 19 日

20 日

30 日

30 日

, 
6 日

家族映画会

体育施設利用団体協議会

事業所対抗ソフトボール大会

婦人消防隊防災訓練リハーサル

月

防災訓練
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館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合

玄
募
集
期
間
1
1

八
月
二
十
日
か
ら
九
月
五

日
ま
で

玄
願
書
等
1
1

役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

玄
職
種
・
人
員
1
1

事
務
員
、
若
干
名

＊
応
募
資
格
1
1

館
林
市
・
邑
楽
郡
内
に
住

ん
で
い
る
高
校
卒
業
以
上
（
卒
業
見
込
み

を
含
み
ま
す
。
）
の
方
で
、
昭
和
三
十
八
年
四

月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
日
本
国
籍
の
者

＊
第
一
次
試
験
1
1

十
月
四
日
（
教
養
・
作

文
試
験
）
館
林
市
役
所

※
詳
し
く
は
、
明
和
村
役
場
総
務
課
(
6

八
四
ニ
ニ
―
―
-
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

、
T
O

し

群
馬
県
職
員

採
用
初
級
試
験

＊
試
験
日
（
第
一
次
）
十
月
十
八
日
⑪

＊
願
書
受
付
八
月
二
十
四
日
＼
九
月
十

二
日
ま
で
。
（
郵
送
の
場
合
は
、
九
月
十

二
日
の
消
印
ま
で
）

＊
試
験
区
分
1
1

一
般
事
務
·
警
察
事
務
・

公
立
学
校
事
務
・
技
術
系
な
ど

＊
受
験
資
格
1
1

甲
昭
和
四
十
一
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に

6
3年
度
職
員
募
集

募

集
]

6
3年
度
館
林
地
区

＊
受
付
1
1

七
月
二
十
日
＼
八
月
二
十
八
日

玄
募
集
1
1

警
察
官
約
6
0
名
。
婦
人
補
導

員
・
交
通
巡
視
員
若
干
名

＊
資
格
1
1

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
現

在
1
8
歳
＼
2
7
歳
。
（
試
験
日
・
男
女
別
、

学
歴
等
は
職
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

※
申
込
み
用
紙
な
ど
は
最
寄
の
警
察
署
へ

そ
の
ほ
か
、
詳
細
は
県
人
事
委
員
会
へ

(
~
o二
七
ニ
ー
ニ
三
ー
一
―
―
-
)

消
防
組
合
職
員
募
集

玄
応
募
期
間1
1

八
月
二
十
日
か
ら
九
月
五

日
（
郵
送
の
場
合
は
、
九
月
五
日
の
消
印

ま
で
）

玄
募
集
人
員
1
1

若
干
名

玄
応
募
資
格
1
1

消
防
組
合
管
内
に
住
ん
で

い
る
高
校
卒
業
以
上
（
卒
業
見
込
）
の
者

で
、
三
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
四
十
五
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
籍
の

者
（
但
し
、
管
外
に
住
ん
で
い
て
も
、
家

族
が
管
内
に
住
ん
で
い
れ
ば
応
募
で
き
ま

警
察
官
・
婦
人
補
導
員

交
通
巡
視
員
の
採
用
試
験

生
ま
れ
た
者

乙
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四

十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
人

事
委
員
会
(
〒
3
7
1
前
橋
市
大
手
町
一
ー

I
 

-

I
 

~
O
二
七
ニ
ー
ニ
三
I

―
―
―

-
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

地区別集計表

名
田
黒
黒
井
口
島
島
里
谷
原
俣
賀
輪
谷
島
貫

区
合
江
江
津
大
ケ
佐
計

地
斗
下
上
千
江
田
南
新
中
梅
川
須
大
入
矢
大

9

,

 

, 
い
＿8
-
5
7

金
ー
ー
1
1
1 4, 

2 1, 

3 1, 

3 4, 

2 5, 

2 8, 

1 2, 

1 5, 

2 7, 

4, 

1 6, 

1 7, 

3 0 0, 

額

6 1 0 円

8 0 0 

0 3 0 

0

0

 

0

0

 

3

7

 
0

0

 

0

0

 

1

5

 6 5 1 

5 5 5 

2 5 0 

3 0 0 

2 5 0 

0 5 0 

4 5 0 

5 0 0 

9 0 0 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
。
）

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係
係

(
6七
二
—
三
一
七
一
）
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

八
月
一
8

＼
八
月
三
+
-
8

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

・
ろ
う
電
し
ゃ
断
器
と
ア
ー
ス
を
つ

け
て
ろ
う
電
に
よ
る
感
電
や
火
災

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
コ
足
配
線
は
事
故
の
も
と
、
や

め
ま
し
ょ
う
。

•
安
全
器
に
は
正
し
い
ヒ
ュ
ー
ズ
を

入
れ
ま
し
ょ
う
。

「
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
」
募
金
集
計
結
果

9 4 6 

募
金
総
額

少
年
の
主
張

東
毛
地
区
大
会
開
催

＊
日
時
1
1

八
月
十
八
日
因

か
ら
四
時
三
十
分

＊
会
場
1
1

村
中
央
公
民
館

＊
内
容
1
1

中
学
生
に
よ
る
少
年
の
主
張

明
中
の
生
徒
も
出
場
し
ま
す
の
で
、
お

聴
き
く
だ
さ
い
。

三
0
万
余
円

午
後
一
時

こ。ム
乙こク三＝
クー弓＝。

ク娑ふゞ戸｀
パ？°遠ゞこ
／¢：心・貸

彎

| 
--疇·

貪／一

....*'” 

今
月
の
納
税

村
剛
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

個
人
事
業
税
、
利
根
加
用
水
組
合
費

国
民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

2
6
日
明
和
村
役
場

2
7
日
明
和
農
協
第
一

2
8日
東
部
児
童
館

0

会

場

0
日
寺

B
 
9

月
3
日
午
前

1
0時
か
ら

午
後
3
後
ま
で

館
林
市
役
所
相
談
室

年
金
相
談

せ

てい 今月 人
権

たは ヽ

だ ヽ

は
すまき 都合1= ヽ

心
゜よ 配•‘‘ 

り し

ぉ と
休 相
み ＝5火火
さ

※ゴルフ教室参加者募集（初心者） 8 月 18~23日まで受付。費用600円。詳細は村社会体育館へ。
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村の人口

8 月 1 日現在

世帯数 2,554 戸

人口総数 10,296 人

男 5,153 人

女 5,143 人

(7 月中の動き）

出生 5 人死亡 6 人

転入27人転出 18人

` 
館林邑楽地区 館林地区 巳E＝コ >代・板田倉

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明 地区

8 月 16 日
横田医院川村医院 海宝医院 橋本医院

曜 合 (72) 0255 合（72)1337 大石医院合(74)2362 合 (74)0811 合 (82)1150 

8 月 23 日
浜野医院原医院 岡田医院 館林地区が

当 合 (88)5678 ff (72) 1936 阿久津医院合 (72)3315 合（72)3163 担当します

8 月 30 日
白沢医院川田医院 田内医院合(72) 3855 津久井医院 小西医院

番
合 (72) 1600 合 (72)3724 須田医院合(72) 0862 合 (72)3316 合 (86)2261 

9 月 6 日
落合医院後藤園医院 宇沢医院 館林地区が

医
云（72)3160 云（72)3975 後藤園医院云（72)3975 云 (74)8761 担当します

9 月 13 日
根岸医院小倉医院 多々良診療所云（72)3060 最上医院 竹越医院
云（72)3262 ff (72) 0606 大塚医院云（72)0176 云（74)3763 云 (84)3137 

『元気に「いってらっしゃい」と送ってくれま

す。長女のわりには、ききわけの良い子なんです

ょ。でも、ちょっぴり内弁慶 。優しく素直な

子に育ってほしいと思います』とお母さん。

゜

三
歳
九
ヵ
月
）

隆
さ
ん

新
里
・
の
長
女

八
重
子
さ
ん

o
g
g
g
g
j

e

g
g
6
店
心
侶
亙
6
位
g
g
g
g
g

§
E

店
お
~
o
j
g
．
笠
炉
忠

よ
，

ょ

研
ょ

戸<

一

⑪
お
ん
だ

恩
E
Bし
お
り
ち
ゃ
ん

淫 弼

庄 歩

歩 甜 乎

歩

正
夫

〔
明
和
短
歌
会
〕

燃
え
上
る
炎
の
音
の
唐
突
に
熱
気
球
浮

け
り
ふ
り
仰
ぐ
そ
ら

坂
上
千
枝
子

生
憎
の
雨
と
語
る
も
慣
れ
慣
れ
て
晴
れ

の
挨
拶
あ
ち
こ
ち
に
聞
く

細
田
武
子

大
衆
を
纏
め
る
役
の
難
し
さ
轍
の
音
に

眠
ら
ん
ず
を
り

山
形
ト
メ

達
者
で
と
握
り
し
温
も
り
思
ひ
出
づ
終

電
の
酔
客
な
か
な
か
降
り
ず立

岡

こ
ほ
ろ
ぎ

短
歌
会

、
ま

金
成

。
三
桂

~
歩
心

2
-

―

―
同
f
ら

2

月ゞカ
な
、

一
桂
。
て
王
銀
i

一
四
め
捨
二
同

1

、
詰
桂

1

、
け
頓
一J 

~
）
王
手
の
ず
飛
上
手
一

一
答
二

7

め
ら
二
り
の
~

~
解

1

で
初
取

1

つ
て
~

~
棋
、
ま
）
を
、
を
捨
~

~
将
飛
金
説
桂
玉
歩
飛
｛

｛
詰
三
三
解
四
一
。
ぅ
＿

（
（
、
秀
＿

2
2
1
1

て
至
ロ
一

四
i

999,•99999999,‘, 

E国

/

9

 

《詰将棋解答》 1 四桂、同歩、

1 三飛成、同玉、

2 三金まで 7 手詰め。

《解説》初めの桂捨てが肝心。

1 四桂を取らず 1 二王なら 2 三金、

1 一玉、 1 二飛、同銀、 2 二桂成ま

たあと玉を 1 三に

，，こ妙味があります。

四
五

七
八
九

一

` 

7 月の

救急車出動回数
•交通事故 10 件
●急病 12 件

•その他 5 件

•計 27 件

出
題
八
段
北
村
昌
男

•
ヒ
ン
ト
…
玉
を
右
へ
追
う

か
左
へ
追
う
か
。

8

分
で
2

級
、
4

分
で
初
段

持
駒
飛
金
桂

〔
か
ほ
や
が
沼
〕

な
べ
て
飛
躍
の
良
き
を
願
ひ
つ
卯
の
年

の
屠
蘇
の
盃
し
み
じ
み
と
乾
す

奈
良
原
き
く
の

待
ち
待
ち
し
川
治
の
ク
ラ
ス
会
宴
の
頃

か
く
す
し
の
処
方
き
ほ
ひ
呑
み
こ
む

柿
沼
ま
つ

お
の
も
お
の
も
の
自
慢
聞
き
い
つ
孫
持

た
ぬ
友
の
優
し
き
肩
に
手
を
置
く

江
森
政
美

湯
気
匂
ふ
よ
も
ぎ
片
へ
に
か
ま
ど
焚
く

手
際
よ
く
餅
と
る
亡
母
を
顕
た
せ
つ

瀬
下
一
江

猫
の
死
を
い
か
に
伝
へ
む
子
供
ら
に
ど

く
だ
み
の
花
白
き
に
穴
掘
り
に
つ
つ

江
森
佳
世
子

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区

野
木
村
ヤ
ス

8
3
久
蔵
上
江
黒

漆
原
利
武

5
9
恵
美
子
川
俣

森
朋
つ
ね

9
7
正
己
南
大
島

福
田
で
ん

6
9
進
大
輪

森
尻
王
子

7
8
仁
一
中
谷

森
関
ハ
ル

8
2
清
南
大
島

狐孤狐知％ ％甘琶

I
I

お
く
や
み
|
|

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区

松
原
沙
由
美
一
雄
長
女
新
里

冨
塚
俊
一
郎
基
輔
長
男
中
谷

籾
山
和
沙
昌
弘
長
女
須
賀

齋
藤
功
一
博
長
男
大
輪

吉
永
香
織
義
信
二
女
梅
原

I
I

お
め
で
た
1
1

孤妬％沼沼甘望

ミ下水道きれいな町のゆめづくりミ 9 月 10日を中心に 1 週間「全国下水道促進デー」

今
臀
し
：
匂

o
t
.
り

... 

u• 

｀
方
＜
ぐ
升（敬称略）
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（株）イシカワデザイン

最
高
齢
者
、

皆
さ
ん
が
「
と
て
も
九
十
七
歳
に
は
み

え
ま
せ
ん
ね
と
い
っ
て
く
れ
る
の
で
す
よ
」

と
少
し
て
れ
ぎ
み
に
語
る
の
は
明
治
―
-
+

三
年
六
月
生
ま
れ
の
最
高
齢
者
、
恩
田
万

吉
さ
ん
（
梅
原
）
。

健
康
の
秘
け
つ1
1
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
、

適
度
に
働
く
（
動
く
）
こ
と
。
趣
味1
1

盆

栽
、
菊
づ
く
り
、
和
歌
。
好
き
な
食
物
I
I

特
に
な
い
が
き
ら
い
な
も
の
も
な
い
。
食

事
1
1
欠
か
さ
ず
三
食
と
も
軽
く
一
膳
゜

女
性
の
最
高
齢
者
、

ひ
孫
の
麻
衣
子
⑤
・
紗
代
子
③
ち
ゃ
ん

は
、
大
き
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
大
の
仲
よ

し
、
今
日
も
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
大
き
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
こ
と
、
女

性
最
高
齢
者
で
明
治
二
十
三
年
十
月
生
ま

神
谷
た
け
さ
ん

I
I

腹
八
分
で
好
き
な
も
の
を

I
I

れ
の
九
十
六
歳
、
神
谷
た
け
さ
ん
（
須
賀
）
。

健
康
の
秘
け
つ
1
1
無
理
を
せ
ず
良
く
動

く
こ
と
。
趣
味
1
1

琴
、
テ
レ
ビ
、
手
紙
。

好
き
な
食
物
1
1

お
菓
子
、
せ
ん
べ
い
。
食

事
1
1
欠
か
さ
ず
三
食
と
も
腹
八
分
。

•• 

I
I

適
度
に
働
く
こ
と
…
…
…

I
I

恩
田
万
吉

さ
ん

※関連記事4~5P



第312号 広 報 め い わ 昭和62年 9 月 10 日

【
審
議
案
件
】

►議長選挙 ► 副議長選挙 ►常任委員会委員の選任 ►常任委員会委

員長・副委員長の互選 ► 邑楽館林医療事務組合議会議員の選挙 ►館

林衛生施設組合議会議員の選挙 ►館林邑楽交通災害共済市町村組合

議会議員の選挙 ►館林地区消防組合議会議員の選挙 ►館林邑楽農業

共済事務組合議会議員の選挙 ►東毛広域市町村圏振興整備組合議会

議員選挙 ►農業委員の推薦 ►監査委員の選任 ► 人権擁護委員の推薦

►繰越明許費繰越計算書 ►老人保健特別会計補正予算（専決処分の

承認） ►群馬県町村等非常勤職員公務災害補償組合規約一部変更 ►

群馬県町村職員退職手当組合規約一部変更

◎
は
委
員
長

0

は
副
委
員
長
※
順
不
同

0
議
長
…
…
斎
藤
憲

圏
副
議
長
…
…
栗
原
利
夫

圏
総
務
常
任
委
員
会

◎
泉
田
公
一
郎

0

小
松
原
一
好

関
根
憧
市
斎
藤
憲

0
文
教
·
厚
生
常
任
委
員
会

各
種
の
人
事

任
期
満
了
に
伴
う
村
議
会
議
員
選
挙
は
八
月
二
日
投
票
が

行
わ
れ
、
改
選
後
の
初
議
会
が
八
月
十
二
日
招
集
さ
れ
ま
し

た
。候

補
者
十
四
人
の
中
か
ら
十
二
人
が
当
選
（
現
職
九
人
、

新
人
三
人
）
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
決
意
を
新
た
に
初
議
会
に
の

ぞ
み
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
議
長
な
ど
主
に
人
事
案
件
が
審
議
さ
れ
、

議
長
に
斎
藤
憲
さ
ん
、
副
議
長
に
栗
原
利
夫
さ
ん
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
各
種
の
人
事
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

副
議
長
に

議
長
に

栗
原
利
夫
さ
ん

斎
藤

◎
島
田
誠
司

0

石
崎
栄
一

泉
田
和
作
海
老
原
金
平

〇
土
木
・
経
済
常
任
委
員
会

◎
小
平
喜
章
〇
始
沢
三
郎

石
村
嘉
男
栗
原
利
夫

圏
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会
議
員

石
村
嘉
男
島
田
誠
司

圏
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

小
平
喜
章
小
松
原
一
好

憲
さ
ん

改
選
後
初
村
議
会

(2) 

関
根
憧
市

圏
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村
組
合

議
会
議
員

島
田
誠
司
石
崎
栄
一

卍
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

栗
原
利
夫
始
沢
三
郎

石
村
嘉
男

圏
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議

員

R
、

夕

胃
I

疇
(I) !O dB緩和したレ

ペルにある装置

辱
(2) 4 dB 緩和したレ

ペルにある装置

家
庭
用
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ワ

ー
プ
ロ
だ
け
で
な
く
、
実
は
こ
の
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
機
器
か
ら
も
妨
害
波

が
発
生
す
る
た
め
、
情
報
処
理
装
置

等
電
波
障
害
自
主
規
制
協
議
会
で
は

V
C
C
I

マ
ー
ク
の
対
象
と
し
て
い

ま
す
。な

お
、
現
状
で
は
、
す
べ
て
の
機

種
が
技
術
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

妨
害
波
の
正
規
の
許
容
を
4

デ
シ
ベ

ル
緩
和
し
た
機
種
と
1
0デ
シ
ベ
ル
緩

和
し
た
機
種
が
製
造
・
販
売
さ
れ
て

お
り
、
マ
ー
ク
に
は
そ
れ
ぞ
れ
数
の

4
、

1
0が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来

は
、
す
べ
て
の
機
種
が
正
規
の
許
容

値
を
満
た
す
よ
う
規
制
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
も
対
象
に

g
,
0・̀
（
店

n
U
る

矢



(3) 第312号 広 報 め い わ 昭和62年 9 月］ 0 日

◄ ん
副議長に当選した

栗原利夫さん（南大島）

村議選

メ

◄
 
.... 

議長に当選した

斎藤憲さん（大輪）

＊過去の村議会議員選挙執行状況

人
権
擁
護
委
員
に

小
松
原
一
好
泉
田
和
作

0
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
議

会
議
員

泉
田
公
一
郎
斎
籐

〇
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

島
田
誠
司
始
沢

斎
藤
憲

/` 

〔
敬
称
略
〕

始
沢
頂
侶
さ
ん
推
脱

八
月
三
十
一
日
、
任
期
満
了
と
な
る
人

権
擁
護
委
員
の
始
沢
重
信
さ
ん
（
梅
原
·

5
5歳
）
を
再
度
同
委
員
に
推
薦
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

=
 
郎 憲

一
、
五
三
四
万
七
千
円
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
一
、
五
三
四
万
七
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
三
億
0
、
三
八
二
万
七
千
円
に
し
ま
し

た
。

＊
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

老
人
保
健
特
別
会
計

監
査
委
員
に

執 行 日 有権者 投票率 r疋上 貝にコ 候補者数 備 考

人 % 人 人

昭和30年 8 月 9 日 5,421 97.03 2 6 3 4 

34. 8. 4 5,441 97.07 2 2 2 4 

38. 8. 2 5,395 95.53 2 2 2 4 

42. 7. 25 5,460 96.98 2 2 2 7 

45. 10. 17 無投票 1 1 補欠選挙

46. 8. 1 6,033 96.52 1 8 1 9 定員削減

50. 8. 3 6,542 97.40 1 8 2 1 

54. 7. 29 6,946 96.66 1 8 2 1 

58. 7. 31 7,131 96.75 1 2 1 6 定員削減

59. 11. 4 7,134 78.82 3 4 再選挙

62. 8. 2 7,261 93.14 1 2 1 4 

赤
堀
村
が
赤
堀
町
に
名
称
変
更
し
た
こ

と
や
、
藤
岡
新
町
水
防
事
務
組
合
を
削
除

し
、
渋
川
地
区
農
業
共
済
組
合
を
加
え
る

県
町
村
等
非
常
勤
職
員

公
務
災
害
補
償

糾
合
規
約
の
一
部
変
更

明
和
村
監
査
委
員
に
、
泉
田
和
作
さ
ん

（
矢
島
•
5
9
歳
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

泉
田
和
作
さ
ん
選
任

〔
歳
入
〕

0

支
払
基
金
交
付
金
…
二
四
0
万
一
千
円

0

国
庫
支
出
金
…
…
…
一
八
六
万
五
千
円

0

県
支
出
金
…
…
…
…
…
四
六
万
六
千
円

〇
繰
越
金
…
…
…
…
一
、0
六
一
万
五
千
円

〔
歳
出
〕

〇
繰
出
金
（
一
般
会
計
繰
出
金
な
ど
）

一
、
五
三
四
万
七
千
円

※広報紙等から抜すい

゜

県
町
村
職
員
退
職
手
当

赤
堀
村
が
赤
堀
町
に
な
っ
た
こ
と
、
吾

妻
農
業
共
済
事
務
組
合
以
下
三
組
合
を
加

え
る
こ
と
等
に
よ
る
条
文
の
整
備
が
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

繰
越
明
許
費

昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の
土

木
費
（
道
路
改
良
工
事
）
九
四
五
万
円
を

六
十
二
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。

組
合
規
約
の
一
部
変
更

こ
と
等
に
よ
る
条
文
の
整
備
が
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

な
ど
は
、
場
所
を
と
ら
ず
手
軽
に
多

く
の
情
報
を
確
保
、
交
換
し
た
り
で

き
る
た
め
オ
フ
ィ
ス
だ
け
で
な
く
家

庭
で
も
、
住
所
録
や
手
紙
の
作
成
等

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
機
器
か
ら

電
磁
波
が
発
生
し
て
い
る
の
を
ご
存

じ
で
す
か
。
電
磁
波
の
強
さ
に
よ
っ

て
は
妨
害
波
と
な
り
、
テ
レ
ビ
の
画

面
に
シ
マ
模
様
が
で
き
た
り
、
ラ
ジ

オ
に
雑
音
が
入
っ
た
り
し
ま
す
。

適
合
マ
ー
ク

-
>
C
C
I

」

情
報
処
理
装
置
等
電
波
障
害
自
主

規
制
協
議
会
で
は
、
ワ
ー
プ
ロ
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
発
生
す
る
電
磁
波

が
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
昭
和

六
十
一
年
に
v
c
c
I

（
前
記
協
議

会
の
略
称
）
マ
ー
ク
を
制
定
。

こ
れ
は
郵
政
省
電
気
通
信
審
議
会

が
適
正
な
周
波
数
の
範
囲
と
妨
害
波

の
許
容
値
に
つ
い
て
技
術
基
準
を
定

め
、
こ
の
基
準
に
適
合
し
た
機
器
だ

け
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ー
ク

で
す
。

電
磁
波
が

ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
に
も



第312号 広 報 め い わ

おめで
~ 

9 月 15 日は、敬老の日です。永年にわたり

社会に貢献してこられたお年寄りの皆さんに

心から長寿のお祝いを申し上げます。

本村の最高齢者は、明治23年 6 月生まれの

恩田万吉さん（梅原・ 97歳）です。一方、女

，性の最高齢者は明治23年 10月生まれの神谷た

: けさん（須賀． 96歳）で、お二人ともまだま

; だお元気 。百歳を迎えるのももう間近で

：す。

{ 皆さん、健康に留意され、いつまでもお元
{ 気でお過ごしください。
------------------------------------------------------------------------

村
内
の
高
齢
者
層
を
み
て
み
ま
す
と
、

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
一
、
三
二

五
人
で
総
人
口
の
約
―
ニ
・
八
％
に
あ
た

り
ま
す
。
八
十
歳
以
上
は
二
四
八
人
（
ニ

•
四
％
）
、
九
十
歳
以
上
に
な
る
と
二
十

一
人
(
O
・
ニ
％
）
と
い
う
状
況
で
す
。

(
8月
3
1
日
現
在
）
。

長
寿
者
を
祝
っ
て
、
今
年
九
十
歳
と
九

十
五
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
は
、
群
馬
県

か
ら
記
念
品
が
、
八
十
五
歳
以
上
の
方
に

は
、
村
お
よ
び
村
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

記
念
品
が
、
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
方

に
は
、
村
か
ら
敬
老
年
金
が
給
付
さ
れ
ま

す
。

6
5歳
以
上
の
老
人

総
人
口
の

1
2
.
8
%

※ 8 月 31 日現在

順
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原齋野落堀落多樽奈齋町坂田山本吉田松川森飯関恩佐奈篠牛田吉奈篠大渡原泉石木帆日細井秋橋冨柿奈藤藤神恩

良久良 比 氏
口藤本合口合田見良藤田上口本島田島本上田塚口田藤原木保島田原木野邊口田川村足野田上野本塚沼良野野谷田

つ 順常六リ冨ち隆のつ嘉やい壽な平いハき卜正兵キたき瀕倉はし正ちも房丹きよ源和金さ隆かみミつしひた万
士 二太 や次太次 や名

ね末蔵雄平ウ子か二ぶね吉すきーみ治とルせミ郎郎ミきく吾吉るな名うと二郎ちし郎吉郎わ治つやズねまくけ吉

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 女女男男男女女女男女女男女女男女男女女女女男男女女女男男女女男女女男男女女男男男女男女女女女女女女男性

------------------------------------------------ー一別86 86 86 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 88 88 88 88 88 88 88 89 89 89 89 8989 90 90 9090 90 90 90 90 9090 90 9192 93 93 94 95 95 95 96 97: 
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国民健康保険法が改正

国保税硲帯納者へ

政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
（
災
害
や

病
気
、
事
業
の
廃
止
等
）
が
な
い
の
に
国

民
健
康
保
険
税
を
長
期
間
、
滞
納
し
て
い

る
世
帯
に
は
、
被
保
険
者
証
に
代
え
て
「
被

保
険
者
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

診
療
は
こ
の
証
明
書
に
よ
っ
て
受
け
て

く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
交
付
さ
れ
た

世
帯
の
中
に
、
老
人
保
健
で
診
療
を
受
け

て
い
る
七
十
歳
（
寝
た
き
り
の
者
は
六
十

五
歳
）
以
上
の
老
人
や
福
祉
医
療
の
受
給

者
、
そ
の
ほ
か
厚
生
省
令
で
定
め
る
公
費

負
担
医
療
に
よ
っ
て
診
療
を
受
け
て
い
る

お
年
寄
り
に
は
、
別
途

被
保
険
者
証
を
交
付

長
期
滞
納
世
帯
に
は

被
保
険
者
資
格
証
明
書
交
付

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I II I I I II I I I II 111111111111111 

次今 すじをめ れらケ
の年こ°‘まなとてれガ国
よのの 円じいこいるな民
う十よ 滑め悪ろる大ど健
に月う なに質が―‘切を康
変ーな 事納滞特 なさ保
わ日こ 業め納別 互れ険
りかと 運て者な 助た証
まらか 営いが事 制とは
す被ら、 にる少情 度き‘
゜保 支者ながで‘み
険こ 障とくな す安な
者の をのない ゜心さ
証た 来間いの ＾しん
のび しにたに 法てが
取改 て不め保 律治万
り正 ぃ公‘険 で療一
扱と る平保税 確を病
いな のが険を 立受気
がり で生税納 さけや

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I II I I I I I I I I II I I I II I I I II I I I 1111111111111111 

証
明
書
診
療
の
場
合

一
時
、
立
て
替
各
払
い

者
が
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
者
に
は
別

途
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
資
格
証
明
書
に
よ
．
っ
て
医

者
に
か
か
っ
た
場
合
の
診
療
費
は
、
い

っ
た
ん
全
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、

後
で
申
請
を
し
て
支
払
っ
た
額
の
七
割

相
当
の
払
い
戻
し
を
国
民
健
康
保
険
か

ら
受
け
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に

国
民
健
康
保
険
税
を
長
期
に
わ
た
っ
て

滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
支
払
っ
た

額
の
七
割
相
当
額
や
高
額
療
養
費
な
ど

の
全
部
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
被
保
険
者
証
が

交
付
さ
れ
る
場
合

次
の
よ
う
な
場
合
、
改
め
て
被
保
険

者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

①
滞
納
世
帯
が
国
民
健
康
保
険
税
を

完
納
し
た
時
②
滞
納
額
が
い
ち
じ
る
し

く
減
少
し
た
時
③
政
令
で
定
め
る
特
別

の
事
情
（
災
害
な
ど
）
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
時
。

当時の早川治平氏

明
治
三
十
三
年
九
月
十
三
日
、
佐
貫

村
大
字
大
輪
に
父
未
三
郎
、
母
よ
ね
の

二
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
大
正
四
年
三

月
佐
貫
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、

家
業
（
農
業
）
に
従
事
し
、
余
暇
を
み

て
通
信
講
義
録
に
よ
り
勉
学
に
い
そ
し

む
と
と
も
に
、
村
青
年
会
員
と
し
て
郷

党
の
人
々
と
交
わ
り
模
範
青
年
と
し
て

将
来
を
嘱
目
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
向
学
心
に
燃
え
意
を
決
し

上
京
し
た
が
、
父
母
の
反
対
に
よ
り
、

い
っ
た
ん
は
帰
郷
し
た
も
の
の
再
度
上

京
を
決
行
、
新
聞
配
達
・
牛
乳
配
達
・

人
力
車
夫
な
ど
に
従
事
、
苦
労
力
行
し
、

旧
制
私
立
赤
坂
中
学
校
に
学
び
、
大
正

十
四
年
三
月
、
明
治
大
学
法
学
専
門
部

を
卒
業
し
た
。

つ
い
で
一
ヵ
年
志
願
兵
と
し
て
兵
役

に
服
し
除
隊
後
、
東
京
逓
信
局
に
勤
務
、

か
た
わ
ら
高
等
文
官
試
験
パ
ス
を
目
指

し
て
勉
学
し
た
が
、
目
的
を
達
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
東
京
府
上
野
美
術
館
に
勤

め
て
い
た
同
郷
出
身
の
尾
川
藤
十
郎
の

好
意
に
よ
り
同
館
に
勤
務
し
た
。
以
来

す
べ
て
の
願
望
を
捨
て
、
一
意
専
心
館

務
に
精
励
し
た
。
や
が
て
尾
川
が
館
長

に
昇
進
す
る
と
、
平
素
の
実
績
と
誠
実

に
し
て
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
努
力
を

認
め
ら
れ
同
館
主
事
に
抜
擢
さ
れ
、
そ

の
後
、
尾
川
館
長
の
急
死
に
よ
り
同
館

長
に
就
任
し
た
。

館
長
に
迎
え
ら
れ
た
彼
は
、
上
司
を

始
め
館
員
か
ら
も
信
任
さ
れ
、
ま
た
館

の
運
営
に
当
た
っ
て
は
時
代
の
推
移
を

見
き
わ
め
、
常
に
創
意
工
夫
を
怠
ら
ず
、

美
術
館
発
展
の
た

め
手
腕
を
発
揮
し

た
。昭

和
五
十
四
年

一
月
六
日
、
七
十

八
歳
を
も
っ
て
病

没
。

早：
か
わ
じ
1
1

ム
口

j
‘
‘
‘
鬱

平：

元
上
野
美
術
館
長

鱈
・
の
»
＾
総
爛
譴
諏
公
四

身
人

明
五
縁
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八
月
十
八
日
、
県
大
会
予
選
を
兼
ね
た

「
少
年
の
主
張
、
東
毛
地
区
大
会
」
が
村

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

明
和
村
、
太
田
市
な
ど
東
毛
地
区
十
三

市
町
村
の
各
校
（
中
学
校
）
予
選
を
経
て

代
表
生
徒
十
九
人
が
、
生
活
体
験
を
基
に

「
人
の
あ
た
た
か
い
心
」
な
ど
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
と
ん
だ
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
を
主
張
し
聴
講
客
を
感
心
さ
せ
ま
し

た
。
入
賞
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

優
秀
賞
1
1

福
田
ひ
と
み
（
太
田
城
東
中
）

栗
原
優
子
（
太
田
城
西
中
）
・
奈
良
原
康

代
（
館
林
一
中
）
。
優
良
賞
1
1

竹
内
千
歌
（

太
田
城
東
中
・
小
暮
真
之
（
千
代
田
中
）
．

添
田
理
恵
（
邑
楽
中
）
。
優
秀
賞
の
三
人

が
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

~
~
~
~
~
．
~
~
．
~
~
~
~
．
~
~
 

な
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
ず
つ
破
壊
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
東
京
う
か
。

ま
で
暮
し
て
き
た
土
地
に
住
ん
都
の
川
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
き
た
な
い
ド
ブ
川
で
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
と
は
ち
が

た
と
思
う
人
は
、
手
を
あ
げ
て
す
。
と
く
に
、
東
京
都
の
あ
や
せ
川
は
、
と
て
も
っ
た
気
持
ち
で
、
雨
を
見
つ
め
て
み
た
り
、
風
や

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
く
さ
く
て
、
ド
ロ
ド
ロ
な
の
だ
そ
う
で
す
。
日
光
を
感
じ
て
み
た
り
、
し
て
み
て
下
さ
い
。
き

、
そ
の
土
地
に
は
そ
の
土
地
の
こ
う
な
っ
た
の
も
、
せ
ん
た
く
の
水
、
食
器
洗
っ
と
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
し

あ
る
と
思
い
ま
す
。
僕
は
、
こ
い
の
水
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
工
場
で
多
量
に
よ
う
。

で
い
て
、
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
だ
出
し
て
い
る
と
て
も
き
た
な
く
、
人
間
に
害
を
あ
僕
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
守
り
た
い
と

感
じ
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
ど
う
た
え
る
よ
う
な
水
が
た
く
さ
ん
流
さ
れ
て
い
る
か
思
い
ま
す
。
自
然
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
豊
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
大
都
会
な
自
然
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
以
前
に
、
大
切
な
こ

に
住
ん
で
い
て
、
ほ
ん
と
う
に
に
住
む
人
は
、
自
然
に
飢
え
、
そ
し
て
今
で
は
、
と
で
す
。

じ
る
わ
け
は
、
僕
の
身
の
ま
ゎ
息
づ
ま
っ
た
大
都
会
を
離
れ
、
自
然
を
求
め
て
い
そ
し
て
、
何
よ
り
も
今
、
僕
達
の
力
で
で
き
る

あ
ら
ゆ
る
沢
山
の
自
然
が
あ
る
な
か
へ
帰
る
と
い
う
、U
タ
ー
ン
現
象
と
い
う
も
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
と
自
然
。
こ

自
然
は
、
季
節
に
よ
っ
て
色
を
の
も
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
れ
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
つ
な
が
り
だ
と
思
い
ま

ま
せ
、
知
ら
な
い
．
す
。
い
や
、
決
し
て
切
・

っ
て
は
な
ら
な
い
は
る

ま
せ
て
く
れ
て
い
自
然
の
中
で
生
き
ら
れ
る
す
ば
ら
し
さ

し
て
、
い
つ
も
ま
三
年
都
築
正
則
か
昔
か
ら
の
つ
な
が
り

が
広
が
り
、
田
畑
だ
と
思
い
ま
す
。
『
自

一
生
懸
命
働
く
人
の
姿
も
み
ら
僕
達
の
住
む
明
和
村
い
や
、
群
馬
県
に
は
、
ま
だ
然
を
愛
す
る
』
そ
れ
は
『
心
を
豊
か
に
す
る
』
こ

の
ま
わ
り
で
は
、
春
に
な
る
と
自
然
が
残
っ
て
い
る
、
す
ば
ら
し
い
所
で
は
な
い
と
に
か
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

が
漂
い
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
で
し
ょ
う
か
。
さ
あ
、
み
な
さ
ん
。
今
ま
で
暮
し
て
き
た
土
地

い
し
そ
う
な
実
を
み
の
ら
せ
ま
人
間
と
自
然
は
、
も
っ
と
も
っ
と
強
く
結
び
つ
群
馬
県
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
と
う
で

い
浮
か
べ
て
み
て
下
さ
い
。
こ
い
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
—
_
人
7
、
そ
ん
な
ふ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

、
大
都
会
で
は
決
し
て
み
ら
れ
う
に
思
い
ま
す
。
近
代
化
の
進
ん
だ
都
会
で
は
、
そ
し
て
、
力
を
合
わ
せ
て
、
自
然
を
守
り
続
け

い
で
し
ょ
う
か
。
豊
か
な
自
然
は
、
も
う
ど
こ
に
も
な
い
の
か
も
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
世
界
大
戦
後
、
め
ざ
ま
し
い
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
現
在
の
都
会
に
だ
っ
て
、
雨
以
上
で
終
わ
り
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご

日
の
生
活
の
よ
う
に
、
な
に
不
は
降
る
し
風
だ
っ
て
吹
く
の
で
す
。
雨
や
風
が
決
ざ
い
ま
し
た
。

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
て
き
ら
い
で
な
か
っ
た
小
さ
い
こ
ろ
の
よ
う
な
（
発
表
要
旨
）

面
、
都
会
で
は
機
械
化
が
進
み
、
心
に
な
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
も
の
の
中
か
ら
だ
っ

ル
が
乱
立
し
、
自
然
は
少
し
ず
て
、
自
然
を
感
じ
と
れ
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

'
~
~
~
~
~
~
~
~
,
9
~
~
~
~
 

.. 

~’ 

明中代表の

都築くん

少
年
の
主
張
東
毛
地
区
大
会

都
築
正
則
く
ん
叩
ら
出
場

七
月
二
十
九
日
、
第
二
回
群
馬
県
献
血

推
進
県
民
大
会
が
前
橋
市
民
文
化
会
館
で

開
か
れ
、
そ
の
席
上
、
献
血
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
本
村
で
は
次
の
方
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

圏
日
赤
献
血
功
労
章
の
部

＊
銀
色
有
功
章
1
1

献
血
3
0
回
以
上

0

中
島
昌
子
さ
ん
（
田
島
）

0

青
木
照
さ
ん
（
新
里
）

0

玉
井
栄
一
さ
ん
（
新
里
）

0

須
永
克
也
さ
ん
（
田
島
）

〇
薗
田
征
邦
さ
ん
（
川
俣
）

^ 
愛
の
献
血

中
島

昌
子
さ
ん
ら
に

献
血
功
労
章

圏
献
血
推
進
協
議
会
長
表
彰
（
会
長
、

清
水
一
郎
）
1
1

献
血
2
0回
以
上

0

石
村
千
代
子
さ
ん
（
大
佐
貫
）

〇
細
田
祥
子
さ
ん
（
新
里
）

〇
呟
北
條
昭
彦
さ
ん
（
新
里
）

〇
篠
木
武
勇
さ
ん
（
大
佐
貫
）

0

荒
木
一
子
さ
ん
（
大
輪
）

0
北
條
千
晴
さ
ん
（
新
里
）

〇
始
沢
重
信
さ
ん
（
梅
原
）

私の作品・・・・・・・・・籐 細 工

「買物かごをつくつて」

飯田由利子（新里）

「籐細工教室に参加して二年目になり
ます。友達に誘われて参加したのがきっ
かけ。この買物かごが初めての作品です。
完成したときは満足感でいっぱいでした。
いま、乳母車の置物にチャレンジしてい

ます。」と飯田さん。
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8

月

1
9日
、
中
央
公
民
館
の
調
理
室
を
使
っ
て
村
内
の

子
供
た
ち
4
0人
ほ
ど
が
「
ま
ぜ
ご
は
ん
」
や
「
あ
さ
り
の

コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
」
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
三
角
キ
ン
、

エ
プ
ロ
ン
を
ま
と
っ
た
子
供
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
味
わ
っ
た

こ
と
の
な
い
コ
ッ
ク
姿
に
得
意
そ
う
。
食
生
活
改
善

推
進
員
の
お
ば
さ
ん
た
ち
か
ら
包
丁
の
持
ち
方
な
ど
料
理

の
イ
ロ
ハ
を
教
わ
り
な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
調
理
台
に
向

か
っ
て
い
ま
し
た
。

食卓には常に新鮮さが大切 と、村内農家の

主婦で組織する生活改善グループの皆さんは、

明和を見直ししちゃった
村中央公民館では、 8 月 18 日、小学生を対象に

「ふるさと見学会」 を行いました。約28人の子ど

もたちは村のマイクロバスで村内の名所・旧跡や

企業など 9 カ所を見学。同行した村文化財保護調

査委員の金子利一さんから逐一説明を受けふるさ

と明和を探訪しました。

明中生徒ら奉仕活動

一層地域の環境美化と生徒間のコミュニケーシ

ョンを高めよう と、明中全生徒と PTA役員、

先生らは 8 月 10 日早朝、村内一円で地域ごとに神

社、遊び場等公共施設の清掃活動に汗を流しまし

た。これは例年夏休みの恒例行事。生徒らは「こ

んなにあるなんて……」と驚嘆しながら、ゴミ袋

を手に奉仕活動に熱中しました。

17品の自慢料理に舌つづみ

約40人は「さっぱりしてる」、

8
 

月 8 日、中央公民館で創意工夫を凝らした自慢料

理を近隣市町村の同種グループや、県、村の関係

者等を招待し味わっていただきました。参加した

「歯ごたえがある」

などと賞賛しながら和気あいあいに 17種のメニュ

ーに舌つづみを打ちました。

↓
オ
~
月

ｷ
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

六
期
日

1
1
9
月

2
0日
⑪

哀邪＝靭

さわ：］い·屈
カ、な結果

汗

お問合せは、社会

体育館合 (84) -

4 6 2 6 へどうぞ

参
加
チ

ム
募
集

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

昭和62年 9 月 10 日

村民体育祭

◎期

◎会

8
 

10月 118(8)予定

場明利中学校々庭

大
会
結
果
（
ダ
ブ
ル
ス

第
2

回
村
民
テ
ニ
ス

上江黒納涼祭フィーバー

各
地
区
で
夏
祭
り
が
花
ざ
か
り
ー
ー
＇
。
そ
ん
な
中
、8

月

1
5日
、
上
江
黒
で
は
昭
和
生
ま
れ
の
青
年
た
ち
で
組
織

す
る
昭
和
会
（
会
長
斎
藤
一
雄
さ
ん
）
が
、
毎
年
中
心

と
な
っ
て
納
涼
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
昭
和
会
発
足
1
0周
年
を
記
念
し
て
一
段
と
各
イ

ベ
ン
ト
に
も
熟
が
入
り
盛
上
り
は
十
分
。
子
供
み
こ

し
、
夜
店
、
カ
ラ
オ
ケ
、
そ
れ
に
歌
詞
自
作
の
八
木
節
な

ど
で
区
民
こ
ぞ
っ
て
祭
り
気
分
を
満
喫
し
ま
し
た
。

＊
会
場

1
1

社
会
体
育
館

＊
対
象

1
1

一
般
村
民

＊
内
容

1
1
ダ
ブ
ル
ス

玄
参
加
費
1
1
5
0
0

円
（
一
人
）

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
9

月
1
3
日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

＊
期

＊
会

＊
対チ

ー
ム

＊
参
加
費
1
1

三
0
0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
0
月
9

日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

日

1
1
1
0
月
1
8
日
⑪

場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

象
1
1
4
0
歳
以
上
の
人
で
編
成
し
た

0
男
子
の
部
1
1

優
勝
…
石
村

正
·
江
森
洋
組
▼
準
優
勝

…
飯
塚
繁
男
•
宮
崎
守
正

組
マ
ニ
位
…
斎
藤
行
弘
・

渡
辺
高
志
組

〇
女
子
の
部
1
1

▼
優
勝
…
江

森
真
理
子
・
守
谷
リ
エ
組

第
1
8回
県
下
少
年
学
童

野
球
邑
楽
支
部
大
会
結

果
雀
準
優
勝
1
1

「
明
和
西
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
（
監
督
・
新

井
悌
介
）
」
。

初絡弓
呉成0汐臣

遊び場が華やかに
斗合田子供育成会（会長 橋本智次さん）は、

8 月 2 日、地区の薬王寺境内にあるブランコなど

の遊技物の修繕、ペンキぬりや草むしりに汗を流

しました。 3 時間ほどかけて、赤黄青の華やかな

色で模様替えされ、一段と明るい遊び場に変身し

ました。
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®
鈴
木
勝
夫
さ
ん
（
斗
合
田
）
は
二
千
円
を

0
小
磯
勝
男
さ
ん
（
南
大
島
）
は
三
万
円
を

蒼
森
尻
正
己
さ
ん
（
南
大
島
）
は
五
万
円
を

衝
福
田
達
雄
さ
ん
（
川
俣
）
は
十
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

〇
や
ま
う
の
漬
物
諒
は
、
村
福
祉
用
と
し

て
漬
物
―
-
、
五
二
〇
袋
(
+
八
万
相
当
）
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
が
1
0月
1

日
か
ら
変

わ
り
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
は
、
9
月
3
0日
で
有
効
期
限
が
切

れ
、
無
効
と
な
り
新
し
い
国
民
健
康
保
険

証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

配
付
方
法
は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
9

月

末
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
証

は
配
付
時
に
回
収
し
ま
す
の
で
、
學
）
•
特
）

お
よ
び
退
職
被
保
険
者
証
も
一
緒
に
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

役
場
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係
(
6
8
4
|

3
1
1
1

内
線
3
9
)に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

健
康
手
帳
も
更
新

さ
れ
ま
す
。
じ1
か
ら

老
人
保
健
法
の
改
正
に
伴
い
、
健
康
手

帳
（
医
療
受
給
者
証
）
を
一
斉
に
更
新
し

ま
す
。

＊
一
斉
更
新
の
対
象
者

老
人
保
健
制
度
発
足
時
(
5
8
年
2

月
）

の
も
の
か
ら
6
2
年
度
に
交
付
し
た
も
の

ま
で
経
過
年
数
に
関
係
な
く
す
べ
て
更

新
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
福
祉
係
(
6
8
4
|

3
1
1
1

内
線
3
7
)に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

1
0月
1

日
か
ら

＊
開
催
日
1
1
1
0
月

2
5日
⑪
雨
天
決
行

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

渡
良
瀬
遊
水
地

共
済
事
業
大
ピ
ン
チ
！

年
々
増
加
す
る
交
通
事
故
、
ち
ょ
っ
と

し
た
気
の
ゆ
る
み
”
こ
の
く
ら
い
な
ら
I
I

の
交
通
ル
ー
ル
違
反
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

し
て
い
れ
ば
…
…
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
…
…
交

通
事
故
の
原
因
を
追
求
す
る
と
ド
ラ
イ
バ

ー
の
マ
ナ
ー
に
起
因
す
る
こ
と
が
非
常
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
安
い
掛
金
で
運

営
し
て
い
る
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市

町
村
組
合
事
業
の
見
舞
金
請
求
者
が
急
増

し
て
い
る
た
め
、
事
業
運
営
に
影
響
を
き

た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
き
ま
す
と
円
滑

な
運
営
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
会
場
1
1

渡
良
瀬
遊
水
地

＊
受
付

1
1
午
前
8
時
1
8
時
4
0分

＊
参
加
料
1
1

一
般
一
、0
0
0
円
、
中
・
高

校
生
五
0
0
円
、
親
子
ペ
ア
（
小
学
生

と
そ
の
親
）
一
、00
0
円

＊
申
し
込
み
1
1
9

月

2
5日
②
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
一
命
三
四
九
I
-
―
埼

玉
県
北
葛
飾
郡
栗
橋
町
栗
橋
三
三
八
七

利
根
川
上
流
河
川
利
用
者
協
議
会
事
務

局
(
6
0
4
8
0
|
5
2
|
2
7
2
3
)

へ

中
国
映
西
省

文
物
展

2

)

 

,
1

、

六
期
間

1
1
1
0
月
9

日
⑤
ー
ー
月
9

日
水

玄
会
場

1
1

県
立
歴
史
博
物
館
（
高
崎
市
）

玄
内
容

1
1

旧
石
器
時
代
か
ら
宋
時
代
に

至
る
映
西
省
を
代
表
す
る
文
物
9
5件
網

の
紹
介
。

※
展
覧
会
の
問
い
合
わ
せ
は
、
県
立
歴
史

博
物
館
(
6
0
2
7
3⑮
5
5
2
2
)へ

村 の r
つ ご き

●
会

場

●
日
時健
康
相
談

古
乳
児
健
診
1
0
月
8

日
困

含
妊
婦
健
診
1
0
月

1
5日
困

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

受
付
は
午
後
1

時
か
ら
2

時
ま
で
で
す
。

9
月

1
7日・

1
0月
1
5日

午
前
9
時
3
0分
＼
1
0時
3
0分

1
0月
6

日
午
後
1

時
＼
2

時

保
健
セ
ン
タ
ー

江
口
•
木
村
敏
子
さ
ん
の
作
品

”
健
康
は
ひ
と
り

ひ
と
り
の
宝
も
の
“

健
康
標
語
入
選
作
品

激
増
す
る
交
通
事
故
に

9 月

11 日 村民ゲートボール大会

敬老慰問（村内）

ふくしふれあい祭り（東部）

村民庭球大会

村民ソフトボール大会

9 月定例村議会

ふくしふれあい祭り（中部）

農業委員会

第33回成人式

献血（保健センター）

ふくしふれあい祭り（西部）

東小・西小学校運動会

総合福祉スポーツ大会

10 月

11 日 村民体育祭

ク

12 日

13 日

ケ

17 日

19 日

22 日

23 日

25 日

26 日

27 日

ク

予定ですので変わることもあります
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＊
テ
ー
マ

私
自
身
演
出
法
、
親
父
が
大
き
く
見
え

N
H
K

青
年
の
主
張

群
馬
県
大
会

県
有
施
設
見
学
会

＊
期
日

1
1
1
0
月

2
2日
困

分
明
和
村
役
場
出
発

＊
対
象

1
1

村
内
に
住
む
1
8歳
以
上
の
方

（
子
供
同
伴
は
不
可
）

＊
定
員

1
1
5
0
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
初
参
加
者
を
優
先
し
、
抽
選
）

＊
費
用

1
1

無
料
（
昼
食
は
参
加
者
負
担
）

＊
見
学
先
1
1

桐
生
川
ダ
ム
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
料
館
、
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー

＊
申
し
込
み
1
1
1
0
月
5

日
向
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
過

去
参
加
の
有
無
を
明
記
し
た
往
復
は
が

き

(
1枚
2

人
ま
で
連
記
可
）
で
、
館

林
財
務
事
務
所
地
域
振
興
室
（
一
砺74館
3
 

林
市
仲
町
十
一
番
十
号
へ

※
詳
し
く
は
、
財
務
事
務
所

(
6七
ニ
ー

四
四
六
一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

午
前
8

時
1
5

募

集

た
と
き
、
私
の
キ
ャ
ン
パ
ス
日
記
、
た

だ
い
ま
プ
ロ
修
業
中
、
異
国
で
考
え
た

こ
と
、

2
1世
紀
に
こ
う
生
き
る
、
な
ど

あ
な
た
の
ホ
ン
ネ
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

ヽ
7
0

＊
参
加
資
格

昭
和
3
7年
1

月

1
6日
か
ら
昭
和
4
7
年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
県
内

居
住
者
。

＊
応
募
方
法

自
分
の
主
張
を
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
5
分

以
内
（
4
0
0

字
詰
め
原
稿
用
紙
4

枚

ー

程
度
）
に
ま
と
め
一
命3
7前
橋
市
元
総
社

町
1
8
9
N
H
K

前
橋
放
送
局
「
青

年
の
主
張
」
係
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
締
切

1
0月
1
6日
②
（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、
N
H
K

前
橋
放
送
局

(
6

0
2
7
2

翻
1
7
1
1
)
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

玄
募
集
科
目1
1
機
械
製
図
科

玄
募
集
定
員
1
1
3
0
名

＊
学
習
期
間
1
1

昭
和
6
3
年
4
月8
日
＼
6
4

年
3

月
1
5
日
(
1年
）

＊
応
募
資
格
1
1

高
校
を
卒
業
し
た
方
（
来

春
卒
業
見
込
含
）

＊
受
付
期
間
1
1
9

月

2
1日
向
か
ら
1
0月
3
0

日
⑤

六
選
考
試
験
日
1
1
1
1
月

1
0日
因

※
詳
し
く
は
、
館
林
高
等
技
術
専
門
校
（

6
7
2
|
0
2
2
9
)へ

六
対
象
者
1
1
4
.
5

歳
＼
1
8歳
位
ま
で

玄
練
習
日
1
1
9

月
か
ら
日
曜
日
の
午
後
1

時
か
ら
4

時
ま
で

活
動
を

極
左
暴
力
集
団
は
、
日
本
の
民
主
主
義

体
制
を
暴
力
に
よ
っ
て
破
壊
し
よ
う
と
過

激
な
闘
争
を
行
っ
て
い
ま
す
。

善
良
な
市
民
を
装
い
、
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
、
借
家
な
ど
に
住
み
爆
発
物
を

造
っ
た
り
、
ゲ
リ
ラ
事
件
を
起
こ
す
機
会

を
狙
っ
て
い
る
の
で
す
。

事
件
、
事
故
の
な
い
平
穏
な
生
活
を
守

る
た
め
極
左
暴
力
集
団
に
対
し
て
り
厳
し

い
監
視
の
目
ク
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
隣
近
所
で
、
不
審
な
人
や
車

を
見
か
け
た
と
き
は
、
す
す
ん
で
警
察
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

衡
通
報
先
1
1
館
林
警
察
署
6
⑫
4
4
1

7

又
は
、
極
左
―
-
0
番
6
0
2
7
2
⑳

4
6
4
9

へ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
演
奏

（
ジ
ュ
ニ
ア
）

極
左
暴
力
集
団
に

監
視
の
目
を
／
．

]9

(] 
’ ” 

9 月 25 日（金）

A.Ml O : 30~P.M 3 : 00 

保健センター

食
期
日

1
1
1
0
月

2
4日・

2
5日
（
土
・
日
）

玄
場
所
1
1

県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家
ほ
か

玄
対
象
者
1
1

県
内
に
居
住
す
る
小
・
中
学

児
童
生
徒
と
そ
の
親

玄
定
員

1
1
1
0
0

人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

＊
参
加
費
1
1
2
0
0
0

円

＊
持
参
す
る
も
の
1
1

洗
面
用
具
、
ね
ま
き

上
ば
き
、
運
動
靴
、
ト
レ
パ
ン
等

＊
申
し
込
み
1
1
1
0
月
1
4
日
困
ま
で
に
、
返

信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、
親
と
児
童

生
徒
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
、
県
立
東
毛
少
年
自

然
の
家
（
薮
塚
本
町
薮
塚3
6
5
7

6
0
2
7
7
7
8
1
5
6
6
6
)へ

自
然
に
親
し
む
親
と
子
の
集
い

＊
練
習
場
所
1
1
館
林
市
三
の
丸
芸
術
ホ
ー

レ
} 玄

入
団
金
1
1
2
0
0
0

円
、
団
費
月
額
3

0
0
0

円

玄
後
援
会
費
1
1

二
琢
庭
に
つ
き
年
額
一
〇

0
0
0

円

玄
申
し
込
み
先
1
1
明
和
中
学
校

(
6
8
4
|

3
1
1
7
•

富
成
先
生
）
ま
で

使

用 ; 税 今29 28 25 料で 月
日日日す

゜

東部児童館 協和農明第 和村役場明 金国民年、 糾秒の兒i 
腐

・
会

場

・
日
寺

B
 
1
0月
1

日
午
前

1
0時
か
ら

午
後
3

時
ま
で

館
林
市
役
所
相
談
室

年
金
相

火
火

＿
＿
―
-
ロ

＊
会

士易

＊
日
時

1
0
月1
.
1
5日

ー
午
後
3

時

館
林
市
民
相
談
室

午
前
1
0時

交
通
事
故
相
談

・
会

場

・
日
寺

B
 
9

月

1
5日

午
後
3

時

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

料方会受検
診

金法場付日

: ※危険物取扱試験…講習会10月 15日・試験日11 月 8 日・申込み問合せ・・・10月 9 日までに明和分署へ

1
0
月
2日
⑤

午
後
1

時
3
0分
1
2

時

保
健
セ
ン
タ
ー

問
診
・
採
血
・
直
腸
診

無
料

ヽf

月 lj

立

腺
検
診



第312号 広 報 め い わ 昭和62年 9 月 10 日 (12) 

地区 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代・ 板地田倉区
日 月日 ` 産婦人科 耳鼻科 内科外科

9 月 20 日
古屋（＇「国医院大神医院 後藤医院合（72.) 0134 宇沢病院 橋本医院

曜
ff (63) 6161 ff (62) 2200 神尾医院ff (75)1288 云 (74)8761 云 (82)1150

9 月 27 日
真中医院川田国医院 記念病院合(72) 3155 寺内医院 館林地区が

当
ff (72) 1630 合 (72)3314 ゆたか医院 ff (73)7308 合（72)3031 担当します

10月 4 日
佐々木医院原医院 上野医院合(72) 3330 礫川堂医院 井上医院

番
合 (62)2623 ff (72) 1936 森下医院合(73)7776 ff(74)0184 云（82)1131 

10 月 11 日
横田医院川村医院 清河堂医院合 (72) 3070 津久井医院 増田医院

医
合 (72) 0255 合 (72) 1337 阿久津医院 ff (72) 3315 ff (72) 3316 云 (82)2255 

10 月 18 日
浜野医院川田医院 大島診療所合（77)1503 海宝医院 竹越医院
合 (88) 5678 合 (72)3724 大石医院合(74)2362 ff(74)0811 云 (84)3137 

斤
幸
徳
さ
ん

立
＊
里
・
の
二
女

千
代
子
さ
ん

⑫
な
か
ざ
と
ま
ゆ
み

中
里
麻
友
芙
ち
ゃ
ん

(
3歳
）

8 月の

` 一0救急車出動回無
•交通事故 3 件

●急病 9 件

•その他 2 件

•計 14件

「とても、甘えん坊で、ママが、ちょっとで

も見えないと、すぐに泣きだす半面、ひょう

きんで、家族中を毎日、笑わせてくれます。

将来は、明る＜元気に、のびのびと、成長し

てほしいと、思っています」とお母さん。

j 

千
秋

田
芝
支
部

く
す
ぶ
れ
る
心
に
ひ
び
く
遠
雷
の
避
け
て

と
よ響

も
す
音
窓
に
聞
く

石
村
艶
子

夫
の
そ
ば
に
い
つ
も
居
た
か
り
働
き
た
か

り
病
む
身
は
悲
し
車
見
送
る

始
沢
良
子

ダ
ム
低
く
川
口
近
く
に
石
乾
く
夏
立
つ
山

よ
旅
の
帰
り
路

篠
木

ひ
と
と
こ
ろ
雲
白
じ
ろ
と
も
だ
へ
を
り
う

つ
し
世
の
修
羅
月
は
映
さ
ず砂

賀
久
美
子

水
明
り
露
草
踏
み
て
小
川
べ
り
ホ
タ
ル
の

灯
り
の
ま
た
た
き
を
追
ふ

立
川
ツ
ヤ
子

松
に
す
が
る
三
つ
葉
あ
け
び
の
花
の
彩
何

に
た
め
ら
ふ
人
を
恋
ふ
る
に

立
川
ふ
さ

紬
櫨
守
る
悼
は
巧
み
に
岩
を
突
き
小
滝
下

る
に
悲
鳴
し
き
り
に

立
川
文
子

め

つ
り
皮
の
わ
れ
に
優
し
き
瞳
を
あ
げ
て
身

障
の
少
年
席
を
ゆ
ず
れ
り

野
ロ
タ
カ

待
ち
望
み
し
嫁
決
ま
り
し
と
ふ
友
の
顔
日

力
と

暮
の
門
に
笑
み
こ
ぼ
し
ゅ
＜

野
村
初
枝

ブ
ラ
ン
コ
の
子
等
空
を
蹴
る
春
休
み
並
び

ご

て
小
さ
く
幼
な
孫
と
ゆ
れ
る

峨
川

、t

9 月 21 日～30 日

スローガン

『安全は一人ひとりが

みな主役』

こ
ほ
ろ
ぎ

短
歌
会

よ
し

つ

氏
石
川

小
磯

福
田
ミ
サ
ホ
と
よ
チ名
ィ

年
齢
世
帯
主

6
8
宗
佑

8
2
通
雄

8
1
達
雄

JI I 
地
区

江
口

南
大
島俣

昂％ ％開

1
1

お
く
や
み

1
1

篠渡小丸鯉関柴今大杉仲
木邊林山沼口崎成木田村氏

名
保
護
者

美
穂
隆
司

雅
敏
裕
一

英
美
久
史

香
織
隆

幸
枝
幸
雄

翔
始

義
朗
達
夫

知
紗
高
広

美
穂
雄
司

麗
歌
敏
幸

一
樹
日
出
夫

続
柄
地
区
肛
旺

長
女
斗
合
田
拓

長
男
梅
原
綸

長
女
川
俣
％

長
女
江
口
％

長
女
梅
原
％

長
男
梅
原
％

長
男
大
佐
貫
％

長
女
川
俣
％

長
女
下
江
黒
％

長
女
須
賀
％

長
男
大
佐
貫
％

1
1

お
め
で
た

1
1

今
？
t
ズ
互
）
即

□
“
 

ぐ
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内V
れ
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